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　第一章　恐怖の無責任インフレ




　明けて宇宙暦れき７００５初頭──。

　この年ほど、銀河に歴史的な事件が集中して起こった年はない。

　まず銀河を二分していた二大勢力、惑星連合とラアルゴン共和国が統合され、汎はん銀河共和国が興おこった。初代大統領には、元惑星連合宇宙軍元げん帥すい、ジャスティ・ウエキ・タイラーが就しゆう任にんしたのである。

　で、彼の大統領としての評価はどうかというと……。

　今のところ彼の評価は、

　評価は──、

　評価はすこぶる悪い。

　それも、生なま半はん可かな悪評ではなかった。最悪と言ってもいい。軍人時代の彼の評価が頭ず抜ぬけていただけに、よけいにその落差が目立つのである。

　なぜか？

　それに関しては、理由ははっきりしていた。インフレである。

　銀河全域を震しん撼かんさせた、超インフレであった。







　初代大統領に就任したタイラーがまず行ったのは、通貨の統一であった。

　それまで惑星連合＝クレジット、ラアルゴン共和国＝ゴザマルク、中立緩かん衝しよう宙ちゆう域いき＝エンドルを中心に、多種多様であった通貨を統一し、新通貨タイラー（複数形タイラス）を制定したのである。公式交換レートは、それまで１クレジット＝４ゴザマルク＝25エンドルであったのを、１クレジット＝１００タイラスとした。つまり１ゴザマルクは25タイラス、１エンドルは４タイラスである。

　そして、宇宙暦７００４の銀河標準時間（地球グリニッジ標準時間）の年明けをもってタイラーの肖しよう像ぞう画がをデザインした新タイラス札を流通させた。

　とりあえず、黒の１タイラー札、赤の５タイラス札、黄色の10タイラス札、青の50タイラス札、緑の１００タイラス札を、大量に印刷し、全銀河にバラ撒まく。それに伴って旧通貨は順次交換、回収され、焼却処分にされた。

　そして新通貨タイラーが、ほぼ銀河全域に行き渡った頃──、

　突とつ如じよとしてインフレは起こった。

　いや、突如という表現は、この場合適切ではないかも知れない。なぜならまるで旧通貨の回収時期を狙ねらいすましたかのように諸物価が跳はね上ったからである。それは空前絶後、人類の歴史に類を見ない、壮そう絶ぜつなインフレーションであった。

　最初のタイラー札発行から１週間も経たたないうちに、紺色の５００タイラス札、紫の１０００タイラス札が追加発行され、発行されたかと思うとすぐに、金色の１００００タイラス札が必要になった。そして１００００タイラス札が行き渡る頃には、新政府は百万タイラス札を印刷せねばならなくなっていた。

　あとはもう、雪崩なだれのような勢いである。貨幣価値は暴ぼう落らくし、日増しに倍々の勢いで下がり続けた。銀行の預金はたちまち引き出され、クレジットカードは効力を失い、金融・証券業界は商売として成立しなくなり、軒のきを並べて倒産した。それでもインフレは、とどまるところを知らない。

　すべての借金は、十日もすれば返済することは容易になった。たとえ日割りで十割の利子をつけても、引き合わないのである。多額の借金が反ほ古ご同然になり、喜んでいた連中も、たちまち路ろ頭とうに迷うことになった。今度は誰だれも、金を貸してくれない。

　カード類が一いつ切さい使えないから、給料もすべて現金支給である。たとえばある時期、大学卒の平均的サラリーマンの初任給が十七兆ちようタイラス、喫茶店の時給が五百億タイラスという凄すさまじいことになったが、それでも給料をもらった次の日になれば、その使いでは半減してしまう。人々の生き方は、自然刹せつ那な的てきになった。サラリーマンよりも日雇いフリーターのほうが遥はるかにリッチなのであるから、それも当然と言えよう。文字通り社会的な価値観が逆転したのだ。

　一億タイラス札が発行され、百億タイラス札が印刷され、ついには兆・京けい単位のタイラス札まで配布されたが、行き渡るそばからその価値は半減していく。ついにデノミが行われ、百万タイラスが一メガタイラス、千メガタイラスが一ギガタイラスとされたが、焼け石に水であった。タイラス札の印刷が間に合わず、デザインはどんどん簡略化され、百垓がい（兆・京の上の単位）ギガタイラス札あたりからはガリ版刷りも同然の意い匠しようとなった。偽造はたやすいが、偽造したところで印刷コストのほうが遥かに高くつくのであるから、誰だれも偽造などしない。銀行強盗もなりをひそめ（いやそもそも銀行そのものが成立せず）、代わってコソ泥どろが横おう行こうした。

　例たとえば靴くつ一足、ジャガイモ一個を買うにも山のような札を持ち歩かねばならない。給料の札の山を受け取ったサラリーマンやＯＬたちは最初のうち旅行用キャスター付きトランクにもらった給料をつめ、通勤列車に乗り込んでいたが、やがてそれでも足りなくなり、体力に限界を感じて会社をやめていった。そもそもその時点でまだ潰つぶれていない会社のほうが珍しかったのではあるが……。

　現金入りのトランクがあちこちに放置されたが、置き引きにも体力が要いるので誰も見向きもしない。

　若者のナンパの言葉も最初、

「彼女、俺おれについて来ればトランク一杯の五千ギガタイラス札だぜ」

　とか言っていたものが、

「ヘイ彼女、俺んトコへ来れば、温かいコーヒーが現物支給だぜ」

　のほうがよほど説得力のある言葉になってしまった。金持ちよりも、物持ちのほうがよほどモテる。この時点でコーヒー一杯が平均３５０[image: ]じよ（垓の上の単位）ギガタイラス。もはや貨幣制度そのものが有名無実のものとなりつつあった。

　ところで実はこのインフレ、抑よく止ししようと思えば、案外簡単なことなのだ。原因ははっきりしている。紙幣の供給過剰である。新札の印刷と発行を控えれば、インフレは解消とまではいかないまでも、かなりの歯止めがかけられるであろうことは、別に経済学者でなくとも、中学生にでもわかる理屈であった。

　それでも新政府は、新札の発行をやめようとはしなかった。

　新札はなおも刷すられた。

　刷られて刷られて、刷られ続けた。







「これが新しい、百ひやく穣じようギガタイラス札です」

　タイラー大統領の首席秘書官であり、大統領夫人でもあるユリコ・タイラーが、刷り上がったばかりの新札の見本を持って来た。

「いい出来ではないな」

　就任一か月目の若き大統領閣かつ下かは、デスクに両足を投げ出したまま、窓からの光に新札をかざしてみる。すかしなどというコストのかかる代しろ物ものは、とうの昔に消えていた。

「しかたありませんわ」

　あくまでも秘書の口調でユリコは言った。

「造幣局の特殊印刷から普通の四色分解印刷。それでもコストがかかりすぎるというので、単色オフセット、さらに軽オフ、そしてついにはコピー印刷ですからね。それでも印刷が間に合わないんですから……」

「印刷所はフル回転させているんだろう？」

　子供のように悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべて、タイラーが言った。最近少し運動不足で太ったせいか丸顔になり、以前よりも童顔に戻ったようだ。もっとも少々太ったところで、この男は貫かん禄ろくなどというものからは無縁の存在である。そこがまた、彼のいいところだと、ユリコなどは思うのであるが──。

「大手の印刷所から、そのへんの町の印刷所まで、昼ちゆう夜や四交替制でフル稼か働どうですわ。給料ではなく、食料と衣類の現物支給で……」

「配給切符も渡してやっているかね」

「もちろんですわ」

　ユリコはそつのない笑顔で微笑ほほえんだ。貨幣経済は崩ほう壊かいしているが、別に品物そのものがなくなったわけではないから、人々が飢うえる心配はなかった。より原始的な経済体系に戻っただけだ。

「結構けっこう」

　就任一か月にして早くも無能の烙らく印いんを押されつつある大統領は、満足げに笑ってみせた。統一銀河最初にして、最悪の大統領という世論を不動のものにした感がある。

「百穣ギガタイラス札か……」

　週刊誌よりも印刷の荒い新札を眺ながめながら、タイラー大統領はつぶやいた。紙幣に印刷された彼の横顔さえ歪ゆがんでいる。

「穣というのは、十の何乗だったかな？」

「28乗です。閣下」

　彼の傍かたわらに立ったままのユリコが即座に答える。

「穣の千倍が、溝こう。次の一溝ギガタイラス札は、いつでも印刷スタンバイＯＫですわ」

「その上は？」

「溝の上が、[image: ]かん。[image: ]の上が、正せい。その上はさらに、載さい、極ごく、さらに上って恒ごう河が沙しや、阿あ僧そう祇ぎ、那な由ゆ他た、不ふ可か思し議ぎ、最後は無む量りよう大たい数すうという単位になっています」

　この質問を当然の如ごとく予想していた有能な大統領首席秘書官は、滞とどこおりなくすらすらと言ってのけた。インフレの弊害は数限りなくあるが、たったひとつの利点は数字に蘊うん蓄ちくが深くなるということであろうか……。

「なんだ、数の単位にも限りがあるのか」

　つまらなそうに大統領は舌打ちした。

「僕はまた、無限に続くものかと……」

「数そのものには限りがありませんが、数字の単位にはあります」

　聡そう明めいな瞳ひとみでユリコは言った。大統領よりも遥はるかに有能というのは、衆人の意見の一致するところである。

「それとも閣かつ下か御自身が、その上の単位を制定なさいます？」

「なるほど。そうすれば、銀河の歴史に名前は残るな……」

　一瞬誘惑にかられた表情のタイラーであったが、やがて思い出したかのように、

「やめとこう」

　と言った。決して遠慮したわけではない。

「歴史に名前は残っても、その歴史そのものが続くかどうかがあやしいとあってはね」

　彼にしては悲観的な意見であったが、なにを吞のん気きな、という声は当然あってしかるべきであろう。そう、実はいま銀河は、インフレどころの騒ぎではないのだ。それどころか、開かい闢びやく以来、未み曾ぞ有うの危機を迎えていた。

「無量大数まで行ってしまったら、次はデノミだな。タイラスをやめて、次の通貨単位にするか……。さしあたり、ユリコというのはどうかな？　キサラでもいいが……。それともいっそ公平に、アザリンという通貨もいいかも」

「大統領！」

　ついに見かねて、大統領補佐官が口を開いた。

「そんな先のことよりもですね……」

「なに、そんなに先のことではないぞ」

　タイラーは言った。

「この調子でインフレが続けば……」

「そんなことを言っているのではないのです！」

　タイラーよりも二十歳以上年長の大統領補佐官アブドゥーラ・アッラー・ディーン・アリー・カシムは、完かん璧ぺきに近いキレた表情で言った。前さきの惑星連合連邦議会の首席評議員だった男である。まっとうな世の中ならタイラーが百人ほど束たばになってかかっても適かなわないほどの有能な政治家だ。貫禄もタイラーの百倍ほど備そなえていた。いや、そもそもゼロに何をかけても、たとえ無量大数をかけてもゼロなのだが……。

　とにかく人類史上、補佐官という肩書きを持った人物の中で、もっとも不幸な男であることだけは確かであった。この一か月間は、彼にとっては悪夢そのものであった。なろうことなら醒さめてくれと、何度自分の頰ほおをつねったか知れない。

「大統領、いい加か減げんにしてください。こんな馬ば鹿かな政策を、いや、そもそも政策とも言うこともはばかられる愚ぐを犯おかしている間にも、ジェーンは……」

「わかってる」

　一瞬、ほんの一瞬、タイラーは真顔になったが、すぐいつもののほほんフェイスに戻って言った。

「別に僕は、歴史に残るような名大統領になりたいわけじゃないんだ。いや、そもそも無理やり押しつけられた大統領だし……。一年の任期が終ったら、とっとと退職させてもらうつもりなんだ。もっとも、この調子じゃ自分から退職を願い出るまでもなく、リコールされるだろうがね」

「よくわかっているではありませんか」

　カシム補佐官は言った。タイラーと二人並べばどう見たって、彼のほうが大統領に見える。事実、軍事はともかく政治に関してはまったくの素人しろうとを補佐しているわけで、彼ほどの根気強いベテラン政治家でも投げ出してしまいたくなったことは一度や二度ではない。そういう意味でカシムの忍耐も、賞讃に値するものである。ついつい皮肉のひとつも言ってやりたくなろうというもの。

「それにしても、どんな無能な大統領でも、ここまで破滅的な政策を推おし進めることは難むずかしいでしょうなあ……。わざとやっているとしか思えません」

「わざとやっているんだよ」

　さりげなく、タイラーは言った。

「そうですが、わざと……」

　一瞬、軽い気持ちで受け流したカシム補佐官であったが、

「なんですと！」

　と、ダブルテイクで驚いた。

「わざと。この最悪の政策を、わざとやっているとおっしゃられるか。大統領は、この非常時に……」

「そうだよ」

　タイラーは軽くうなずく。

「任期の一年を待たずして、リコールされるやも知れませんな」

「気持ちはわかる」

　タイラーは笑いつつ、

「だけど、任期の間は、ぜったいにやめさせられることはない。そういう約束だからね」

「でしょうが……」

「一年間は、好きなことをやるよ」

　素人しろうと政治家の強味、タイラーは悪びれもせずに言った。

「ただし、引き受けた以上はこの任期、どんなことをしても次の大統領に渡してみせる」

　タイラーは言った。もし注意深い人間なら一見間の抜けたその笑顔の下に、強い決意が漲みなぎっていることに気づいたに違いない。

「銀河を無傷で、次の大統領と、未来の人々に託す。そのためにこの一年、僕は好き勝手にやらせてもらう。所信演説でも、そう言ったはずだよ」

「確かにそうおっしゃいました」

　カシムは呆あきれて言った。

「しかしここまで、馬ば鹿かをやるとは……。閣下の次の大統領こそ、苦労するでしょうなあ……」

「確かにね」

　タイラーはうなずく。

「だが苦労できるだけ、ましさ。なんなら君がやってみるかね。カシムちゃん？」

　カシムは一瞬呆ぼう然ぜんとした。顎あごの関節が外はずれたかに見える。彼は某ぼう皇こう帝てい陛へい下かやタイラーの元副官と違って、ちゃんづけで呼ばれることに慣れていなかった。慣れたくもなかったであろうが……。

「おそらく辞退させていただくことになるでしょうな」

　うわべはあくまでも鄭てい重ちように、カシムは言った。本当にこの漢おとこは天下の惑星連合宇宙軍で元げん帥すいまでいった人物なのかと疑いたくもなる。

「徒いたずらに人じん心しんを混乱させて、楽しいですか？」

「楽しいよ」

　タイラーはうなずいた。偽いつわりでなく、本当に楽しそうな表情で。誤解を招くなというのが無理だと言うよりも、好んで誤解を招いているかのようにも見える。

「せっかくなった大統領。どうせなら、楽しんで任期を務めなければ損だ」

「大統領！」

「カシム補佐官」

　激しかけたカシムを制したのは、ユリコであった。

「妻である私から申し上げるのも口はばったいですが、閣かつ下かには遠大な思おも惑わくがあっての政策かと……」

「その通り！」

　タイラー、ここぞと会心の笑み。

「さすが我が最愛の女房にして有能なる首席秘書官」

「夫婦で茶番も、いい加か減げんにしていただきたい！」

　カシムはわめいた。こうなるともう決けつ壊かいしたダムのように、歯止めが効きかない。

「そのために銀河三百億の人類を巻き込むんですか、あんたらはッ！」

「巻き込んで悪いのか？」

　タイラーはさも不思議そうにカシムの顔を覗のぞき込んだ。

「は──？」

　カシムもタイラーの、貌かおを見る。

　貧相な、三十男の面つらを──。

　典型的なモンゴロイドの顔だ。だがこの男の頭の中身まで典型的だと言ったら、銀河中の黄色人種たちは本気で怒るだろう。自分たちの名誉のために──。

「いま、なんと？」

「だからさ」

　タイラーは笑って言った。

「巻き込んで、悪いのかってさ」

「いえ……」

　カシムは絶句してしまった。タイラーの邪じや気きのない顔を見ているうちに、怒りは萎なえてしまったのである。

「銀河の歴史に残る名大統領になろうなんて思っちゃいないさ。ただ、銀河そのものは、どんなことをしても残さないとね」

「そのこととこの馬鹿げた作さく為い的てきなインフレ政策と、どういう関係があるのですか？」

「大ありさ」

　タイラーはカシムの目を見た。

「ジェーンの脅きよう威いは、人々をパニックに陥おとしいれるに十分だ」

「それはそうですな」

　銀河を吞のみ込まんとする颱たい宙ちゆうジェーンに関しては、目もつ下かのところ厳重な報道管制が敷しかれており、一般市民はそのことを知らない。だが、遅かれ早かれその存在が暴ばく露ろされるのは時間の問題であろうと思われた。そうなったとき人類の恐怖と混乱とは、想像を絶するであろう。何か策を施ほどこそうとしても、そうなってからでは遅いのだった。

「だったらそうならないように、人々の目を、別の方向に向けておく必要があると、僕は思ったのさ。特に、マスコミの目をね」

「閣下……」

　突然、カシムは気づいた。タイラーの真意に。

「閣下は、自分が悪者になってまで……」

「そんなたいそうなもんじゃないさ」

　若き大統領は照れながら言った。

「実を言うとほとんど何も考えてなかったと言ったほうが正しいな。それに、さっきも言ったようにけっこう楽しんでやっている面もある。いくら絶大な権力を握る大統領とは言っても、こういう馬鹿が許されるなんてチャンスは、滅めつ多たにないだろうからね」

「それは、そうでしょうが……」

「とにかく、裏で極ごく秘ひ裏りに行われている計画が、マスコミに漏ろう洩えいしたらえらいことだ。そうなってからでは取り返しがつかない。それをカムフラージュするための計画的超インフレさ。これでもない知恵を絞しぼって考えたんだ」

「よろしいのですか……」

　いわばプロの政治家であるカシムから見れば、信じられない発想であった。まさに政治の素人しろうとだからこそ思いついたタイラーの策であった。

「二度と、権力の座には就つけないかも知れませんよ」

「構わんさ」

　横でユリコが、小さく笑った。カシムにはまだ、タイラーという男の本質がわかってはいない。もしかしたら一生わからないかも知れない。もともと権力に執しゆう着ちやくするような漢おとこではないのだ。あろうはずがない。

「もともと脅きよう迫はくされてなった大統領だからね」

「はあ……」

　カシムは釈しやく然ぜんとしない表情でうなずくしかなかった。

「僕は道どう化けだし、僕のやっていることは邪じや道どうだ。政治の王道から見ればね」

「確かに」

　カシムはうなずく。

「それも、思いっきり邪道の部類に属することですな」

「ま、銀河を救うための道化なら、僕は喜んでやるけどね。今までも、これからも……」

「私にその補佐をやれとおっしゃる？」

　それこそカシムには、荷が重かった。

「嫌いやならべつに、無理にとは言わんが……」

「いえ」

　カシムは激しく首を振った。浅黒い肌と立りつ派ぱな髭ひげをもつ恰かつ幅ぷくのよい大統領補佐官は、このとき初めて、自分の役割を理解したのだった。

「やらせていただきます。私の力の及ぶ限り、物心両面、タイラー大統領閣下を文字通り補佐させていただきます」

　この人には自分が必要なのだ。俺おれがついていないとこの大統領は危あぶなっかしくて見ていられない。ベテラン政治家はこのとき真剣にそう思った。なぜなら、もし仮に、銀河をジェーンの脅きよう威いから救える者がいるとしたら、それはこの人しか──。

「印刷所を買ばい収しゆうして、もっとどんどん新紙幣を印刷させましょう。紙幣だけでは足りませんね。そうだ。タイラー大統領就任記念、五百溝こうギガタイラス金貨というのはどうでしょうか？　これなら金自体に価値がありますから、投機の対象にもなりますし……」

「悪くないね」

　タイラーは笑った。

「さっそく手配したまえ、補佐官」

「はっ」

　カシムは大統領補佐官になって初めて、尊敬の念をもって大統領に礼を返した。

「刷ります。刷って刷って、刷りまくりますぞ！」







「政策の是ぜ非ひはともかくとして……」

　カシムの去った後の大統領執務室で、ユリコは大統領夫人の顔に戻り、最愛の夫に向かって言った。

「いかにもあなたらしいって感じね、ジャスティ」

「ヤマモトも同じことを言った」

　靴下を脱ぎちらかし、ネクタイを緩ゆるめ、紙こ縒よりにしたティッシュで耳クソをほじりながらタイラーは言った。

「この計画を打ち明けたときにね」

「それから？」

「それ以上はなにも……」

「そう」

　ユリコは瞬時にして諒りよう解かいした。ヤマモトはタイラーの影の補佐役としての自分の役割を正しく把は握あくしていたのだ。カシムのように、いちいち説明されるまでもなく。さすがだなあと、ユリコは思い、そして少しだけ彼に同情もした。いつもいつも、地じ味みで目立たない割には大変な仕事を押しつけられるかつての副官に。もっとも彼にも今では、その苦労をわかち合える人がいるが──。

「もし銀河が救われたら」

「うん」

「影の功労者は、第一にヤマモトさんね」

「いや」

　意外にもタイラーはきっぱりと言った。

「それは違うな。彼の功績も認めないわけじゃもちろんないけど……」

「じゃ、皇こう帝てい陛へい下か？」

「それも、違う。陛下の尽じん力りよくがなければ、大統領になれなかったことも確かだけどね」

「じゃあ？」

　ユリコは首を傾かしげた。

「誰だれなの」

「知りたい？」

「知りたいわ」

「僕に直接、言わせるつもり？」

「聞きたいわ」

　ユリコは言った。

「あなたの口から」

「じゃ、言うよ」

　タイラーは軽く咳せき払ばらいして、

「もし僕の手によって銀河が救われたら、第一の影の功労者はヤマモトじゃない。陛下でもない。君だ」

「嬉うれしい……」

　ユリコは一瞬涙ぐんだ。

「本当に？」

「本当よ。結婚以来、そんな言葉をかけてもらったことはなかったですものね」

「そうかなあ……」

　タイラーは照れながら、

「まあいい。とにかく君だ。より正確には、君と、キサラだけどね。二人がいなかったら、僕はこんなに真剣に、銀河の未来を考えたりはしなかったし、そもそも大統領なんかにならなかったろうな。冷静になって考えてみれば、こんな貧乏籤くじはないからね」

「ジャスティらしい」

　ユリコは言った。

「大統領になっても、やっぱりジャスティはジャスティだったのね」

　最高の褒ほめ言葉を囁ささやきながら、ユリコはタイラーの頰ほおにそっとキスした。

「たぶんこの一瞬そう思えるだけなんでしょうけれど、銀河なんてどうなっても構わないわ。あなたと、キサラがいれば……」

「その錯さつ覚かくは、たぶん正しいよ」

　タイラーはネクタイを締め直した。

「さ～お仕事お仕事。手つかずの書類が、山のようにあるぞ」

「はい」

　ユリコはてきぱきと、書類の山を整理し始めた。軽く目を通し、必要のあるものはタイラーに見せ、残りは保ほ留りゆう棚だなに、あるものはシュレッダーに──。

　惑星宇宙軍の少尉時代から、彼女はこういう実務的な仕事にかけてはお世せ辞じ抜きに有能な秘書官であった。そのことを証明するためなら、あの故こ・ミフネ提てい督とくでさえ喜んで墓の中から出て来るであろう。

　たちまち机の上の書類の山は、その領域を狭せばめていった。

　そのほとんどが、大統領に対する苦情・陳情書の類たぐいであったことは想像に難かたくないが……。

　最後に一通の書類が、机の上に残った。小さな封筒に入っている。ごく短い文書のようであった。

　それを開封し、目を通したとき、ユリコの顔色が変った。

　タイラーにも、その変化がわかったほどに──。

「どうした？」

「悪いニュースよ」

「そうらしいね」

　タイラーはうなずく。

「ただ、悪いニュースにもいろいろある。それに、銀河がこれ以上悪くなりようがないとも思うけどね」

「声明文だわ」

　ユリコは言った。

「大統領に対する、かなり高圧的な退陣要求よ」

「その手の怪文書は、日に百通は来るじゃないか」

　タイラーは笑って言った。

「最初のうちは、いちいち目を通していたけど、それも面めん倒どう臭くさいから、端はなっからシュレッダーに放り込んでおいてくれって、言ったじゃないか。忘れたの？」

「そうね」

　ユリコはしどろもどろにうなずく。

「そうだったわね」

「どうしたんだ？」

　タイラーは気になるらしく、

「普通の声明文じゃないのか？」

「ごく普通の声明文よ」

　ユリコは言う。

「文面に関してはね」

「すると？」

「差出人の名前が、普通じゃないのよ」

「見せてくれ」

　タイラーはユリコの手から、その声明文を受け取った。










　　大統領気取りの偽ぎ善ぜん者しやタイラーに告ぐ




　　速すみやかに退陣せよ

　　退陣せざる場合は強行的手段に訴えるも辞じさず







銀河解放同盟











「なるほどこりゃ重症だねえ」

「でしょう」

「こんなのにいちいち屈していたら、銀河は滅ほろんでしまうよ」

　オリジナリティーのかけらもない文面を笑い飛ばし、封筒を裏返して差出人を見たとき、タイラーの表情は硬直した。だがそれも、ほんの一瞬である。

「あいつが……」

「ええ」

　ユリコが不安そうに、タイラーを見た。

「結局、誰だれもかれもというわけには、いかなかったみたいね」

「しかたないさ」

　タイラーは言って、無む造ぞう作さにその声明文を封筒ごと、シュレッダーに投げ込んだ。

「一人くらいの離反者で、僕の計画は揺るぎもしない」

　だがその一人が、問題であった。

「あいつがなあ……」

「ショック？」

「多少ね」

　多少どころではないはずであった。なにしろタイラーの敵に回ったのは──。

　机の上の緊急ホットライン電話が鳴ったのは、そのときであった。

「私だ」

　報告を聞いたタイラーの表情に、またしても微妙な色が浮かんだことを、さすがにユリコは見み逃のがさなかった。

「そうか……」

　三分後、受話器を置いたタイラーの肩に、ユリコはそっと手をやる。

「ジェーンが……」

　タイラーは言った。いつもと同じ表情が、むしろ悲痛に見えた。

「さらに動きを早めているそうだ。探査艦からの報告だ」

「できることなら」

　ユリコはそっと囁ささやいた。

「あなたを今の仕事から、解放してあげたいわ」

「それは無理だが、さしあたって君にできることがある。もしそうしてくれるなら、僕の苦痛は大幅に和やわらげられ、おおいに助かる」

「いいわ」

　ユリコはうなずく。

「なんでも言って」

「お茶、淹いれてくれ」

　タイラーはそう言うと、白い歯を見せてニカッと笑ってみせた。

「わかったわ。まかせといて」

　ユリコは立ち上がり、お茶を淹れることに関しては自他共に認めるその腕を存分に奮ふるうのだった。

「あ──！」

「どうした？」

「茶柱……」

　振り向いたユリコの笑顔が、タイラーをどれほど勇気づけたことか。

「そいつはよかった」

　思わず懐ふところに入れてあった扇せん子すを広げる大統領閣下。

　銀河を救える者がタイラーしかいないとすれば、いまタイラーを救える者はユリコしかいなかった。いわば彼女は、銀河の間接的な救世主なのであった。










　第二章　ジェーン来たりなば




「ジェーンの位置を確認しました！」

　観測員が叫ぶ。

「光速をはるかに超えるすさまじいスピードで宇宙空間を移動中」

「その言い方は、少し違うな」

　特設探たん査さ艦かん『メルバ』のブリッジで、マコト・ヤマモト中将は観測員の報告を訂正した。

「より正確を期するなら、宇宙空間そのものの歪ゆがみが移動していると言ったほうが近い」

　ちょうど弛ゆるんだカーペットを勢いよくはたいたとき、カーペットの撓たわみが波打つように移動するのにも似ている。颱たい宙ちゆうジェーンの正体は、簡単に言って成長・移動する宇宙空間の歪みなのだった。しかも、さながら意志あるものの如ごとく、エネルギーを求めて超光速で移動する。宇宙空間における最大のエネルギー源といえば、星だが、ジェーンの餌えさは、その星なのであった。星を貪むさぼりながら成長を続け、そうしてひとつの星雲を食い尽くすと、次なる星雲を求めて移動するのだ。さながら、生きた巨大なブラックホールであった。

「なんという恐ろしい奴やつなのでしょう」

　観測員は戦せん慄りつした。ブリッジのメインスクリーンに映し出されたジェーンは、実際には数億光年の彼方かなただというのに、人々を恐怖させるに十分であった。

「コースの算定が、できましたよ」

　ヤマモトの傍かたわらで、グエン・ホー・ミン少佐が言った。きわめて事務的な口調だが、その声には微かすかな震えが隠しきれないでいる。無理もないなとヤマモトは思った。彼でさえ、『メルバ』のブリッジに立っているだけで多大な努力を強しいられているのだ。

「銀河めざしてまっしぐらですね。他に表現のしようがありません」

「まっしぐら……か」

　ヤマモトは唸うなった。飽くことを知らない貪どん欲よくなジェーンにとって、星でいっぱいの銀河は、さぞや食いでのあるケーキであろう。かぶりついてから、食い尽くすまでにどれくらいかかるのであろうか。不ふ謹きん慎しんな空想をしてみる。

「ジェーンのスピードは、光速の64倍です。なお加速中！」

　そう言ったのはやはりベテランのオペレーター、キョンファ・キム中佐であった。

「なお加速中だって？」

　ヤマモトは思わず振り向いて、キム中佐の顔を見た。

「はい」

　美び貌ぼうの中佐はヘッドギアをつけたままうなずく。ヤマモトにとっては見慣れた顔だが、一見冷れい徹てつで無表情なその顔にも、忍び寄る不安が色濃く滲にじみ出ていた。

「このままの加速を続けると仮定すれば……」

　ジェーンの進路をシミュレートしながら、キム中佐は報告した。

「銀河標準時間で２９２日ほどで、ジェーンは銀河に到達します」

「九か月と二十日か……」

　ヤマモトは冗談でなく悪お寒かんに襲われた。

「予定より一か月以上早いぞ……」

「まだ早まるかも知れません」

　キム中佐が言った。

「これは私の、推すい測そくにすぎませんが……」

　そうつけ加えたが、救いにはならない。

「ジェーンの動きには、コンピューターで予測しきれない、不確定な要素が多くて……。気まぐれでわがままで自己中心的で……、まるでタイラー提てい督とくのようですわ」

　言うに事欠いて妙みような喩たとえもあったものだが、まさしく的まとを射いていた。しかしヤマモトは苦笑する気にもなれない。キム中佐の自覚があったかどうかはともかくとして、これは彼女がこれまで口にした中で、最高のジョークだというのに、である。

「さらに早まるか……。その可能性は、おおいにあるな」

　根が悲観的なヤマモトは、ついついそう口にしてしまう。もっとも、そう考えるのが自然であった。この期ごに及んでジェーンの足が鈍にぶるとは、考えにくい。

「しかし、事前にわかっただけでも、まだ救いがあったと言うべきでしょうな」

　そう言ったのは、『メルバ』首席観測員の、ヘギョン・カン少佐である。もと地球のカイナゲ天文台にいた技術将校で、ジェーンを発見した男だ。彼女ジエーンの名付け親でもある。

「銀河をわずか五千万光年ほど離れただけだが、それでもこれだけの観測データが得られた。よしとせねばならんでしょう」

「でしょうな」

　ヤマモトはうなずいた。彼に限らず『メルバ』の乗組員は、この銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの天文学者が好きになれない。人類がかつて経験したことのない未み曾ぞ有うの危機をこともなげに言ってのけたりするからだが、それ以前に絵に描いたような科学万能主義者で、血が通っているように見えないのだ。たとえば同じ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな技術屋でも、あの軍艦おたくのヒラガー技術中将のほうが、よほど人間的で、可愛かわいげもある。

「ただ、それも人類が救われればこそです。あなたは観測データさえ得られれば、それで満足かも知れないが……」

　カン少佐は黙りこくって、それ以上は何も言わなかった。あえて否定もしないのだ。これでは誤解されてもしかたがない。きっと軍の内部にも、友人は少ないことであろう。

　特設探査艦『メルバ』は、もとより探査艦として建造された艦ふねではない。もとは神聖ラアルゴン帝国時代に、惑星破壊砲を搭とう載さいした巨大砲艦として建造された艦だ。当時の皇帝ゴザ十六世陛へい下かのお召し艦となったこともあるし、その主砲を惑星連合艦隊に向けて奮ふるったこともある。その後、惑星連合宇宙軍に拿だ捕ほされて『磐いわ手て』と改名され、惑星連合艦隊籍に編入されていたこともあったが、終戦とともにラアルゴン共和国に返還されていたのだ。本来ならそのまま解体されるか記念艦としてモスボール状態で保存され、軍艦としては平和な一生を終えていたかも知れない。

　そこへ、ジェーンの接近である。

　新たに探査艦を建造している余裕はなかった。しかし観測機器を満載して、なおかつ長距離を移動する必要から、かなりの大きな船体が必要であった。そこで短期間に探査艦に改造可能な艦として、白羽の矢が立ったのが『メルバ』だったのである。

　とりあえず巨大な惑星破壊砲本体と、それにエネルギーを供給するためのプラント部分とを撤てつ去きよし、代わりに超長距離用の電波増幅式望遠鏡と、遠距離ワープ用のエンジンユニットを搭載した『メルバ』は、艤ぎ装そうの完了する間ももどかしく、銀河外宇宙へと出港していった。目的はもちろん、ジェーンを監視し、少しでも多くのデータを採集することである。そして、その『メルバ』の最高責任者に選ばれたのが、マコト・ヤマモトであった。タイラーがもっとも信頼する部下である。まさしくこの重責にはうってつけの人選であった。

「いざとなったら」

　出港直前、タイラー大統領は直じき々じきにかつての副官の手を取り、こう言った。

「いざとなったら銀河なんかほっぽって、『メルバ』でどこかの惑星に逃げてもいいぞ。まさかの事態を考えて、それだけの設備と航続能力を、あの艦には持たせてあるからね。よしんば銀河が滅ほろびるようなことになっても、銀河以外の星雲を見つけて、そこに人類の種を残してくれればいい。それだって立りつ派ぱな、人類再建の使命なんだから」

「わかってますよ」

　ヤマモトは笑顔でうなずいたが、そうやすやすと任務を投げ出すような彼でないことを、誰だれよりもタイラーは知っていた。

「しかし、いちばん近い島宇宙でも、たっぷり百年はかかるんですよ」

「気長にやるさ」

　鼻クソをほじりながら、タイラーは言った。

「そう思って『メルバ』には、冷凍睡眠カプセルも、受精卵保管ユニットも、搭載しているんだ。もちろん、全乗組員の三百年分の食料もね」

　至れり尽くせりであった。

「それに」

　そこで微笑ほほえんで、タイラーは言った。

「乗組員の中には、君の奥さんもいるし……」

「自分は断ったはずですよ」

　いささか憮ぶ然ぜんとして、ヤマモトは言った。

「重大任務を前に、決意が鈍にぶるからと……」

「だが奥さんは、そうは言わなかった。片かた時ときも、君と離れるのはいやだそうだ。銀河の危機とあれば、なおのことね」

「シアの奴やつ！」

　ヤマモトは思わず舌打ちした。

「いいじゃないか」

　タイラーは言った。

「たまには君も、公私混同したまえ。生き真ま面じ目め一本槍やりじゃ、身がもたんぞ」

「ですが……」

「あまり奥さんが強く希望するものでね」

　よそ見をしながら、タイラーは言った。

「僕もその熱意に負けたというわけさ」

「大統領……」

「まったく僕の一存で『メルバ』の乗組員名簿に奥さんの名前も書き加えておいたぞ。なに、僕一人のたくらみでもない。ユリコの奴も、そうしてやれと言うもんでね」

　照れた様子で頭を搔かきかき、タイラーは言うのだった。

「夫婦ってのは、いいもんじゃないか。わかるだろ、ヤマモト」

「はい」

　瞳を潤うるませて、ヤマモトはうなずいた。

「毎度まいどの余計なおせっかい、ありがとうございます！」

「ほら、行ったいった」

　横を向いたまま手を振り、タイラーはヤマモトを追い払った。

「君が頭を下げて感謝すべき相手は僕じゃない。奥さんのほうさ」







　そのシア・ヤマモト・ハス准じゆん将しようは、『メルバ』の防衛責任者として、艦内ドックにいる。ヤマモトのいるブリッジとは、巨大な艦内のまさに端はしと端であった。同じ艦に勤務しながら滅めつ多たに顔を合わせることもない。万が一敵が現れ、彼女が護衛のために艦かん載さい宙ちゆう雷らい艇てい『朝あさ鳥とり』で出撃すれば、夫婦の距離はさらに開くことになる。

　すべて、探査隊最高責任者たるヤマモトの配はい慮りよからであった。

「いいか、シア」

　出港直後、ブリッジの司令官個室に妻を呼んだヤマモトは、ことさらに厳きびしい顔で彼女にこう言い渡した。

「この艦にいる限り、妻であり、夫であることは忘れろ」

「忘れられるわけないよ」

　キスのひとつもしてもらえると思っていたシアは、完かん璧ぺきに当てが外はずれた顔で言った。

「あたいとマコちゃんとは、天てん地ち神しん明めいに賭かけて夫ふう婦ふ、闘神アードラの名において契ちぎった夫婦めおとの仲じゃないか」

「だから、そのことは忘れてくれ」

「なんで？」

「タイラー大統領はああおっしゃったが、それに甘えるわけにはいかん」

「いいじゃないか甘えちゃえば」

　シアは甘えた声で言った。

「ねえ、甘えよう」

「だから……」

　ともすればメゲそうになる自分を叱しつ咤たしながら、ヤマモトはあくまで厳しい表情を崩くずさない。

「任務の重大さを考えろ。俺おれたちが不用意にデレデレしたら、全艦の士気に響く」

「なんで？」

「それはだな……」

　逆に訊きかれると言葉に詰まってしまうのが、ヤマモトの可愛かわいいところである。シアも実は彼のそこに惚ほれた。

「なんでさ？」

「とにかく、そういうものだからだ」

「理屈ンなってないよ」

「なってなくてもいい！」

　怒ったような顔で、ヤマモトは言った。タイラーが側そばにいたら、ひやかされていたに違いない。

「いいか、シア、いや……ハス准将。この艦にいる限り、少なくとも皆の前では、俺とおまえは一上官と、部下だ。間ま違ちがっても人前で腕を組んだり、いきなり甘い声を出したり、何度もキスをせがんだり、耳元に囁ささやきかけてきたり、お尻しりをつねったり、頭をなでなでしたり……」

「わかったよ」

　シアは思わず吹き出した。

「節度は守るよ。あたしなりに……」

「頼んだぞ、くれぐれも」

「頼まれたよ」

　笑いながらハスはうなずく。

「だからマコちゃんも、あんまり無理はしないで。あたしの顔が見たくなったときは、いつでも側に呼んどくれ」

「無理などしていない！」

　精せい一いつ杯ぱいの威い厳げんを取り繕つくろいつつ、ヤマモトは言った。

「それが無理だっていうの」

「とにかく、たのんだぞ。これは上官としての命令だ」

「わかったよ、マコちゃん」

「マコちゃんは、よせ」

　そう言って、ヤマモトは咳せき払ばらいした。

「行ってよろしい」







『まったく、素す直なおじゃないんだから……』

　ハスは面おも白しろくない。そうでなくてもすれ違いの多い、多た忙ぼうな夫婦であった。

『四六時中、一いつ緒しよにいたいんだ。それがわからないマコちゃんでもないだろうに……』

　情愛が深いことにかけては、人後に落ちない夫婦でもあった。

「ハス提てい督とく！」

　甘い夢を破ったのは、部下の緊急報告であった。

「正体不明の艦隊が、接近しつつあり！」

「艦隊だって？」

　寝耳に水とは、このことであった。

「どこの艦隊だい。ここはどこの領土にも属していない、宙ちゆう域いきだよ」

「ですから正体不明なんです」

「もういい！」

　要領を得ない部下の返事に業ごうを煮やし、

「ブリッジ！」

　と、シアは叫んだ。

「どういうことなんだ？」

『ハス准将』

　聞き覚えのある声が返ってきた。キム中佐だなと、シアは思う。

『とにかくレーダーに映っているんです。この反応は間違いなく艦隊ですが、それ以上は皆かい目もく……。少なくとも味方識別信号は出していません』

「規模は？」

　イライラしながら、伝声装置に向かって尋ねる。

『戦艦クラスが三隻。あとは巡洋艦が十隻といったところでしょうか……』

「雑ざ魚こだな」

　シアは言った。

「普段なら……」

　生あい憎にくと今は、いつもとは勝手が違っていた。探査艦に改造された『メルバ』は巨大だが、武器はほとんど搭とう載さいしていない。

「出撃だよ！　野郎ども。とっとと『朝鳥』に搭乗するんだ」

『待ってください、シア提督！』

　キム中佐の声が言った。

『まだ敵と、決まったわけでは──』

　その途と端たんに、『メルバ』の艦体に衝撃が走った。

「言わんこっちゃない！」

　どうやらかつて女だてらに宇宙一の駆く逐ちく艦かん乗りと言われたシア・ハスの、闘たたかいの勘かんはまだ鈍にぶってはいないらしい。

「認識が、甘いんだよ」

　敵の正体はわからない。だが敵であることは間違いなかった。甚はなはだ不ぶ気き味みではあるがそうとわかった以上、攻撃を躊ちゆう躇ちよするようなハス姐ねえさんではない……。

「行くよ！」

　連絡ハッチから、艦搭載宙雷艇『朝鳥』に乗り込む。それに続く決死の部下数十名。地球人もいれば、ラアルゴン人もいる。いずれも選び抜かれた宙ちゆう雷らい戦せんのエキスパートたちだった。その中には、見慣れた顔も幾人かいる。

「や、これはハス提督」

　やはり駆逐艦に乗れば一いつ騎き当とう千せんの強つわ者もの、ジェット・シン・ヤスダ大佐であった。

「それとも、ヤマモト夫人とお呼びしたほうが……」

「ハスで結けつ構こう」

　かつては銀河中央のミッドウェー宙域で戦ったこともあるこの男が、今はシアの副官だった。こんな心強いことはない。

「敵は数が多い、ちょっと骨だぞ」

「心得ております」

　かつてタイラーの下でも立派に副官がつとまった苦労人のヤスダである。どんなタイプの上官でも立てて、その能力をフルに引き出すということにかけて、おそらく彼ほどの才能は銀河にふたつとないのではあるまいか。まさに副官になるために生まれてきたような漢おとこであった。

「操そう艦かんは自分にまかせて、閣かつ下かは攻撃に御専念ください」

「たのむ！」

『朝鳥』は母艦である『メルバ』を離れた。通常時はコバンザメのように、その腹の下に抱かかえられているのである。全長わずか２００メートルにも満たない小型の宙雷艇だが、航続距離が短いことと、単独ワープができないことを除けば、火力と通常空間における加速性は、艦隊型駆逐艦にもひけはとらない。

　敵艦隊の砲撃は、すでに相当熾し烈れつの域に達していた。ビームが間断なく、分離した二隻を襲う。

「そんなへろへろ弾に当ってたまるかよ！」

　シアは叫んだ。

「同感ですな」

　ヤスダ大佐が涼すずしい顔で言う。

「閣下、数はともかく、敵の練度はたいしたことはないようです」

「反撃だよ！」

　シアは笑って、命令した。

「光子魚雷、発射準備！」

「がってん！」

『朝鳥』の宙雷長は、海賊時代からシアの腹ふく心しんの一人だった男だ。ラアルゴン人にしてはくすんだ色の髪をした男で、名はド・ズール・ボアという。シアとともに惑星連合宇宙軍籍に入り、今は少佐だった。

「発射準備、よし！」

「目標、先頭の戦艦！」

「目標、先頭の戦艦！」

　シアの命令を、忠実に復唱する。

「撃て！」

　三連装二基の旋回式発射管が唸うなり、必殺の94式光子魚雷が発射された。狙ねらい違たがわず、戦艦を直撃する。

「一隻撃沈！」

「当然だよ」

　さして嬉うれしそうな顔も見せず、シアはさらに言った。

「おつぎ！」

　不意に、シアは軽い眩暈めまいを感じた。最初は船酔いかと思ったが、文字通り生まれてからの時間の大半を船の上で過ごした自分が、船酔いなどするはずがない。

　だが、この耐え難がたいほどの嘔おう吐と感かんは──、

『まさか……』

　シアの脳のう裏りに、稲いな妻ずまのように閃ひらめくものがあった。まるっきり身に覚えがないわけでもなかったのだ。

『これって……もしかして』

　認めたくなかった。

『だけど、よりによって、こんなときに……』

　指揮官の不調は、たちどころに戦せん況きように響いた。それほど小さな艦ふねであったし、敵の数は多かった。攻撃命令の遅れた『朝鳥』に、容よう赦しやなく敵のビームが集中する。

　敵には攻撃をためらう理由など、これっぽっちもなかった。

『いけない！』

　咄とつ嗟さにそう思ったシアだが、生まれてこのかた二十四年間、いつも自分の思い通りに動いた体が、この時に限っては言うことを聞いてくれなかった。踏ん張ろうとして、また眩暈がした。彼女の体はブリッジの中央で大きくよろける。ヤスダ大佐が受け止めてくれなかったら、どうなっていたかわからない。

「回頭！」

　指揮官の体を支えつつ、苦労人の副官は叫んだ。こういうときに咄嗟に上司の穴を埋められるところが、彼の有能たる所以ゆえんである。

「『メルバ』の陰に退たい避ひしろ。あのでっかい艦体を楯たてにするんだ！」

　普ふ段だんなら責められてしかるべき命令であったろうが、この際背に腹は代えられなかった。もしそうしていなかったら『朝鳥』は集中砲火を浴びて、シアやヤスダもろとも、宇宙の塵ちりと消えていたところであった。

　危あやういところで『朝鳥』は辛からくも避けた。だがそのぶんの砲撃が『メルバ』に命中する。さすがに巨大な『メルバ』はそのダメージをよく吸収はしたものの、衝撃に艦体は大きく揺れる。

「なにをやっているのだ！」

　ヤマモトは『メルバ』のブリッジで、思わず叫んでいた。

「これでは護衛にならんじゃないか。そもそも護衛すべき艦が、護衛されるべき艦を楯にしてどうする。シア……ハス准じゆん将しようを呼び出せ！」

　ところが通信スクリーンに現れたのは彼女ではなく、ヤスダ大佐のむさ苦しい顔であった。

『奥さんでなくて、すみません』

　開口一番、ヤスダは律りち義ぎに言った。

「そんなことはいい！」

　ヤマモトはつい声を荒げた。

「ハス准将を出せ」

『出られません』

「なに？」

　思わず目を剝むくヤマモト。

「まさか──」

『不意に気を失われまして……』

「どうして？」

『わかりません』

「わかりませんなどという返事があるか！」

　自分は指揮官失格だなあと思いながらも、つい叫んでしまうヤマモトである。

「シアは、いったい……」

「ヤマモト司令」

　見かねてキム中佐が、声をかける。普段は決してこんなことに口をさしはさんだりはしない、彼女がである。

「今はそれよりも、目前の敵が先決です」

「そ、そうだな……」

　ヤマモトはうなずきつつ、手にした手袋で汗を拭ぬぐった。いや、そもそも本当は、こんなところでドンパチなどやっている場合ではないのだ。

「『メルバ』の武器で、攻撃しろ！」

　だが砲艦時代ならいざ知らず、改造された『メルバ』には、武器は申し訳程度にしか搭とう載さいされていない。小口径の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが数門と、あとは対空用の小型ミサイル・機銃の類たぐいだけである。戦艦を相手取って戦える武装ではなかった。

『しかし、なぜ──？』

　ヤマモトの脳のう裏りを、一瞬敵に対する疑惑が過よぎった。

『なぜ『メルバ』の探査任務を妨害する？　ジェーンによって銀河が滅ほろびて、得をする人間はいないはずなのに……』

　だがすぐにその疑問もどこかへ行ってしまった。それどころではなくなったのだ。

「メイン電波望遠鏡、破損！」

「天測室、被ひ弾だん！　ジェーンの情報を、観測できません！」

「むう……」

　なおも被害は累るい々るいと、もたらされた。

「敵艦隊接近、ほとんど無傷です！」

『これまでか……』

　ヤマモトは覚悟を決めた。口にこそ出さなかったのはさすがだが、それで事態が好転するわけではない。無念であった。

「敵の主力に、艦首を向けろ！」

　彼は命令した。

「エンジンを全開！　いつでもぶちかましラミングをかけられるようにしておけ」

「か、閣かつ下か……」

　グエン少佐が驚いたように、ヤマモトを見た。

「そうだ」

　むしろさっぱりとした表情で、ヤマモトはうなずいてみせた。

「すまんな。俺おれはタイラー提てい督とくほど有能でも、神がかりでもなくて……」

「いえ……」

　グエンは激しく首を振った。

「お供ともします」

　が、その覚悟は、不意に起こった予期せぬ出来事によって、無用のものとなってしまった。

　敵艦隊が、次々と爆発したのだ。

「なんだ？」

　ヤマモトは叫びつつ、自分はつくづく無能だなあと痛つう感かんさせられていた。『メルバ』に乗って以来、驚いてばかりいる。これでは自分を探査隊の司令に任命した、タイラーに会わせる顔がない。

「援軍です！」

　きわめて適切な言葉で、キム中佐は事実のみを短く言った。いや、言葉は適切だが、この場合用法は必ずしも適切ではなかったかも知れない。新たに現れた勢力は、味方とは必ずしも限らず、ただ単に〝敵の敵〟というだけかも知れないのだ。

「援軍だと？」

　またしてもヤマモトは、混乱してしまった。

「正体不明の敵の次は、正体不明の援軍か？」

　だが、それに関しては長く迷う必要はなかった。たちまち敵を駆く逐ちくしてしまった〝援軍〟は、自分から正体を明らかにしたからだ。

　戦艦と巡洋艦、併あわせて百隻あまりの小艦隊であった。だがそもそも、こんな何もないはずの辺へん境きようの辺境の、そのまたはずれの宙ちゆう域いきに、これだけの艦がいること自体がおかしいのだ。

「援軍が、交信を求めています」

　キム中佐が言った。

「出よう」

　ヤマモトは短く言った。どういう理由かは知らぬが助けられたのだ。そのくらいの礼はあってしかるべきだろう。

『危あぶなかったな』

　若い、力に溢あふれた声がまず『メルバ』のブリッジに流れ、いくらか遅れてその顔がスクリーンに映し出された。声に恥じない、堂々たる偉い丈じよう夫ふである。

『貴艦の通信を傍ぼう受じゆしてな。お節介とは思ったが、たまたま手元に艦隊がいたのでおっとり刀で駆けつけたというわけだ。お久しぶりだな、ヤマモト提督、私を覚えているか？』

「お節介などとは、とんでもない！」

　ほっとした表情と軽い驚きとが、ヤマモトの顔にはあった。

「おかげで助かったよ、ティン・シュン殿」

『銀河で三番目に偉大な提督に、名前を覚えていただいたとは光栄だな』

　あながちお世せ辞じでもなさそうに、かつてのイザリア辺境伯、アシュラン三兄弟の末まつ子しティン・シュンは言った。もっとも二人の兄はすでに鬼き籍せきに入っている。

『それにしてもこんな辺境で、貴き公こうに逢あおうとは……』

「自分も意外ですよ」

　ヤマモトは素す直なおに驚いてみせた。驚きついでだ。

「懐なつかしいですな。伯はく爵しやく殿どのには、お元気でなにより」

『元気なだけだ』

　三次元スクリーンの中で、シュンは寂さびしげに微笑ほほえんでみせた。

『ルウ兄あに貴きもラオ兄貴もアシュランの名に相応ふさわしく立りつ派ぱに戦って死んだというのに、この俺おれだけが、こんな宇宙のはずれで無ぶ聊りようをかこっている。情けないよ。いっそ俺も死ねばよかったかな……』

「何をおっしゃる」

　ヤマモトはけっこう親身になって、彼の心にもないぼやきを否定した。

「いまや伯爵はアシュランの最後の一人。もしものことがあっては二人の兄君も悲しみましょう。それに、誰だれよりも皇こう帝てい陛へい下かが……」

『そう言ってくださるか』

　シュンは感激して言った。

『貴公とはかつて敵同士だったが、思わぬところで知ち己きを得られて俺は嬉うれしい……』

「伯爵……」

『こんな辺境の地に流されて、それでも自分の領土を侵おかされるというのは気持ちがいいものではないな。砲声を聞いた途と端たん、昔の血が騒ぐとみえて、ついしゃしゃり出て来てしまった』

「おかげで助かりました。ときに伯爵」

『なにか』

「あの敵ですが」

『うむ』

　シュンの顔が引き締まった。さすがに彼も武ぶ門もんの家に生まれた丈夫ますらおである。

「心当たりがおありか」

『ない』

　シュンは即座に言い切った。

『こちらが聞きたいくらいでな』

「やはり……」

『銀河の危機のことは、聞いているよ』

　眉まゆを曇らせ、シュンは言う。

『微力ながら俺も、何かの役に立ちたい。そう思っていた。とにかく、ここは暇ひまでなあ。さっきの戦いで、ひさびさに昔を思い出していたところだ』

「それは」

　ヤマモトにとっては、心強いことであった。

「伯爵の力をお貸し願えるのでしたら……」

『銀河がなくなって困るのは、惑星連合も、ラアルゴンも同じだ。アシュランとて例外ではないぞ。たとえ、いまや俺一人のアシュランでもな……』

「お察し致いたします」

『同情はいい。だがそれだけに、さっきの連中の行動は気になるところだ』

「こちらが重要な任務を帯おびた艦だということを、知らなかったのかも知れません」

『そんなはずはない』

　シュンは強く否定した。

『自分の領地でこんなことを言うのもなんだが、ここはなんの価値もない宙ちゆう域いきなのだ。そんなところに、あれだけの艦隊が無目的に徘はい徊かいしているはずがない。海かい賊ぞくでも、もっと実入りのいい宙域をうろついているよ』

「確かに……」

『彼らは故こ意いに、貴き公こうらを襲ったのだ。ジェーンの脅きよう威いに、備そなえるための探査目的の艦と知ってな』

「ゆゆしき事態ですな」

『ところでな』

　そこで話題を変え、いくらか笑顔にもなって、シュンは言った。

『アザリンは、元気か？』

「陛下ですか」

『ああ、なにしろしばらく、顔も見ておらんのだからな』

「御心配めさるな、伯爵」

　ヤマモトは言った。

「皇帝陛下には、相変わらずお元気でいらっしゃる。一段と美しくなられた」

　イサムとのことは、言わないほうが無ぶ難なんだなと、ヤマモトは思った。

『そうか』

　それを聞いて安あん堵どしたかのように、シュンの顔が明るくなる。

『では俺も、銀河を救きゆう済さいするための戦いに加えていただこう』

「心強いことです」

『アザリンは俺を、許してくれるだろうか』

「許すもなにも」

　ヤマモトは言った。

「お喜こびになるでしょう」

『だといいがな。とにかく、不ふ貞ていの輩やからがいる以上、任にん務む遂すい行こうのため、そうした勢力は俺が極きよく力りよく排除しよう。それ以外に俺に勤まることがあるとも思えぬ』

「感謝のきわみ」

『さしあたって、そのへんの基地まで俺が護ご衛えいしてやろう。見たところ、相当手ひどくやられておるようなのでな』

「助かります。肝かん心じんの観測機器をやられてしまいました。応急修理の可能な宙域までお願い致します」

『まかせておけ』

　しかしヤマモトは心は暗あん澹たんたるものであった。貴き重ちような時間を、かなりロスしてしまった。部下たちが見ている前でなかったら舌打ちしたい気分だ。

　さらに、それ以上に彼を混乱させる報告が『朝あさ鳥とり』からもたらされた。

『ヤマモトくん』

　シュンに代わり、スクリーンに現れた顔は、サングラスにも似た義ぎ眼がんの男であった。

「ドクター」

『奥さんの体調が思わしくない理由がわかったよ』

　軍医少将ヒデサブロー・キタグチは、その義眼を光らせ、白い歯を見せて言った。何か企たくらんでいるかのような表情だ。

『なんのことはない。きわめて明快な理由だ』

「よくないのですか？」

　不安そうに、ヤマモトは言った。

「まさか、病気とか……」

『そんなことはない！』

　付き合いの長いドクターは、言げん下かに否定した。

『むしろ、めでたい！』

「ま──」

　ヤマモトは一瞬いやな予感がしたが、それはすぐに驚きにとって代わられた。

「まさか！」

『おめでとうヤマモトくん』

　ニヤッと笑いながら、ドクターはひやかした。

『タイラー大統領に続いて、君もパパだ。銀河がこんなときでなんだが、苦労したまえ。もっとも、その甲か斐いはあるだろうがね。妊娠三か月だよ』

「や！」

　ヤマモトは一瞬、我われを忘れた。部下たちの前だということも、自分に与えられた任務も、銀河の危機すら忘れて、彼は『メルバ』のブリッジで飛び上がったのだった。

「やった！」

　あるいはそれは、重責に抑よく圧あつされた、彼の人間性の爆発だったのかも知れない。さほどにヤマモトは狂喜した。

「でかしたぞ、シア！　絶対男の子だ、ヤマモト家の跡あと取とりだ。武ぶ門もんの誉ほまれだ！」

　叫びつつまろびつつ、彼の叫びは、『メルバ』のブリッジに谺こだました。










　第三章　皇こう帝てい陛へい下か暗あん殺さつ指し令れい




「それで、『メルバ』は攻撃を受け、探査装置破損のため、やむなく辺境惑星フォークトに寄き港こうしたと申すか」

「さように」

　名誉皇帝ルッチナ一世の言葉に、官房長官ル・バラバ・ドムは畏かしこまってうなずく。

「で、敵の正体は？」

「それが皆かい目もく、わかりませぬ」

「許せんな」

　御おん年とし17歳の皇帝陛下は眦まなじりを決して怒りの表情をあらわにした。この皇帝は怒ったとき、もっともチャーミングな表情になるというのが後のち々のち歴史上の通説のようになってしまうが、あながち根こん拠きよのない俗説でもない。このときがまさしくそうだった。

「そうでなくてもこの銀河未み曾ぞ有うの危機に、計画を妨害するとは……。まさに亡ぼう国こくの業わざ。そればかりではないぞ。統合政府に貸たい与よしたとはいえ、『メルバ』はもともと歴れつきとしたラアルゴン籍の軍艦。しかも、過日アルタイル宙ちゆう域いきの会戦では、朕ちんの旗き艦かんともなった由ゆい緒しよある艦ふねじゃ。その『メルバ』を傷つけられたるは、ラアルゴン皇帝の威い信しんが傷つけられたも同じ。かかる暴ぼう挙きよ、断じて許すわけにはいかぬ。ああ口くち惜おしや！」

「お腹立ちはもっともですが……」

　ドムは畏かしこまった姿勢のままで進言する。

「『メルバ』を襲い、陛下の御名を汚けがしたるは確かに許し難がたき暴挙。されど今は銀河存そん亡ぼうの掛かった火急の時勢とき。畏おそれながら陛下、今は徒いたずらに敵の正体を暴あばくことに血ち道みちを上げるよりも、ジェーンへの対策に御ご専せん念ねんあられたい」

「そうであったな」

　皇帝陛下は不意に、柔にゆう和わな顔になってうなずく。

「よく諫いさめてくれた、ドム。されど、いずれにせよ、身に降る火の粉は払わねばならぬ道理」

　アザリンは再び眉まゆを吊つり上げた。

「彼奴きやつらが探査艦を襲い、ジェーンの観測を邪じや魔まだてしようとするなら、こちらは叩たたき潰つぶすのみ。そうでなければ、かりそめにも銀河万ばん民みんの象徴たる皇帝の大義が立たぬわ」

「御ぎよ意い」

　以前とは、「銀河万民の上に冠かんたる皇帝」が「銀河万民の象徴たる皇帝」に変わっただけだという説もあるが、彼女の怒りはまぎれもない公こう憤ふんであった。

「次に『メルバ』が探査に向かうときは」

　意を決して、アザリンは言った。

「朕自みずから、『クワトローメ』で護衛に立つ！」

「陛下……」

　ドムは思わず、そのクリムゾンの瞳で敬愛する主君を見上げた。

「それはあまりにも危険にございますれば……」

「なにが危険だ！」

　アザリンは激げつ昂こうした。

「銀河が滅ほろぼうかというときに、皇帝は御み簾すの中でじっとしておればよいとでも申すのか？　朕とて人間、命は惜しい。惜しいがしかし、銀河の民たみ草くさが悉ことごとく滅んでまで、一人生きていようとは思わぬ！　逆に朕一人の犠牲が万民を救えるものならば……」

「陛下──！」

「それが皇帝というものではないか。のう、ドム」

「その通りでございます」

　負うた子に教えられたる想いで、ドムは頭こうべを垂たれた。これほど臣しん下かの忠ちゆう誠せいに値する君主は、かつて銀河の歴史上、絶無ではないにせよ稀け有うであるには違いない。

「さすれば」

　ドムは面おもてを上げた。その双そう眸ぼうがただならぬ決意に燃えている。

「陛下にそこまでの御覚悟があるならば、もはや止めだては致しませぬ」

「うむ」

「その代わり──」

「なんじゃ」

「陛下御自らが出撃される暁あかつきには、このル・バラバ・ドム、一艦隊司令官として陛下の露つゆ払はらいを務める所しよ存ぞん、お許し願いたい。臣が命に代えましても、陛下を御守りする覚悟」

「ドム……」

　アザリンの紅こう玉ぎよくの瞳に、一瞬熱いものが浮かんだが、

「よくぞ申した！」

　と、すぐに皇帝の表情に戻って言ったのだった。

「やはりそちは、官房長官などという責に就ついて書類を相手にするよりは、宇宙艦隊の司令官にこそ相応ふさわしい逸いつ材ざいよな」

「仰おおせの通り」

　ドムは口元にあの不敵な笑みを浮かべ、敢あえて否定しようともしない。

「もしも末将やつがれめに、一個艦隊を御預け願えるのであれば……」

「申すまでもない」

　アザリンは破は顔がん一いつ笑しよう、

「頼りにしておるぞ、ドム」

「ははっ！」

　不意に、宮きゆう廷ていを揺るがす大音響が巻き起こったのは、そのときである。

「すわ──！」

「何事じゃ？」

　アザリンとドムとが、同時に叫んだ。振動は余震を孕はらんで、なおも腹の底から響くように続く。

「御ご注ちゆう進しん！」

　廷てい臣しん数名が、転ぶように玉ぎよく座ざの間まに駆け込んできた。

「一大事にござる！」

「地震か？」

　アザリンが訊きいた。

「それとも母なる緋あかき太陽、ＡＲＡ─[image: ]の影響が、またも地殻変動を引き起こしたのか？」

　ラアルゴン母星であるラムザンの主星ＡＲＡ─[image: ]は、末期の赤せき色しよく巨きよ星せい。星としての寿じゆ命みように達し、その表面温度はきわめて不安定である。巨大なプロミネンスをひとつ吹き上げるたびに、周囲を巡めぐる諸しよ惑わく星せいは多大な変動に見舞われる。

「違いまする」

　廷臣の一人が、汗をかきながら否定した。日頃滅めつ多たなことでは走ったりしない運動不足の廷臣たちが汗だくになっている。よほど逼ひつ迫ぱくした事態なのだろう。

「軍港が……。親衛艦隊のドックが……」

「なに！」

　ドムが一瞬、血けつ相そうを変えた。

「どうしたのだ？」

「何者かに、爆破されてございます」

「なにっ！」

　あってはならぬ事態であった。

「まことか？」

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで詰め寄る。気の弱い人間ならショック死しかねないほどの表情である。

「か、かようなことを戯たわむれでは申せませぬ」

「本当ならなお悪い」

　ドムは矢も楯たてもたまらぬ様子で、

「それで、艦隊は、陛へい下かの親衛艦隊は？」

　と、なおも詰め寄る。

「は……はい」

　廷臣は畏い怖ふして、

「爆発は同時に数箇所で起こりますれば、艦の弾火薬庫に引いん火かして、目も当てられぬ惨さん状じよう。一瞬にして戦艦数十隻が灰かい燼じんに帰きし、なお延焼中にございまする。燃える戦艦、巡じゆん洋よう艦かんになお誘ゆう爆ばくの恐れあれば、臣しん下か必死の消火活動さえままならぬ有あり様さま……」

「もうよい！」

　ドムは思わずその廷臣の体を突き飛ばした。

「口を動かす間には手を動かせ。ラアルゴンの魂たましいを忘れたか。その小こ賢ざかしい舌を引っこ抜いてやるぞ」

　重いマントを脱ぎ捨て、動きにくい官房長官の衣装をはしょると、もうその体は駆け出している。

「火か急きゆうの用なれば陛下にはこれにて御ご免めん！　案あ内ないいたせ。被害を最小限に食い止めるのだ！　陛下の艦隊、これ以上燃やしてはならぬ！」

　さながら自分がジェーンにでもなったかのような勢いである。後には皇帝陛下と、泡を食った数名の廷臣が残った。

「変わらぬな、ドムも……」

　アザリンは微かすかに微笑ほほえんだようにも見えたが、すぐに険けわしい表情に戻る。

「朕ちんがまだまだ頼りないものだから、あの者にも苦労をかける」

　そして、伝えることを伝えてしまったら、あとは動こうともしない廷臣たちのほうを向き直った。

「なにをしておる、そちら！」

　厳きびしい表情で一いつ喝かつする。その声にはまごうかたなき皇帝の威い厳げんがあった。

「こんなところでぐずぐずしておらず、ドムの消火を手伝わぬか！」

　だが、相変わらず動こうとはしない、廷臣たちである。

「そちら──」

　怒ろうとした矢先、フードを被かぶったその表情の、ただならぬに気がついた。

「うぬら、何なに奴やつじゃ！」

　厳しく誰すい何かする。

「陛下！」

　先頭の廷臣、いや、廷臣を装よそおった曲くせ者ものが言った。その長衣の袖そでの下からは、ラアルゴン独特の、先のカーブした短刀が覗のぞいている。

「御命頂ちよう戴だいつかまつる！」

　短刀が閃ひらめいた。

　あとは物も言わずに、五つの影が皇帝めがけて殺さつ到とうする。

　もしアザリンが並の反射神経しか持ち合わせぬ少女であったら、ラアルゴン皇家の血筋は、彼女の代をもって絶えていたことであろう。だが、彼女は俊しゆん敏びんなことにかけては惑星スルシュの雪虎メーザにもひけは取らなかった。加えて幼少の砌みぎりより、今は亡なき宮廷武官ユッター・ド・ロナワーから、基本的な武術の技わざは叩たたき込まれている。さらには先年、アシュラン戦役の折り、皇帝手ずからラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオを殪たおしてもいるのだ。ラオは名にし負う手て練だれ。いずれにせよ彼女の武ぶ名めいは、そこいらの兵士を軽く凌りよう駕がするものであった。歴代皇帝の中では、もしかしたら最強かも知れない。

　暗殺者たちの短刀は、わずかに彼女のマントを数センチだけ切り裂いたにとどまった。それでも彼女にとっては十分、

「無礼な！」

　であろう。獅し子しを怒らせた報いは熾し烈れつだった。たとえ仔獅子であろうと、牝獅子であろうと、ライオンはライオンなのである。そこらの豺やま狼いぬ風ふ情ぜいとは、風格からして違うのだ。先頭にいた刺し客かくが、鼻柱を押さえてのけぞった。アザリンの手にした錫しやく杖じように、したたかに顔面を強打されたのである。

　襲撃者たちは予期せぬ反撃に一瞬たじろいだが、すぐに態勢を立て直した。

「怯ひるむな！」

　リーダー格の男が叫ぶ。

「一ひと太た刀ち浴びせればよいのだ。ただ一太刀で事は足りる！」

「図に乗るな、下げ郎ろう！」

　アザリンは威厳をもって一いつ喝かつした。

「うぬらの手にかかる皇帝ではない！」

「ほざけ！」

　再び刃物の群が殺到した。アザリンの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。この戦法はまさに、ラアルゴンの間に旧ふるくより伝わるという、暗殺教団のやり口そのままであった。

「シード教……」

　アザリンの口から、思わず禁断の言葉が漏もれた。幾いく許ばくかの恐怖とともに──。

「うぬら、ゴザ一世の御み世よに滅ほろびし地の民マシユマールの一派か……」

　それには答えず、短刀を構えたまま横一列に並び、五人の刺客は一いつ斉せいに突きかかった。どんな剣技の達人でも、これは防ぎようがない。一人か、せいぜい二人を斬きり伏せる間に、無防備な横腹を匕首あいくちの前に晒さらすことになる。

　アザリンの俊敏さは、またしても彼女の命を救った。

　無ぶ礼れいな相手にわざわざ斬り結ぼうとはせず、そのまま宮廷の床ゆかに転がったのだ。仔猫のような、と言うよりは仔猫そのものの身のこなしであった。しかも行きがけの駄だ賃ちんに錫杖が、一人の男の短刀を持つ手をしたたかに殴なぐりつけている。

　一瞬、男の手を離れ宙に舞った短剣は、男自身の腕を傷つけている。

「自じ業ごう自じ得とくよな」

　まだ余裕をもって、アザリンは言った。

「早く戻って手当てをいたせ。さすれば今こ度たびだけは、皇帝を襲った大たい逆ぎやく罪ざい、大目に見てやろう」

　だが、その余裕も、長くは続かなかった。

　アザリンの目はくわっとばかりに見開かれた。我の刃やいばで我が腕を傷つけた刺客が、不意に腕を押さえ、その場にうずくまったのだ。普通なら、かすり傷である。それが、苦く悶もんの表情を浮かべるなり、たちまちその場に崩くずれ落ちた。

「う──！」

　皇帝は思わず目を背そむけた。死体の惨さん状じようが、それだけ尋じん常じようではなかったのだ。顔は青黒く変色し、その口からは夥おびただしい量のどす黒い血とともに、ナマコのように膨ふくれ上がった紫色の舌がベロンと飛び出していた。緑色に濁にごった眼球が裏返り、断だん末まつ魔まの並なみ大たい抵ていではない激しさを伝えている。その死体からはアーモンドにも似た刺激臭が、ツンと鼻を突いた。

「なるほど……」

　ようやくにして呼吸を整え、アザリンは王者の笑みを浮かべた。その笑顔にしかし、さきほどまでの余裕はない。ただ、心から相手を軽けい蔑べつする表情いろだけが、烈はげしい。

「鴆ちん毒どくとはな。いかにも異端の暗殺教に相応ふさわしい武器よな」

「さすがに陛へい下かは皇帝の中の皇帝でいらっしゃる」

　仲間の死には目もくれず、リーダー格の男は言った。

「この期ごに及んでもその洞察力、感服つかまつった。いかにも我らが刃に塗られたるは惑星モルガーナの毒鳥フツァールの羽より採れし猛毒。ただ、一筋皮膚を傷つけただけで御ご覧らんの通り。この刃が、陛下の玉肌を傷つけたとき、どういうことが起こりまするかな？　まさか皇帝に、毒は効きかぬとおっしゃられるか。試してみるも一いつ興きよう……」

「…………」

　さすがのアザリンの額ひたいにも玉のような汗が滲にじむ。錫杖を構え、じりっと後退する。

　だが、すぐに退路はなくなった。壁を背にする利点は、この相手に限ってはない。それ以上に武器のハンデが大きすぎた。こちらはただ錫杖だけが頼りだというのに、向こうはかすり傷でもこちらを斃たおせるのである。

　かつて、これ以上の生命の危機に見舞われたことは、彼女の生涯においてない。まさしく絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいであった。

「おいたわしや皇帝陛下」

　憐あわれむようにリーダー格の男が言った。

「その、肌も露あらわな皇帝の衣装が、仇あだとなりましたな」

　アザリンは答えず、ただ錫杖を水平に構える。確かに露出部分の多い衣装は、毒塗りの匕首あいくちに対して無防備に過ぎた。アザリンはこの時ほど、自らのコスチュームをデザインした宮廷仕立師のツ・ヅキのセンスをうらめしく思ったことはなかった。

「御ご立りつ派ぱです。だがそろそろ覚悟めされよ。せめてもの情け、毒で苦しむ間もないように、一撃で心の臓を抉えぐって御覧にいれる」

「なんの！」

　アザリンは叫んだ。

「言ったであろう、うぬらの手にかかる皇帝ではないと」

「なに──」

「いざとなれば隠し持ったる母の形見の短剣で、自らの喉のどを突いて果てるまでのこと。間ま違ちがってもうぬら逆い賊ぬの手にかかっては死なぬ！」

「なんと気丈なことよ！」

「た──！」

　敵が一瞬気を吞のまれた間かん隙げきを突いて、アザリンは跳とんだ。錫杖を支点に、棒高跳びの要領で軽々と、刺客たちの頭上を躍おどり越えたのだ。

「な──！」

　これにはさすがの刺客たちも度ど肝ぎもを抜かれた。幼少の頃より〝お転婆アザリン〟と呼ばれた少女皇帝の、面めん目もく躍やく如じよであった。

「のれ！」

　刺客の群が、一いつ斉せいに振り向く。

「しくじるな。今度こそ！」

　だがその時遅くかの時早く──、

「陛下～！」

　間かん一いつ髪ぱつ、まさしく絶妙のタイミングで助っ人が馳はせ参じる。

「おう、ドムか！」

　振り向いた皇帝陛下の笑顔が眩まぶしい。

「ちっ！」

　一瞬、舌打ちした刺客であったが、すぐに気を取り直して短剣を構えた。

「なればかえって好都合。邪じや魔ま立てする官房長官もろとも、地獄に送ってくれん！」

　が──！

　皇帝陛下以上に、ル・バラバ・ドムは強かった。

　一万隻の艦隊を率ひきいて、戦うだけの漢おとこではない。剣けん技ぎはおろか素す手ででの格闘においても、彼の戦士としての能力は卓たく抜ばつしていた。

　四対一も、だから苦にはならない。単に数の上だけなら、これに数倍する不利な条件での決闘にも、勝利した経験が彼にはある。しかも決闘の相手は悉ことごとく、アードラの闘神の生いけ贄にえに捧げてきたのだ。まして今は陛下をお救いするため。命など端はなから惜しくはなかった。

　火事場から急を聞いて取って返したドムは、身に寸すん鉄てつすら帯びてはいない。だが陛下を想う鋼はがねの忠誠心があれば、それでじゅうぶんであった。

　激突するや最初の蹴けりが、相手を壁かべ際ぎわまで吹き飛ばしていた。ドムの長身にして鍛きたえ抜かれた体、全ぜん力りよく疾しつ走そうの突進力、それに怒りまでが加わったのだ。たまったものではなかった。蹴りをくらった男は反動で石の壁に頭から激突し、そのままずるずると崩くずれ落ちる。

「おのれ！」

　残る三人の刺し客かくは、皇帝陛下そっちのけで三方向からドムを取り囲んだ。しかしこれこそむしろ、ドムの望むところであった。

「陛下！」

　彼は叫んだ。

「お逃げあれ！　この場は臣が！」

「気をつけろ、ドム！」

　だが、おめおめと部下を見捨てて逃げるアザリンでもない。

「そいつらの剣は──」

　叫ぶより早く、刺客の一人が躍りかかっている。間一髪でドムは避けた。ゆったりとしたローブのような官房長官の制服が、切られて裂ける。

「ドム！」

　我がことのように、否いな、自分のことよりも真剣に、皇帝陛下は叫んだ。

「待っておれ！」

　次の瞬間──、

　皇帝は、自らの玉ぎよく座ざに就ついた。

　事態を傍ぼう観かんするためではない。

　左手が、玉座の肘ひじ掛かけにあるスイッチを押した。

「勅ちよく写しや！」

　アザリンの体が玉座ごと、ぐるんと一回転する。

　そして、もとの位置に戻ったとき、その御身はもはや生身ではなく、金こん色じきに輝く皇帝の鎧よろいを纏まとっていた。

　これぞ伝でん家かの宝刀、アザリン専用汎用強化戦闘服、通称カイザースーツである。

「カイザースピア！」

　アザリンが叫ぶなり、カイザースーツの右腕から、光の投げ槍やりが伸びた。

　それを、刺客めがけて投げつける。

「ぐぎ！」

　光の箭やに、刺客の一人は体を貫かれ、石造りの床に串刺しにされた。

　戦車の装甲さえ貫く近接戦闘兵器のカイザースピアである。生身の人間などひとたまりもあろうはずがない。

「ドム！」

　アザリンが叫んだ。同時に円筒状の物を、彼に向けて放っている。

「これを使え！」

「有り難がたき恩おん賜し！」

　ドムはその円筒を空中で受け取った。瞬時にして光の刃が伸びる。光斬剣ビームソードなのだ。

「だ──！」

　たったの一太刀で、刺客の胴は両断されている。命を失ったふたつの塊かたまりは、あらぬ角度で床の上に転がった。血さえ一滴も流れない。気合いからして違うのだ。

　残るは、一人──。

「のれえ！」

　咄とつ嗟さに匕首あいくちを閃ひらめかそうとするが、ドムの剣はそれよりもさらに速かった。

「遅い──！」

　寸断された手首から先が、毒剣を握ったまま、床の上に落ちた。

「うぐ！」

　炭化した腕の切り口を抱え、苦く悶もんの表情で後じさる刺客。だが、先程アザリンを追い詰めた壁が、今度は彼の退路をも断った。

「ほう」

　ドムは余裕の表情で、床に転がった、たったいま彼が斬きり落したばかりの刺客の腕から、短剣をもぎ取った。さも興味深そうに、それを弄もてあそぶ。

「これが鴆ちん毒どくとやらを塗った剣か。陛へい下かの命を奪おうとした……」

　その反そり返った切っ先を、刺客の首筋に近づける。

「う──」

　さしも冷徹な刺客の表情が、一瞬蒼あおざめた。これで殺やられるとよほど苦しいらしい。

「さあ言え！」

　油ゆ断だんなく、容よう赦しやはさらになく、ル・バラバ・ドムは詰め寄った。

「誰だれに命令された。言えば、罪一等を減じて、名誉ある斬ざん首しゆ刑けいを与えてやろう。言わぬならひとおもいにこの匕首で……」

「く……」

　男は一瞬恐怖したかのようであったが、すぐに覚悟を決めた。

「シ……」

　奥歯を嚙かみしめる。ガチッと鈍にぶい音がして、男の表情は一瞬、恍こう惚こつとしたものになった。

「シードの神に栄光あれ！」

「しまったっ！」

　ドムは叫んだが、もう遅い。男はたちまち絶息した。おそらく万が一失敗した場合秘密が漏もれるのを恐れて、奥歯にも毒を仕込んでいたのであろう。崩くずれるように倒れた男の顔が、たちまち変色する。

　結局、五人の刺客は一人も秘密を漏らすことはなかった。ドムによって蹴けり飛ばされた一人も、壁に激突した際、頸けい骨こつを折って果てていたのである。

「陛下、お怪け我がは？」

「朕ちんは大だい丈じよう夫ぶだ」

　カイザースーツのヘルメットを脱ぎ、笑顔を浮かべてアザリンは言った。

「そちのほうこそ大丈夫か？」

「勿もつ体たいない御言葉。これこの通り……」

　破れた裾を、ぶらぶらさせてみせる。

　単に君主と臣下との仲を超えた、愛想笑いではない笑顔が交わされた。

「危あぶないところでしたな」

「なに、来てくれると信じていた」

「面目ない。逆に窮きゆう地ちを、救われました」

「朕も救われた。気持ちよく、貸し借りは無しだ」

「それより、手掛かりが切れてしまいましたが……」

「よい。今こ度たびは二人とも命があっただけでも儲もうけものだ。なに、こやつらの陰で動いておる奴やつに関しては、まんざら手掛かりがないわけでもない。それよりドム」

「は……」

「言葉だけではない、忠誠心を見せてもらったぞ。さきほどのそちの弁、偽いつわりではなかったな」

「重ねがさねも有り難がたき御言葉、されど陛下」

「なんじゃ」

「臣は口くち惜おしゅうござる。なにゆえ臣の忠誠心をお疑いなさる。この命、もとより陛下のものと……」

「も、もうよいドム」

　アザリンは慌あわてて、ドムの言葉を遮さえぎった。

「そうであった。戯たわむれとはいえ、そちの忠誠を疑ったりしてすまなんだな」

「滅めつ相そうもございませぬ……」

　ドムは畏かしこまった。

「陛下は我が命……」

「ところでドム」

「は……」

「軍港のほうは、どうじゃ」

「はい」

　ドムの表情が一瞬曇ったのは、演技ではない。

「直ただちに消火に努つとめますれば、幸いにして被害は最小限に食い止めてございます。されど……」

「されど？」

「被害甚じん大だい。ドックにあった軍艦のうち、被害を免まぬかれ稼働状態にあるは、わずかに全体の四分の一、数にして三百隻ほどかと」

「三百隻……か」

　アザリンはため息をついた。考えようによってはこちらのほうがよほど痛い。

「一隻でも軍艦が欲しい、この火急の時期になあ……」

「面めん目もく次し第だいもございません」

「よい。嘆なげいてみたとて、せんかたのないことじゃ。過ぎたことは過ぎたこと、いまさら悔くやんでみたところで取り返しはつかぬ」

「ははっ！」

「それより、ものの見事にやられたものよな」

「まったくです」

「ドックを狙ねらって艦隊を使えなくし、しかもそれを陽動作戦にして朕ちんが命を狙うとは……。不届き千万なれど、見事な作戦ではないか」

「まったくです……と申しては語ご弊へいもございましょうが、確かに仰おおせの通り」

「少なくとも、作戦の一端は達成したわけだな。そちのはたらきがなければ朕もやられておった。今頃連中の首しゆ魁かいは、どこぞでほくそ笑んでおろうよ」

「陛下……」

「ん？」

「その、陛下を襲った刺し客かくの元もと締じめは？」

「うん」

　アザリンはその聡明な瞳でこくんとうなずき、

「先程の、奴やつらの最後の言葉にもあったであろう」

「シードの神と……」

「うむ。おそらく、シード教徒じゃ」

「シード教徒！」

　ドムの表情が凍こおりついた。

「あの異端の」

「そうじゃ」

「ですが」

　端正な眉まゆが疑問符を描く。

「奴らは確か、三百年も前、ゴザ一世の御世に撲ぼく滅めつされたはず」

「表向きはな」

「と、おっしゃると……」

「以後、弾圧されて地下に潜もぐった。そう考えるのが自然であろうが」

「なるほど……」

　まったくこの聡明な陛下には教えられることばかりだと、ドムは思う。この陛下のためなら、命を懸かけるも、惜おしくはない。

「おそらく」

　アザリンは言った。

「地下に潜った蟲むしどもが、暗黒の世が近いのを知って、再び地上に出て来たのであろう」

「では……」

　ドムの背筋を、冷たいものが流れる。

「あのジェーンの接近と、関係があるのでしょうか？」

「わからぬ」

　アザリンはそれには、そっけなく言って、

「だが、いずれにせよ一大事であることには変わりがない。そうでなくても銀ぎん河が存そん亡ぼうを掛かけたこの時期に、ますます手を煩わずらわされることになりそうだな」

「いずれにせよこのこと」

　ドムは陛下の目を見て、言った。

「タイラー大統領には知らせますか？」

「いや」

　アザリンは軽く首を振り、微笑ほほえみながら言った。

「そうでなくとも多忙なタイラー、これ以上負担はかけられぬ。このことは朕ちんと、ドム、そちの間でのみ胸に留とめ置くのじゃ。もとを正せばラアルゴンの問題。ラアルゴンだけで処理せねばなるまい」

「心得ました」

　畏かしこまるドム。

「では」

　再び顔を上げ、陛下を見る。

「イサム殿には？」

「イサムか……」

　一瞬、アザリンの頰ほおが紅こう潮ちようしたのを、ドムは見み逃のがさなかった。

「フォーマルハウト侯こうイサム・フジ准じゆん将しようは陛下の婚約者、地球人とはいえ、知らせるべきかと存じます」

「そうよな……」

　桜色の唇くちびるが、一瞬微妙なカーブを描いた。

「朕の側そばに、いて欲しくはある。かえって足手まといではあろうがな……」

「それは構いませぬ」

　ドムは聞きようによっては不ふ遜そんとも思える言葉を吐いた。

「一人を護衛するも、二人を護衛するも同じこと。イサム殿が、陛下の心の支えになるなら……」

「そちに任まかせる、ドム」

「御意」

　心得て、ドムは一いつ旦たん奥へ退さがった。

　死体を片付け、検分を終り、アザリンはようやくに人心地ついた。カイザースーツを脱ぎ、どっと疲れた表情で玉ぎよく座ざにもたれかかる。

「シード教か……」

　思わず暗あん澹たんたる表情でひとりごつ。

「また厄やつ介かいなものが……」

　しかし、長くは寛くつろげなかった。一時間もせぬうちに、提てい督とくの衣装に着替えたル・バラバ・ドムが現れて告げたのであった。

「タイラー大統領より密使が参まいりました」

「そうか」

「対ジェーンの、作戦説明会の日取りが決まりますれば」

　報告するドム。やはりこの男には文官よりも、武官の服装のほうがはるかにフィットして見える。

「いよいよか。思いの外ほか、早かったではないか」

「夜を日に継ついでの作戦会議の成果でござろう」

「タイラーも、御苦労なことよな。あの生来の怠なまけ者が……」

「そのぶん、働くときにはまとめて働く御ご仁じんでござれば」

「では」

　アザリンは笑って、

「ジェーンの奇き禍かが拭ぬぐわれでもしたら、あとは一生、寝て暮らすつもりであろうか」

「そうさせてやっても、宜よろしいかと」

　ドムも笑って言った。

「なにしろ今回の、彼の働きぶりは……」

「わかっておる。みなまで申すな。もとより朕ちんはそのつもり。一諸侯に封ほうじて、一生安あん泰たいに暮らせるようにしてやるもよし、あやつが望むなら市し井せいの一庶民として暮らすもよし、すべては望みのままにしてやろうと思う」

「おそらく」

　ドムは言った。

「タイラーは、後者を望むでしょうな」

「なにせい」

　皇帝は言った。

「パコパコとは、一生よき友人でいたいもの」

　それがどうやら、陛下の本ほん音ねのようであった。

　ドムは微笑ほほえんで、うなずきを返す。

「とにかくだ」

　皇帝の表情に戻り、ルッチナ一世陛下は言った。

「こちらも勅使を出せ。作戦説明会議には、朕自みずから出席するとその旨むね」

「はっ、しかと！」

「御ご注ちゆう進しん！」

　そこへ今度は正しよう真しん正しよう銘めい、本物の廷臣がやって来た。

「またか」

　アザリンは苦笑する。

「今日はやたらと、注進の多い日だな」

「陛へい下か、笑っておられる場合ではございませぬぞ」

　血けつ相そう変えて言ったのは、八座ならぬ二十四座の参議の筆頭、丞じよう相しよう（大臣）ペトロ・デ・ニムである。

「銀河辺境で、叛はん乱らんにてございまする」

「またか！」

　アザリンは怒りも新たに、

「誰だれも彼もこの時期を狙ねらいすましたかのように不ふ心こころ得え者ものが！」

「世の常でござろう」

　むしろ落ち着き払って、ドムは言った。

「陛下、ここは叩たたいておくべきです」

「うむ」

「これを徹底的に、それこそ完かん膚ぷなきまでに叩き潰つぶしておかねば、同じ様に叛乱の狼煙のろしを上げる不心得者は、後を絶ちませぬぞ。ここはひとつ、迅じん速そくに」

「無論じゃ」

　雷らい帝ていアザリン、こくとうなずき、

「ドム、そちに委ゆだねる。宮廷勤めで退屈しておったであろう。思う存分に暴れてまいるがよかろうぞ。朕ちんのことは心配するな、シード教徒ごとき、カイザースーツで十分」

「有り難がたき御言葉、心得まいてございまする。かくなる上は早急に叛乱をば平たいらげ、陛下の下もとに再び見まみえんことを……」

「で」

　アザリンは、丞相ニムに向き直り、

「無謀にも叛乱を企てたる、その首しゆ謀ぼう者しやは誰じゃ」

「は、はい」

　ニムは恐縮しきった面おも持もちで、

「それが……誠まことに申し上げにくいことなれど……」

「構わぬ、申してみよ」

　じらされるのが好きではない少女皇帝は言った。

「ニム！」

「はい」

　躊ちゆう躇ちよしたあげくに、ニムは言った。

「フォーマルハウト侯こう、つまり陛下の婚約者、イサム殿にてあらせられる」

「な──！」

　アザリンの目は、点になった。










　第四章　オン・ザ・ボーダー




　銀河最辺境の惑星フォークトの前線基地では、謎なぞの艦隊との戦闘で損傷した『メルバ』の応急修理が行われていた。しかし、もとより補給も滞とどこおりがちな辺境惑星のこと、補修部品や専門の技術者の不足、それになにより設備の不備から作業も思うにまかせず、修理は遅ち々ちとして進まない。

「これは、いっそもっと大きな惑星基地に回航して、そこで修理したほうが早いのでは……」

　グエン少佐などはそう言うのだが、責任者のヤマモトは、

「いや」

　と、首を縦に振らない。

「ここまでやったんだ。あとは突とつ貫かん作業でがんばろうじゃないか。それに、回航中にまた事故に遭あわないとも限らない。そうなったら我われ々われの計画はおじゃんだ。銀河は滅ほろぶ」

「しかし、そうまでして逐ちく次じ詳くわしいジェーンの情報をブルネイの惑星連合本部に送る必要があるのでしょうか？」

「ある」

　と、ヤマモトは断言する。

「極秘中の極秘なので詳しく言うことはできない。しかし、タイラー閣かつ下かが考えておられる計画には、我々の送る詳しよう細さいなデータが必要不可欠なのだ。特に、刻一刻と変化する、ジェーンの動きにはな」

「確かに」

　キム中佐がうなずく。

「これほど気まぐれな颱たい宙ちゆうとは思ってもみませんでしたね。コンピューターによる予測シミュレーションが、まったく通用しないんですから」

「まったくだ」

「さ、お茶が入りましたわ」

　珍めずらしくも、キム中佐が自ら淹いれてくれたらしい。

「大統領夫人のお茶に比くらべたら、味も、香りも遥はるかに及びませんけれど……」

「贅ぜい沢たくは言いませんよ」

　グエン少佐がうまそうに、淹れたての熱湯玉ぎよく露ろをすする。

「ああ美味おいしい」

「すまんが」

　ちょっと口をつけただけで、ヤマモトはブリッジの席を立った。

「負ふ傷しよう者しやを見てくる。あとをたのむ」

「閣下……」

　グエンが不思議そうに、ヤマモトを見上げた。

「いったいどうしたんです。せっかくの中佐のお茶を……」

　キム中佐はなにも言わず、そのグエンの肩を小こ突づいた。

「なにをするんです？」

「少しは気をきかせなさいよ」

　小声で囁ささやくキム中佐。

「なるほど」

　ようやく血の巡めぐりの悪いグエンにも、ヤマモトが席を外はずした理由がわかる。

「奥さん、ですか……」

「しばらく会えなくなるものね」

　先の戦闘で負傷した将兵たちを、病院船で銀河内地へ送還することが決まり、シアもその負傷兵たちと一いつ緒しよに、ブルネイに戻ることになったのだ。もちろん本人は、嫌いやだと突っぱねたのだが、ヤマモトは半なかば強制的に手続きをすませてしまった。そういうところは、強ごう引いんである。

「戦えるよ！」

　と、シアが嚙かみつけば、

「迷めい惑わくだ」

　とヤマモトは言う。

「だいいち足手まといだ。こちらも任務に集中できん」

「言ったね！」

　思わず激しかけたシアだが、

「うっ！」

　と、口を押さえてうずくまる。悪阻つわりがひどいのだ。

「ほらみろ」

　だが、そこからがヤマモトの優やさしいところだ。

「おまえ一人の、体ではない」

　そう言われると、何も言えなくなってしまうシアなのである。

　というわけで、シアとヤマモトは、しばらく会えなくなる。しばしの別れを惜おしもうというのだ。

「タイラー大統領もだが」

『メルバ』のブリッジを出て行くヤマモトの背中を見送りながらグエンが言う。

「ヤマモト閣かつ下かはそれに輪をかけて、愛妻家だからなあ……」

「より正確には、恐きよう妻さい家かよね」

　キム中佐は辛しん辣らつである。

「でも、傍はたから見ればともかく、本人たちはそのほうが幸せかも……」

「きっとそうですよ」

　グエンはうなずき、お茶をすすった。

「気苦労は多いが、報むくわれるでしょう」







「入るぞ」

　ぶっきら棒に言って、個室のドアを開くヤマモトである。

「マコちゃん」

　ベッドに半身を起こし、育児書を読んでいたシアの表情が、パッと明るくなる。

「来てくれたの」

　猫なで声で甘える。

「うん」

　自然とほころぶ笑顔を取り繕つくろおうとして、わざとぞんざいにうなずくが、早くもその下へ手たな演技は破は綻たんを来きたしていた。

「元気そうじゃないか」

「順調だって、あの藪やぶ医者もそう言ったよ」

「おいおい、ドクター・キタグチは藪じゃないぞ」

　ヤマモトは苦笑して、

「少なくとも酔っている限り、腕のほうは確かなんだからな」

　フォローしておいて、自分でもおかしくなる。

「悪阻のほうも、だいぶおさまってきたよ」

「それを聞いて安心した」

　心底安あん堵どした表情で、ヤマモトは言う。

「それにしても、天下のハス姐ねえさんがたかが悪阻でダウンとは、面目もないね……」

「ドクターが言っていた。ラアルゴン人と地球人は自由に交配可能だが、特に女性がラアルゴン人の場合、母体の抗体反応が過か剰じようで、しばしば妊娠中毒症になるそうだ」

「それ、どういうこと？」

「母体が胎たい児じを、異物として認識してしまうということらしい。そう深刻になるほどのことではないが……」

「おかしいね」

　シアは笑う。

「なにが異物なもんか。あたいとマコちゃんとの、ベイビーなのにね」

「そうだな」

　つられてヤマモトも笑う。

「しかしその悪阻にも、感謝しなくちゃならんな。おまえを安全なところに移す口実ができた」

「どこもそんなに、安全じゃないよ。ジェーンが来れば……」

「そうだが、おまえのことだ、大きな腹を抱かかえて、それでも戦うと言われた日には、僕はたまったもんじゃないからな」

「あたしは全然、平気だけどね」

　ハスは強気に笑う。

「だいたいあたしは、海かい賊ぞく船せんの中で生まれたんだよ。言わなかったっけ？」

「冗談だと思っていた」

「冗談なもんか」

　シアはふくれた。

「でもまあ、マコちゃんが嫌いやだっていうんなら、今回だけは譲っとくか……」

「おいおい」

「ジェーンがどこかへ行っちゃったら、また作るからね。最終的には、１ダースばかり作る予定なんだ」

「いいだろう」

　笑ってうなずいたヤマモトであったが、まさかシアの言ったことが本気であろうとは、このときはまだ思ってもみなかった。彼は後世、惑星連合宇宙軍の歴代司令長官の中でももっとも子だくさんの元げん帥すいとして名を残し、〝子宝元帥〟の異名で知られることになる。しかもその子供たちのうち半分は、軍艦の中で、中でも二人は戦闘のさなかに生まれることになるのである。

「とにかく、元気にブルネイに戻って、元気ないい子を生むことだけに専念してくれ。ジェーンのことは、心配要いらない」

「わかったよ」

　シアはうなずく。

「だからあんまり、心配しないどくれ」

「僕だって本当は、心配なんかしたくない」

「心配症だからねえ、マコちゃんは」

　シアは笑う。

「タイラー提てい督とくと足して二で割ると、ちょうどいい」

「それは上官侮ぶ辱じよく罪ざいだぞ」

　ヤマモトは苦笑した。

「どっちに失礼なのさ。マコちゃん？　それともタイラー大統領？」

「両方にだ」

「でもおかしいね」

　シアが笑う。

「なにが？」

「逆算してみたのさ」

「なにを？」

「鈍にぶいね、朴ぼく念ねん仁じん」

　シアは半なかば怒り、かつ呆あきれた。

「あたしたちのベイビーだよ」

「あ……」

　言われてヤマモトは恥ずかしいと思った。そういうことは本当に鈍い。

「あの晩か……」

「そう。タイラー提督との決戦に、出撃する前の晩、あの晩は燃えたからね」

「あのときの、子供か……」

　だいたい、二人でいる夜は限られているので、子供の製造年月日に関して言えばとてもわかりやすいのである。軍人、特に船乗りの職業的メリットと言おうか……。

「きっと、過激な性格の子になるよ」

「おまえに似るだけで、じゅうぶん過激だ」

「よく言うよ。お互い様じゃないか」

「僕のどこが、過激なんだ？」

「自覚がないのが、いっちゃん困るね」

　シアは嘆なげいた。そういうところは、もう諦あきらめてはいるのだが……。

「でも、愛してるよ、マコちゃん」

　シアはまだ目立たぬお腹なかを、いとおしむように撫なで、

「幸せだよ、とても」

　と言った。

　シアでもこんな優しい表情をすることがあるのかと、ヤマモトは思った。声に出して言ったら、殴なぐられそうだ。

「あたいはいま、銀河でいちばん幸せだよ」

「違うな」

　ヤマモトは言った。

「確かにおまえは幸せだろう。だが銀河じゃ、二番目だ」

「へえ」

　シアは不思議そうな目でヤマモトを見つめた。

「じゃあ、銀河でいちばん幸せなのは？」

「この、僕だ」

　ヤマモトは笑って言った。後にして思えば、それが不幸の始まりだったという説もある。

「おまえがなんと言おうとも、これだけは譲れん」

　そう言って、反論しようとするハスの口を、彼は自分の唇くちびるで塞ふさいだのであった。







「ヤマモト中将」

　ブリッジに戻ると、早さつ速そく悪いニュースが、彼を待っていた。

「ホットラインが届きましたよ」

　グエン少佐が報告する。

「その顔じゃ、あまりいい報しらせじゃないな……」

「銀河の反対側じゃ、叛乱が起こっているそうです」

「叛乱？」

「ええ、それも、かなり大規模な」

「こんな時期に……」

「こんな時期だからこそ、起きるべくして起きたんじゃないですか」

　グエンの詭き弁べんが、なぜかヤマモトには許せない。

『俺おれの子供が成長できる未来は、果たしてあるんだろうか……』

　と、ついつい思ってしまうのである。

　もちろんその感情を、任務に反映させたりはしない。ヤマモトはそういう男だ。

「ただ、叛乱が起こっているというだけで、詳くわしい情報のほうは皆かい目もく……。なにしろ通信が遠くて……」

「言い訳はいい」

　ヤマモトはいつになく厳きびしい口調で、

「可能な限り情報収集に努つとめろ」

「了解しました」

　職務に戻るグエン。と、そこへ──、

「ヤマモト中将は、おいでかな」

　一人の珍客が、『メルバ』のブリッジに、彼を訪ねて来たのである。

　赤せき褐かつ色しよくの髪に、端正な顔と筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる体たい軀くを兼ね備えた、美び丈じよう夫ふ。歳は、少年と青年との、ちょうどはざま。旧イザリア辺へん境きよう伯はく、今は銀河最辺境伯に封ほうじられた、ティン・シュンであった。

「これは伯爵殿」

　ヤマモトは驚きの中にも、喜びを禁じ得ない。

「こうして直じかにお会いするのは、一年ぶりですか……」

「そうなるかな」

　シュンも微かすかに笑って、握手を返す。

「初めて貴き公こうに会ったとき、貴公は喧けん嘩かに夢中だったが、覚えているか？」

「面めん目もくない。だが、そのことならようく覚えております。忘れもしません」

「それは光栄だな」

「ええ……まあ」

　実はヤマモトは日付もしっかり暗記している。なぜならその日は、彼がシアと出会った日でもあるからだ。さすがにそこまでは、シュンの前では口には出せなかったが……。

「ときに中将」

「はい」

「アザリンの近辺に、不穏な影がある」

「陛へい下かの……」

「不確かな情報だ。だが、どうもアザリンは、尋じん常じようでない連中に、命を狙ねらわれているらしい」

「まさか……」

「俺も確かめたわけではないが、噂うわさなら噂で、気になる」

「でしょうなあ……」

「本当はすぐにでも飛んで行って、陛下をお守りしたいが、かつて叛乱を起こして銀河辺境に追放された身、それもならん。さりとてじっとしているのも、もどかしくてなあ」

「お気持ちは、よく」

「本来なら、タイラーにでも陛下の身辺をたのむところだが、聞けば奴やつも今では汎銀河共和国の大統領閣かつ下か、そう気安くはたのめん。ジェーンのこともある」

「閣下も、残念でしょう」

「貴公もまた、この銀河辺境にあれば、アザリンの側そばにいるは一人官房長官ル・バラバ・ドムのみ。まあ、彼に任まかせておけば滅めつ多たなことはあるまいが、一いつ朝ちよう事ある暁あかつきには、彼もまた多忙を極きわめる身、どう考えてもアザリンの警護は手薄だ」

「陛下のことが心配なのですね、伯爵は」

「妹、だからな」

　敢あえて妹のようなものとは言わず、妹と言い切るティン・シュンである。

「同じ母の乳を吸って育った仲だ。一度ならず怨うらんだこともあるが、それだけに絆きずなは、なまじの兄妹よりも強い」

「…………」

「イサムの奴やつは、いまひとつ頼りにならぬし……」

「彼には少し、役不足でしょう。彼自身のせいではありませんが……」

　銀河の反対側で起こりつつある叛乱の首しゆ謀ぼう者しやが、よもや彼とは知らぬ二人である。

「そこでだ」

　シュンは一瞬、すがるような目でヤマモトを見た。

「誰だれか頼りになる者に、アザリンの警護をたのめんだろうか？　無論、きわめて個人的にだが……」

「ドム長官が聞いたら、プライドを傷つけられそうな依頼ですからな」

「できれば、陛下やドム、それにタイラーとも、旧知の仲の人間のほうが、そういう無用のトラブルを回避する意味でも、好こう都つ合ごうなのだが……。もちろん許されるものなら、この俺が直接飛んで行きたい！」

「伯爵のお気持ちは、痛いほどよくわかります。ですが、短慮は起こされぬほうがよろしいでしょう。伯爵御自身のためにも、陛下の御おんためにも……」

「わかっておる」

　ほろ苦にがい嗤わらいを浮かべるシュン。

「ですが、そういうことでしたら、うってつけの人物がおります」

「誰だ」

「カール・ビョルン・アンドレセン。通称〝赤毛のエイリーク〟。御ご存ぞん知じか？」

「確か、貴公とタイラーの下もとで、幕ばく僚りようを務めた人物よな」

「はい。彼はきわめて信頼置ける人物であることはもちろん、艦隊を指揮させても、白兵戦をやらせても、頼りになる有能な男です。腕っぷしも強く、勇気があるだけではなく、なかなかに如じよ才さい無ない一面をも持ち合わせておりますゆえ、まさに陛下の身辺警護役にはもってこいかと思われます。また、陛下とも、もちろんドム閣下とも面識がありますから、伯爵の個人的な理由でこの役目を申しつけても、問題はないでしょう」

「なるほど」

「なお好都合なことに、彼はいま、駐在武官として陛下のいる旧ラアルゴンの首都ベヒモスにおります。ちょうど旧ラアルゴン領を経由して惑星ブルネイに戻る病院船があります。私の愚ぐ妻さいもその船に便乗して帰りますゆえ、彼女にその旨むね、アンドレセンに伝えさせましょう」

「本当か！」

「はい」

「すまぬ！」

　シュンはヤマモトの手を取り、しばしものも言えなかった。

「なんと礼を言ってよいのかわからぬ」

「いいんですよ、伯爵」

　ヤマモトは暖かい声で言った。

「陛下にもしものことがあって、悲しむのはひとり伯爵だけではありません。自分も、タイラー大統領も、ドム長官も、イサムも、アンドレセンも、皆悲しいのです。ですから今回のことも、あなたの依頼であって依頼ではない。むしろ喜んで、自発的にやることなのです。おそらくアンドレセンも、同じ気持ちでしょう。礼など無用なのです」

「アザリンは、果報者だなあ……」

　シュンはいかつい拳こぶしで顔を拭ぬぐった。おそらくその生涯に数えるほどしか泣いたことがないであろうこの若者は、いま、生まれて初めて肉親の死に際しての涙ではなく、感激の嬉うれし涙にむせんでいた。







　同じ頃、銀河の反対側──。

　集結した数十隻の艦隊が、無人の野を征ゆくが如ごとき進撃を続けていた。

　他ならぬ、何度も話題に上のぼった〝叛はん乱らん軍ぐん〟である。編成は雑ざつ多ただが、その先頭にいるのは、一隻の軽巡洋艦。そう、イサム・フジの『揖い斐び』であった。

「よろしいんですか、艦長」

　今しもその叛乱軍旗艦『揖斐』のブリッジでは、副長のスナガ大佐が、艦長であるイサムに向かってぼやいている。上官とはいえ、自分の半分の年齢の若造である。

「こんな叛乱なんか起こしちゃって……」

「僕の行くところなら、どこでもついて行くと言ったのは、君じゃないか、副長？」

「言いました」

　憮ぶ然ぜんとして、スナガは言った。

「そりゃ、言いましたよ。ですけどね。まさか叛乱なんぞという大それたことを、艦長殿がおやらかしになるとは、自分は夢にも……」

「もう遅いよ」

　艦長席に腰掛けて両足をぶらぶらさせ、さも愉快そうに笑いながらイサムは言った。

「叛乱は既成事実になってしまった。僕らは栄光ある反逆者。君も一いち蓮れん托たく生しようだぞ副長」

「とほほ……」

　正直さほど落らく胆たんした様子でもなく、スナガは大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。実際、艦隊の中には妙みような高揚感さえあって、叛乱軍という言葉の響きからくる暗いムードは微み塵じんもない。いや、実のところスナガは、叛乱という痛快で過激なイベントを楽しんでいるふしさえあった。そして、その快挙をやってのけようと決断した『小こ生なま意い気きな坊や艦長』を、正直見直してさえいたのである。

「それにしても、叛乱ですか」

「そうだよ」

　涼すずしい顔で彼の上官は言う。

「普通やりますか、この時期に？」

「この時期だからやったのさ」

　イサムは平然と言った。

「実に効果的だったろう」

「そりゃ、確かに効果的には違いありませんわな」

　ぼやきつつ腐くさりつつ、スナガは言った。

「誰だれもやるとは、思ってもみなかったでしょうな。それも閣かつ下かがおやりになるとは……。ひょっとするとあのタイラー大統領でさえ、予想もしていなかったのと違いますか」

「だろうね」

　イサムは嬉しそうに言う。タイラーでさえというところで、いささかプライドをくすぐられたのであろう。

「困った方だ、閣下は……」

　イサムははや、閣下と呼ばれる身分である。もちろん惑星連合宇宙軍史上、最年少の閣下だ。銀河統合後、正式に辞令を受け准じゆん将しように昇進。併あわせてフォーマルハウト侯こうという、旧ラアルゴンの称号まで授けられている。すべてはアザリンの婿むこに相応ふさわしい格式を無理にでも与えようといういささか強ごう引いんな配慮からであったが、くれるというものを無理に拒こばむ理由もない。イサムはむしろ喜き々きとして、この自分には身に余るほどの、というか、実際身に余る称号を謹つつしんで賜たまわったのである。

「しかしなんだね……」

　まるでかつてのタイラーよろしく、イサムは言った。

「閣下と呼ばれるのも、悪くはないね」

「たとえそれが、いちばん下っぱの閣下でもですか」

　かなりの悪意を込めて、スナガは言った。あまりうかれているので、ついつい皮肉のひとつも言ってやりたくなったのである。

「それを言うなよ」

　それでもイサムは笑っていた。

「准将といえども、立りつ派ぱな提てい督とくさ。自分だって僕のついでに、大佐にしてもらったくせに」

「それを言われると、何も言えませんけどね……」

　頭を搔かきかき、スナガは言った。自分は付け焼刃提督のイサムの、そのまたさらに付録であることは、十分に承知している。

「ま、閣下は閣下だ。せいぜい閣下の余禄で、自分も出世させていただきますかな」

「それもどうやら、望み薄だな」

　今度はイサムが皮肉まじりに言った。

「なにせいまや僕は、叛乱軍の首しゆ魁かい……」

「でしたな」

　現実を直視し、スナガは意い気き消しよう沈ちんしたかに見えた。

「ええい、こうなりゃ乗りかかった船です。とことんやりましょう！」

「僕もそのつもりさ」

　イサムは自信ありげに腕を組んだ。

「とりあえずは、艦隊もあるし……」

「寄せ集めの、艦隊がね」

　スナガはどこまでも、イサムに盾たて突く肚はらづもりらしい。

「戦艦は一隻もなく、あるのは巡じゆん洋よう艦かんと駆く逐ちく艦かんだけ。それも旧惑星連合宇宙軍とラアルゴン帝国軍との、雑多な寄せ集め。補給の目め途ど立たず、乗組員も正規の軍人は数えるほどで、あとはそのへんで雇やとい入れたような怪あやしげな連中ばかり。この張りぼての艦隊で、果たしてタイラー閣下相手に、どこまでやれますかな？」

「とりあえず、やれるところまではやる」

　イサムは断言した。

「それが、宇宙の、人類のためだ」

「遠大な計画でありますこと」

　スナガは笑って、

「ま、自分は乗りかかった船で、閣下について行くまでですが……」

　ところでイサムは、叛乱軍を称してはいるが、いまのところなにひとつ、叛乱らしいことをしているわけではない。それどころか一発の砲も、ミサイルも撃ってはいないのだ。当然、惑星を略奪もしていなければ、人ひとり殺あやめているわけでもない。艦隊の連中も、とりあえずは旗上げと聞いて、面おも白しろそうだからと集まってきただけ。しかも辺境の地で蜂ほう起きしたため、その進軍を阻はばむ敵もなく、交戦もしていないという有あり様さま。まさしく叛乱軍とは名ばかりであった。

　実はこれ、すべてイサムの作戦である。

「どうせなら、無む駄だな血は一滴も流したくはないからね」

　とは、彼の弁。それを聞いて副官スナガは、

「ま、そのほうがよろしいでしょう」

　と、いささか投げやりに言う。

「閣下らしくて……」

　敵が出て来ないのをよいことに、イサム艦隊は辺境の無人惑星に片っ端ぱしからペナントミサイルを撃ち込み、旗を立てて勝手に叛乱軍の領土にしてしまう。そのほとんどは空気も水も、めぼしい資源すらない文字通りの星ほし屑くずだが、おかげで勢力図の上だけでなら、叛乱軍の拠きよ点てんは爆発的に拡大した。それを称して、毒舌家のスナガなどは、

「我がフォーマルハウト侯こうの領土も、ずいぶんと広がりましたな」

　と口くち賢さかしい。

「そろそろ公こう爵しやくに格上げされて、フォーマルハウト公国を名乗ってもいいほどの広さですぞ」

「なに」

　イサムは笑って、

「そんなみみっちいことは言わない。全部旗上げ以来の部下たちにくれてやってもいい」

「太っ腹ですな。叛乱軍のリーダーは、そうでなくてはいけません」

　皮肉のつもりでそう言ったのだが、どうもイサムには通じなかったらしい。

「そうだね」

　彼は笑って、

「なんならスナガ、きみにも星系のひとつもやろうか？」

「いえ」

　慎つつしんで辞退するスナガ。

「自分はもう、じゅうぶんにいただきました」

　どうせジェーンが来れば、銀河もろとも無に帰する領土なのである。

　とまあ──、

　向かうところ敵なしというか、本当に敵のいないイサム艦隊であったが、蜂起から一週間後、ようやくにして敵らしい敵とぶつかった。

　それは、イワン・ミハイロビッチ・ザンギエフ准将の率ひきいる、二百隻の討とう伐ばつ艦隊であった。戦艦を中心に、強力な陣容を誇る。

　イサム艦隊とザンギエフ艦隊とは、球状星団ひとつを挟んで、お互いに対たい峙じした。

「タイラー提督の腰こし巾ぎん着ちやくの坊や」

　もとコルバー宇宙軍でタイラーの食客であり、宇宙戦のベテランでもあるザンギエフは、同じ准じゆん将しようでもイサムあたりとは格の違いを感じさせる。長距離通信で呼びかける声も、頭から相手を吞のんでかかっていた。というか、端はなから相手にしていない。

「戦争ごっこはこれまでだ。とっとと降伏するなら、お尻ペンペンだけで勘弁してやらんこともない」

　それに対してイサムも、一歩も退ひかぬ構えである。

「長く軍人をやっているからと言って、それだけで戦争も上じよう手ずだとは、思わないでいただきたい」

　小こ癪しやくにも、そう言った。プライドを傷つけられたザンギエフが逆上するであろうことは、計算に入れた上で、である。

「よく言った！」

　ザンギエフは眦まなじりを裂いて叫ぶなり、叩たたきつけるように通信を切った。

「そのお手並み、拝見させていただこう」

　実は出撃に際し、イサムは殺さずに捕とらえるよう、タイラーから直じき々じきに言い含められていたザンギエフではあったが、その一言で完かん璧ぺきにキレてしまい、タイラーとの約束などどこかへ行ってしまった。

「遠慮は要いらんぞ！」

　彼は麾き下かの艦隊に、突撃を促した。

「あの糞くそ生なま意い気きな坊やを、ギャフンと言わせてやれ！」

　二百隻が、一斉に進撃を開始する。







「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　スナガが心配そうに、上官を見る。

「大丈夫だ」

　イサムは自信ありげに、目くばせしてみせた。

「僕だって、軍ぐん閥ばつの名家の嫡ちやく子しなんだぞ、大佐」

「なるほど……」

　スナガは感心してみせた。

「ものは言いようですな」

　確かにフジ家は、代々軍人の家系。その質はともかく、輩出した提てい督とくや参謀の数ならかのヤマモト家やミフネ家に勝まさるとも劣らない。現にこの時点でも、父親のススム・フジが現役大将の参謀総長、母親のアスカ・コリアは准将、そしてイサム自身も名ばかりとはいえ准将と、親子三人が全員将官なのである。少なくとも階級だけなら、立りつ派ぱな軍閥の名家と、言えないこともない。

「ですが敵の数は、こちらの五倍。しかも正規軍。個艦性能もさることながら、兵の質や練度、士気もこちらとは段違いです。勝算がおありか？」

「あるから言ってる」

　イサムは不敵に笑った。

「五倍か……。そのくらいの差がなければ、勝っても偶然と言われるだろうな。こちらの武名を上げるには、ちょうどいい」

「大きく出ましたな」

「計算通りだよ。行くぞ、スナガ！」

「待っておりました」

「全艦隊全速……」

「前進ですか」

「いや」

　イサムは首を振る。

「後退だ。全速後退！」

「なんと、変わった用兵ですな」

「計算通りさ」

　イサムは嗤わらう。

「わかりました！」

　スナガもうなずき、

「全艦隊、全速後退！」

　イサム艦隊の全艦が、フルスピードで後退を開始した。

　ときにイサム・フジ、18歳──。

　百勝元げん帥すいと呼ばれた提督の、初うい陣じんであった。










　第五章　眼がん下かの敵、眼前の敵




　ザンギエフ准じゆん将しようは猪ちよ突とつ勇ゆう猛もうの男ではあるが、決して無能な指揮官ではない。タイラーから直じき々じきに先陣を任まかされたという事実が、なによりも雄弁にそのことを物語る。彼はコルバー宇宙軍時代、アシュランに対する義ぎ勇ゆう叛はん乱らん軍ぐんの司令官として兵を挙あげ、妻さい子しをアシュランの人ひと質じちに取られたタイラーと戟ほこを交まじえたことがあった。結果はタイラーの奇策にしてやられたわけだが、破れたりとはいえ善戦したザンギエフは、彼の幕ばつ客かくに迎えられたのである。その彼が今やタイラーの命めいを受けて、叛乱軍の首しゆ謀ぼう者しやとなったかつてのタイラーの乾こ分ぶん、イサム・フジと一戦交えようというのであるから、なんとも数奇な巡めぐり合わせではあった。

　ザンギエフは、今では心からタイラーに心しん酔すいしていた。個人的な借りもある。故郷のアルペルに妻子を残し、嘱しよく託たくの軍事顧問としてコルバー宇宙軍にあったザンギエフは、義勇軍の御み輿こしとして名目上の司令官に担かつぎ出されていた。その彼がタイラーの軍門に下くだったとき、妻のワーニャと娘のミーシャとは、依然アシュラン史配下の惑星アルペルにいた。タイラーとはまた別の形で、妻子を人ひと質じちに取られた格かつ好こうである。

　その妻と娘とを、ザンギエフはタイラーの尽力で救出してもらったのである。なによりも道義を重んじる古武士肌のザンギエフにとっては、巨大な借りであった。

『いまこそ、タイラー大統領に借りを返すときだ』

　彼がそう思ったとしても、けだし当然であった。

『タイラー閣かつ下かは自分を信頼して、先せん鋒ぽうの名誉を与えてくださったのだ。この恩に報むくいなければ漢おとこがすたる』

　上に馬ば鹿かがつくほどに生き真ま面じ目めなザンギエフはそう思った。加えて彼はタイラーの幕客にその名を連つらねて以来、戦場ではこれといった手柄を上げていない。まさにキラ星のごときタイラーの偏へん将しようたちの中では、だから彼は地じ味みな存在であった。彼にとって仰おおせつかったこの先陣は、だから漢の見せどころであった。そうでなくとも数倍の兵力である。負けることは絶対に許されなかった。いや、許されるはずがないと、そう自分で勝手に決めてしまった。

　そこに、イワン・ミハイロビッチ・ザンギエフという軍人の悲劇があった。

　繰り返し言うが、彼はけっして無能ではない。無能ではないがしかし、やはりタイラー陣営という人材の宝庫の中にあっては、どう贔屓ひいき目めに見ても特別に傑けつ出しゆつした将とは言えなかったのである。作戦の奇き抜ばつさと人望ではタイラーに及ばず、実戦の作戦立案能力と堅実さではヤマモトに及ばず、勇猛さと用兵の迅じん速そくさではアンドレセンに及ばず、格闘戦における神がかり的な強さという点ではキーナンに及ばず、艦を手足のように操あやつる能力にかけてはカトリに及ばず、実務能力や狡こう猾かつさではヤスダに及ばず、無鉄砲で気きつ風ぷがいいことではハス姐ねえさんに及ばず、ついでに才が立ってなおかつ美び貌ぼうということではユリコに遠く及ばなかった。ここまでくると比くらべるのが気の毒なほどだが、事実だからしかたがない。

　ザンギエフはまた、決してイサムをなめていたわけではない。だがイサムは無能とは言わないまでも、いかんせんまだ子供であって、海のものとも山のものともつかなかった。将としてはいかにも若すぎるし、なんの実績も上げてはいない。常にタイラーの側そばにあり、一目置かれていたことはザンギエフも認めるが、それだけでは判断の材料にならない。とにかく、ザンギエフの目から見れば実戦は初めての〝ガキ〟なのである。

　だからザンギエフは、イサムのことなど眼中になかった。せいぜいが小こ癪しやくな坊や、猪ちよ口こ才ざいな小僧といったところである。だからといってザンギエフを責めるのは、酷こくというものであろう。

　イサムは常に、タイラーを見てきた。出会う前から、彼に心酔していたのである。この点、ヤマモトを初めとする多くの人物が、実際に彼に出会い、その人となりを知ってから彼に心酔していったのとはいささか趣おもむきを異にする。

　タイラーに出会ってからのイサムは、常に従じゆう卒そつとして彼の側にあった。ただ単に側にいただけではない。常にタイラーを手本とし、彼なりにタイラーのすることをよく見てきたのである。

　そして、いま彼の手元には艦隊がある。小なりとはいえ、彼の命令で動かせる艦隊が。意のままにとはとても言えない寄せ集め艦隊であるにせよ、まさしく彼には初うい陣じんであった。張り切らないわけがない。

「全艦全速後退！」

　命令一下、イサム艦隊は潮しおが引くように退却を始めた。否いな、それは退却に見せかけた移動であったのだが、とにかくザンギエフの目には、そう映った。誰だれの目にも、それは敵の圧倒的兵力に恐れをなしての潰かい走そうと見えた。

「逃がすか！」

　ザンギエフは一瞬、勝利を確信した。

「イサムのガキめ。大きなことを言っておきながら、やはりこの場はこちらの勢いに押されて逃げるばかりではないか」

　数で五倍という圧倒的優位にあることが、ここではザンギエフの判断力を鈍にぶらせた。数が油断を生んだ。

「それ、逃げる叛乱軍を取り囲み、一気に包囲殲せん滅めつするのだ！」

　暈かさにかかって、ザンギエフは命令した。

　かつて対タイラー戦で犯おかしたミスを、彼はまたやった。またしてもやってしまった。

　敵艦隊を一挙に包囲しようとした二百隻の艦隊は、船足の速い駆く逐ちく艦かん、巡じゆん洋よう艦かんが左右に展開してイサム艦隊を両翼から包み、鈍どん速そくの戦艦は最後に中央から追う布ふ陣じんになった。普通なら、ごく正攻法の戦法である。だが、そのぶん分散した艦隊の陣形が、分散しただけ薄くなったこともまた否めない。

　その機を見過ごすには、あまりにイサムは利り発はつな少年であった。

「いまだ！」

　彼は叫んだ。

「後退しつつ回頭左90度！　敵駆逐艦隊の横腹を突く！　集中突破だ！」

　敵の陣形のもっとも薄い部分を、瞬時にして看みて取ったイサムは、やはり非凡な将であった。いや、非凡な将としての、素養はあった。

　イサム艦隊は回頭しつつ紡ぼう錘すい陣じん形けいを取り、錐きりを揉もみ込むように一点集中突破を試みる。

『こいつは──！』

　傍はたで見ていて、スナガは心中密ひそかに舌を巻いた。

『たいしたガキだぜ。戦争のやり方を心得てやがる』

　自分の18歳の頃ころを考えてみれば、その差は歴然であった。スナガがイサムの年頃には、ガールフレンドを追いかけ回すのに夢中だったのである。だがそのことを素直に言えば、イサムは増長すると思い、敢あえて苦言を呈ていするスナガであった。

「まあまあだな、坊や。70点だ」

　本当なら、１２０点をやってもいい。

　口ではともかく、スナガはイサムという生なま意い気き盛ざかりの少年が、決して嫌いなわけではないのだ。少々、癪しやくにさわるとはいえ……。

『しかし、こいつには、えらい別べつ嬪ぴんでしかもやんごとないフィアンセがいらっしゃるからなあ……』

　その一方で36歳のスナガは独身である。軍務が忙しかったのにかまけて候補もなにもない。どうやら神様はかなり不公平なようである。

『それとも俺おれが、ひがみっぽいのかな……』

　年は取りたくないものだ。いくらか自分の中に残っている少年の部分を、スナガはイサムに賭かけてみたくなった。

「斉せい射しや！」

　ただ一点に集中したイサム艦隊の砲撃が、ザンギエフ艦隊の薄い横腹を食い破った。その部分だけなら五対一という数の不利を補って余りある。

　自ら切り拓ひらいた突破口を、イサム艦隊は一丸となって抜ける。まだ一隻の落らく伍ご艦かんも出してはいない。驚異的な用兵だ。

「なんと！」

　さすがにザンギエフも、凡ぼん将しようではなかった。即座に対応する。慌あわてて自みずから傷口を広げるような愚ぐは犯おかさなかった。

『これは少し、あの坊やを見くびりすぎたのかも知れんな。もっとも、かなり有能なブレーンがついているのだろうが……』

　スナガが聞いたら苦笑しそうなことを、ザンギエフは考えた。

「うろたえるな！　敵は少ない。まだ数では圧倒的にこちらが有利なのだ！」

　そう言っておいて、

『これは勝っても、自慢にはならんな』

　と、ザンギエフはようやく気づく。そんな自分に苦笑する余裕すらまだ彼にはあった。それで戦意を喪そう失しつしたりはしない。彼はタイラーの幕ばく僚りようたちの中では目立たぬとはいえ、そこはやはりそこいらの将とは比較にならぬ器うつわである。戦争巧者、いぶし銀と言ってさえよかろう。特に場数は踏んでいた。コルバー宇宙軍では軍事顧問すら務めたほどの男である。年季が違う。

「態勢を立て直せ！　落ち着いてかかれば必ず勝てる！」

　どうして俺は、あんなガキにここまで本気にさせられているのだろうとザンギエフは考えた。おかしくもあり、哀かなしくもあった。

「さすがに動きがいいですね」

『揖い斐び』のブリッジでは、イサムがスナガを見ながら、余裕で言った。

「早くも追撃体勢に移行しつつある。ザンギエフ准じゆん将しようも、なかなかやる」

「そんな台詞せりふは、十年早え！」

　スナガが叱しつ咤たした。

「こっちは胸を借りる立場だろうが」

「でも僕も、数と経験の割には善戦していると思いません？」

「勝ってから言え、勝って！」

　実際には善戦以上である。イサム艦隊は数での不利を完かん璧ぺきに覆くつがえし、いまのところはザンギエフ艦隊を翻ほん弄ろうしてさえいた。

　だがさらに、イサムの非凡さはスナガを驚かせることになる。

「全艦、追撃して来る敵に向け光子魚雷の斉せい射しやだ！」

　火線が閃ひらめいた。また何隻かザンギエフ艦隊の艦が火球になる。あの炎ほむらの中では確実に数百人の命が失われているのだが、その重い現実に耐え得る精神的な強きよう靱じんさすら、イサムは身につけつつあった。戦争だからといって公おおやけの殺人を黙認するわけではないが、それを言うなら彼の敬愛してやまぬタイラーもヤマモトも、所しよ詮せんは〝人殺し〟なのだ。どうせ軍人になったからにはいい〝人殺し〟になろうと、イサムは常に自分に言いきかせている。

「ふうむ……」

　さすがにスナガも、このイサムの戦法には感かん嘆たんしないわけにはいかなかった。

「坊や、今の戦法を誰だれから習った？」

「ヤスダ大佐ですよ」

　イサムは言う。

「大佐が手取り足取り、教えてくれたのか？」

「まさか。見ているうちに覚えました。一度、使ってみたくって。まだ使ってみたい戦法はいろいろあるけど、とりあえずはうまくいったみたいですね」

「策に溺おぼれてどうする！」

　スナガはどうせならイサムには、そんな小手先の戦術にこだわるスケールの小さい提てい督とくにはなってもらいたくなかった。単に戦いくさ上じよう手ずなら自分のような小物に任まかせておけばじゅうぶん。それらの人材を使いこなしてこそ、名実ともにタイラーの後継者である。

「でもまあ……」

　今はよしとしよう。少なくともこの局面では、小手先の小こ細ざい工くもけっこう有効には違いない。それらを駆く使しせねばならぬ状況でもある。死んでしまっては、後継者もなにもない。

「おまえはいい教師せんせいにいっぱい恵まれて、幸せだなあ……」

　こればかりはスナガも、心底イサムがうらやましい。おまけに自分という、有能な副官までいる。これ以上なにを望むというのだ。

「機雷を撒まけ！」

　すかさずイサムが命じる。

　殺さつ到とうしてきたザンギエフ艦隊は、散布された機雷に接触して、さらに多大な犠牲を強いられた。ここまでは数の上での不利が、逆にいい方ほうに作用している。敵の側には明らかな混乱と狼ろう狽ばいとがあった。

「あのガキ……」

　ザンギエフは旗き艦かん『インペロ』のブリッジで歯は嚙がみした。

「調子に乗りやがって。もう手て加か減げんしねえからな」

　実は最初から、手加減などしていない。本気で翻ほん弄ろうされているのだが、ザンギエフにもプライドはあり、だからよけいにそのことには気がつかない。いつしか彼は逆上し、冷静さを失い、焦あせれば焦るほどイサムの術中にはまっていった。

「追え！　逃がすな！」

　艦隊指揮官としてもっとも忌むべき、陳腐な命令を彼は口にしてしまった。追撃と撃滅とは軍艦の普遍の任務であって、麾き下かの艦隊にしてみればそのようなこと、わざわざ命令されるまでもないことなのである。

「撃て！　撃ちまくれ！」

　いまやザンギエフの命令には将としてのオリジナリティーのかけらもない。これでは恥の上塗りだ。

　不意に──、

　それまで逃げる一方であったイサム艦隊が、くるりと反転した。それも一いつ斉せいに。ろくに訓練すら受けていない艦隊であることを考慮すれば、それは奇跡のような、タイミング的に一いつ糸し乱れぬみごとな艦隊機動であった。

「な──！」

　ザンギエフは咄とつ嗟さになす術すべがなかった。イサム艦隊がそういう動きに出るであろうことを、まったく予想していなかったのである。当然、決断が遅おくれた。さすがにさほど長くはなかったが、その数瞬の遅れが、しばしば戦場では命取りなのだ。

　イサム艦隊の各艦が一斉に、無数の光こう芒ぼうを放った。放ったと見えたときにはもう、ザンギエフ艦隊は甚じん大だいなる損害を被こうむっていた。光より早いタキオン魚雷。発射の閃せん光こうよりも、命中のほうが早い。

「せ──！」

　旗艦『インペロ』に命中こそなかったものの、ブリッジは瞬時にして、もたらされる夥おびただしい量の被害報告の洪水で溢あふれた。

「戦艦『ジュリーニ』『ジュッサーノ』『セビリア』沈没！」

「巡洋艦隊、被害甚大！」

「第２駆く逐ちく隊、応答しません！」

「ぬう──！」

　さしもの豪勇ザンギエフも、絶句してしまうほどの痛手であった。

「残存は、何隻だ？」

「百隻余りというところでしょうか……」

　絶望的な報告が、オペレーターからもたらされた。

「ただし、行動可能艦は、40隻を出ません！」

「それでは敵と、変わらぬではないか！」

　ザンギエフは安ウオッカに酔ったような声で叫さけんだ。

　数的な優位だけがこちらのよりどころであったのに、それすらも失っては……。

　惨ざん敗ぱいではないか。全ぜん滅めつではないが、ただ全滅ではないという、それだけのことだ。

「ひ……」

　顔色を失って、ザンギエフは叫んだ。

「退ひけっ！」

　まさに屈くつ辱じよくの退たい却きやくであった。しかし彼の決断はこの最後の命令においてのみ、正しかったのである。さらに傷口を、広げないためには──。







「勝っちまったのか……」

　気が抜けたような表情で、スナガは言った。

「この寄せ集めの艦隊で、五倍の敵に……」

「ええ」

　イサムもただ、茫ぼう然ぜんとしてつぶやく。信じられないを通り越して、夢を見ているかのような顔だ。

「勝たせてもらったみたいですね」

　それくらいの謙けん虚きよさが、彼にはある。

「敵の油断、地の利、時の運、それに、あるとすればこちらの作戦……。それらの偶然が重なったとはいえ、勝ってしまいました」

「何を謙けん遜そんしてやがる」

　スナガは苦笑した。

「勝つつもりでいたくせに」

「ええ。でも実際に勝つとなると話は別です。嬉うれしいですよ。信じられません」

「まあ、初うい陣じんにしてはよくやったと、褒ほめてやろう」

「大佐のおかげです」

「うん……まあな」

　いささか面おもはゆい表情で、彼はうなずいた。今回に限っては、彼は何もしていない。

「だが、なまじ勝っちまっただけに、これからが大変だぞ。今度は敵も、本気で潰つぶしにかかるだろうからな」

「わかっています」

　勝って兜かぶとの緒おを締めよ。イサムは決意も新たにうなずく。

「もうこんなに楽には、勝たせてもらえないと思います」

「あったりめえだ！」

　自みずからを鼓こ舞ぶする意味でも、スナガはイサムをどやしつけた。

「次は誰だれが出て来ると思う。ヤマモト中将か、アンドレセン少将か。ことによるとタイラー御おん大たいが、自ら出てくるかも知れねえんだぜ」

「まさか……」

「だが、ないとは言いきれまい」

「ええ」

　うなずくイサム。

「ときどき、とんでもないことをなさる人ですからね……」

「もしタイラー大統領が自ら出て来たら」

　スナガは真剣な目で、愛すべき坊やを見た。

「そのときは、どうする？」

「わかりません」

「わかりませんだって？」

「ええ」

「こりゃまた正直な返事だな」

　だが、妙みようにこまっしゃくれた答よりも好感は持てる。それは間ま違ちがいない。

「でも、でも……」

　イサムは言った。

「おそらく、戦うと思います。それがタイラー閣かつ下かでも」

「勝てるのか？」

「勝てるとは、思いません」

　またも正直に、イサムは言った。

「でも、たとえ相手が誰であろうと僕ぼくは戦って、勝ち続けるしかないんです。僕が信じる、理想のためには……」

「見上げた心掛けだ」

　スナガは笑って、イサムの肩をポンと叩たたいた。

「微力ながら、この俺おれも協力するぜ」

「微力だなんて」

　イサムは頰ほおを赤らめた。

「大佐がいてくださるなら、鬼に金棒です」

「心にもないことを……」

　だが、そう言う口の下では嬉しそうだ。

「それに、部下に向って敬語はよせ。プライベートならいざ知らず、勤務中は命令系統だけは、ビシッとしねえとな。ブリッジの連中も、俺とおまえ、どちらの意見を聞いたらいいか迷うだろが……」

「大佐……」

「ま、俺はおまえの兄貴みたいなもんだ。アドバイスはしてやるが、最終的な決断を下くだすのはおまえだ。俺はそれに、従うだけだ」

「すみません……。あ、いや、すまない」

「そう、それでいい」

　スナガは帽子を取って、イサムと握手した。

「ようこそ、我われらが盟めい主しゆ、フォーマルハウト侯こう」

「フジ准じゆん将しよう！」

　いい雰囲気を、オペレーターがぶち壊こわした。

「多次元レーダーに、光点多数！」

「なんだって！」

「艦隊です。ワープアウトして来ます」

「敵の、第二陣ってわけか……」

　スナガが歯ぎしりした。

「敵も、本気だなあ……」

「数は？」

　イサムが尋たずねた。

「は、はい……」

　オペレーターの声が、一瞬震えた。

「や、約……」

「どうした？」

「約、二千！」

「二千！」

　イサムは絶句した。

「ちっくしょう！」

　スナガが叫ぶ。

「こちらの、五十倍かよ……」

　先程の勝利も霞かすむ、数であった。これほどの敵をどうするか。もはやイサムには考えることもできない。あるいはそう、タイラーなら、なんとかするかも知れないが……。

「敵艦隊、ワープアウトします！」

　絶ぜつ叫きようそのものの声で、オペレーターは叫ぶ。

「か、艦長！　逃げましょう！」

「逃げる？」

　スナガは笑った。だが彼とても、そんなに余裕があったわけではない。

「どこへ？」

「宇宙の涯はてまで……」

「どこまでも逃げたって、追ってくらあ」

　もはや捨てばちで、スナガはオペレーターの弱気を笑い飛ばした。

「叛はん乱らんを起こした以上、こうなることはわかってたんだ。それをなんだ。一度くらいの勝利に浮かれやがって。そんなつもりなら、わざわざ敵が消してくれるのを待つこともねえ」

　言いつつ、腰のホルスターに手をかけた。

「そんな腰抜けは、俺おれがこの場で、撃つ！」

「副長……」

「艦長はこの際、黙っていてもらいましょう」

　なかなかに凄すご味みのある目で、スナガは言った。どこまでが演技かは、おそらく本人にもわからないはずだ。

「さあ、逃げたいなんて言う腰抜けは、前に出て来い！」

　緊きん迫ぱくしたブリッジの雰囲気を救ったのは、敵艦隊からのコール音であった。

「敵が……」

　スナガの剣幕に腰を抜かしかけたオペレーターが、職務に逃げる。

「交信を求めています」

「どうしよう？」

　イサムがすがるような目でスナガを見た。

「だから、指揮官はおまえだよ」

「交信開け！」

　スクリーンに現れたのは、初老のラアルゴン人であった。白髪の混まじった赤毛に赤髭ひげ。しかも隻せき眼がんである。軍人と言うよりも、どこぞの宇宙海賊といった面つら構がまえだ。

『フォーマルハウト侯イサム・フジ殿とお見受けする』

　三次元スクリーンの中で、いかつい顔のラアルゴン人は言った。貫禄ならイサムの数千倍はあろうか。刺青いれずみのある腕を、これ見よがしに剝むき出している。

「いかにもそうだが」

　威い厳げんがないことは承知で、イサムは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張った。歯の根が合わない。部下たちの手前、どうにか立っていられるという程度の精神状態。

「挑戦なら、断ことわる」

『滅めつ相そうもない』

　武人としての礼を尽くし、初老のラアルゴン人は言った。

『某それがしはもとラアルゴン帝国の郷士で、アルクトキオン宙ちゆう域いきで国境警備隊長を務めたガルグル・ド・ランゲと申す者、見ての通りの老骨でござる』

「その老骨が、僕に名指しで何の用だ」

『お仲間にお加えいただきたい』

「なんだって！」

　これにはイサムも驚いた。

「見たところ、そっちのほうが数が多いぞ」

『はい』

　悪びれもせずに、老ランゲは言った。

『この連中は某それがしの子飼いの艦隊。それに、現タイラー体制に不満を持つ旧ラアルゴン帝国の諸侯が有志となって集まったものでござるよ。ぜひともタイラー政権を打倒したくば、仲間にお加え願えまいか』

「しかし……」

　イサムは言った。

「それだけの数がいれば、わざわざこちらの仲間に加わるまでもないだろう。むしろそっちがこっちを、仲間に加えればいいと思うが……」

『それが、駄だ目めなのでござる』

　笑いながら、ランゲは言う。

『某は一いつ介かいの土豪。他の連中も似たようなものでござる。旗上げするには、格が足り申さん。その点侯は、貴族でもあり元惑星宇宙軍の軍ぐん閥ばつの名門、加えて我われらが至し宝ほうと戴いただく皇こう帝てい陛へい下かの許嫁いいなずけでござる』

　聞いていたスナガが、横で思わず吹き出した。

「笑うなよ……」

　イサムは小声で怒り、スナガを睨にらみつける。

「悪いが」

　腹を押さえてスナガは言った。

「これが笑わずに、いられるか」

『フォーマルハウト侯』

　真ま面じ目めな、きわめて真面目な顔でスクリーンの中のランゲは言った。

『ぜひとも我らが盟主に』

「そんな事、言われたってなあ……」

「なってやれなってやれ」

　困こん窮きゆうするイサムに、スナガが助け船を出した。

「要するに連中は、手軽に担かつげるお御み輿こしが欲しいのさ」

「僕はお御輿か？」

「そんなもんだ」

　スナガは無責任に笑った。

「それだって捨てたもんじゃないぞ。立って歩く、大義名分だからな」

「なるほど……」

「それに、総大将の肩書きも、悪くないだろう。連中の二千の艦隊だって、兵力としたら馬ば鹿かにならんぜ。というか俺おれは、喉のどから手が出るほど欲しい」

「わかった」

　イサムはうなずき、スクリーンの中のランゲに向き直る。

「引き受けよう」

『誠まことか』

　ランゲの表情が、パッと輝く。

『それは誠か？』

「やるしかなさそうだ」

　照れ笑いはしかし、すぐに芝居がかった真顔に取って代わられた。

「ガルグル・ド・ランゲ！」

『はっ！』

「フォーマルハウト侯の名において、そちを銀河解放同盟、艦隊奉ぶ行ぎように任ずる。心して精しよう進じんせよ」

『しかと！』

　ランゲは臣下の礼をもって畏かしこまる。

『慎つつしんで拝命つかまつる。今後は侯がため、微力を尽くす所しよ存ぞん。御自身の手足と思い、存分にこき使われよ』

　そこで通信は切れた。

「なかなか様さまになってたぞ」

　感心しながら、スナガが言った。

「フォーマルハウト侯、どこでそのような格式を身につけられた」

「アザリンと付き合っていれば、嫌いやでも覚えるさ」

　イサム苦にが笑わらいの図。

「実を言うとさっきの台詞せりふも、僕が陛下からフォーマルハウト侯の地位を賜たまわったときの、焼き直しなんだ……」

「そんなことだと思ったぜ」

　スナガは笑って、

「だがまあ、これでずいぶんと大おお所じよ帯たいになった。食わせていくのは、大変だろうがな。それにしても、艦隊奉行はよかった」

「咄とつ嗟さにあれ以外の役職名が、思い浮かばなかったんだ」

「じゃあ俺は、老中くらいにはしてもらわなきゃな」

　二人は顔を見合わせて笑った。

　ところが好こう事じ魔ま多しとはよく言ったものである。二千隻以上の大艦隊に膨ふくれ上がり、進撃を続ける叛はん乱らん軍ぐん、いや、解放同盟軍の前に、またしても新たな艦隊が立ちはだかったのである。それも今度は五千に近い。

『もうだめだ！』

　イサム艦隊の誰だれもが、そう思った。

『フォーマルハウト侯、ここはあくまでも、徹底抗戦あるのみですぞ』

　艦隊奉行になったばかりのランゲ卿きようは、これまた無責任に艦隊通信でイサムを焚たきつける。

『なあに、こちらにはアードラの闘神の御ご加か護ごがありまさあ。それに、陛下をお救いして、悪臣タイラーを打倒し、新政権を樹じゆ立りつするという目的がこちらにある以上、正義は我が軍のもの。銀河の創造主も御ご照しよう覧らんあれ！　なんで負けることがございましょうや』

「そんなこと言われたってなあ……」

　いささかピントのずれたランゲの意見に、イサムが与くみしかねていると、

「フォーマルハウト侯！」

　いまや口調まで、すっかりその気になったオペレーターが報告した。

「敵が交信を求めております」

「開け！」

　もうどうにでもなれと、イサムは命じた。

　スクリーンに現れたのは、眼鏡めがねをかけた細身の、神経質そうな若者であった。ちょっと目にはインテリ風で、いかにも学生運動の闘士といった風ふ情ぜい。

『イサム・フジ准じゆん将しようか？』

「いかにもそうだが」

『若いな……』

　自分の若さを棚たなに上げ、男は言った。普段着なのであろう。ヨレヨレの革ジャンパーに、ヘルメットをかぶり、白い覆ふく面めんをマフラーよろしく首に巻いている。

『私は、銀河中央大学革闘連ＯＢ連合右派第二分派書記局長総代の、ジャン・ジスカール・ガロワという者だ』

　やたらと長い肩書きを彼は口にした。

「その総代とやらが、何の用だ？」

『共に手をたずさえて、共和制の名を騙かたる憎むべき軍国主義の傀かい儡らい、ジャスティ・ウエキ・タイラーを打倒したい』

　どうやらこの男、こういう回りくどい言い方しかできないらしい。

「つまり、革命がやりたいんだな」

『手っ取り早く言えばそういうことだ』

　ガロワは言った。

『ただし、恒こう久きゆう的てきな同盟ではなく、あくまでタイラー体制を倒すまでの、暫ざん定てい的てきな同志としてだが……。我々が最終目的とするは、絶対平等だ。そこには軍人も王侯貴族もない。これは階級闘争なのだ』

「ま、いいだろう」

　軍国主義の傀儡というなら、イサムも同じである。

「袂たもとを分わかつまでは、一いつ緒しよに行こう」

『そうか。君の主張とはあまり相あい容いれそうもないが、君個人とはいい友人になれそうだな』

「僕はそうは思わない……」

『早さつ速そくで悪いが』

　イデオロギーが異なる割には妙みようになれなれしく、ガロワは言った。

『我われ々われの艦隊は、ほとんどが民間船だ。実際は船団と言ったほうが近い』

「見ればわかる」

『打倒タイラーをめざす同志たちとともに、そのあたりの軍港から艦船を奪うばい、それこそ着の身着のままで逃げて来た。志こころざしは高いが、内容がそれに伴うかというと実は心もとない。それに食料も弾薬も少ない』

「つまり、無心か」

『身も蓋ふたもないことを言うな。供与と言いたまえ』

「軍人やってるとね」

　イサムは言った。

「身も蓋もないことになるんだよ」

『それと、負傷者も多い。医薬品と、できれば医師も何人か……』

「手配しよう」

『感謝する。それと……』

「まだあるのか？」

『実は……』

　さすがにここまでくると申し訳なさそうに、ガロワは言った。

『赤ん坊のミルクも、なんとかならないだろうか。我々は同志同士で、なんというかその……』

「つまり、できちゃったのが多いんだろう」

『本当に身も蓋もない奴やつだな、あんた』

「お互い様だ。わかった。なんとかする」

『すまん』

　ガロワは手を合わせた。遠大な革命の思想も、あまり実生活の知恵には直結しないらしい。

『かあちゃんが喜ぶ……』

　どうやらガロワ自身、若い身み空そらで妻子持ちらしかった。きっと同じ闘志の細君に、ケツを叩たたかれたのだろう。イサムはなんだか教条主義の末まつ路ろを見たような想いがした。

　かくして、文字通りの寄せ集めのイサム艦隊は、それでも数だけは七千隻という一大勢力に成長してしまったのである。

「全部が全部、頼りになると思うなよ」

　スナガは厳きびしく言った。

「まだ勝ってるから、奴らは一緒に行進してくれるんだ。おまえが一度でも負けたら、連中のほとんどは逃げるぜ」

「わかってますよ」

　イサムは真剣な表情でうなずいた。その顔にはしかし、ある種の覚悟が見える。いい意味で軍人の顔になってきたなと、スナガは思う。

「これからも勝ち続けて、仲間を増ふやします」

「その意気だ」

「とにかく、勝ち続けるしかないんですからね。僕がこれから、銀河のためにやろうとしていることのためには……」

　イサムはぎゅっと、唇くちびるを嚙かみしめた。










　第六章　会議は踊おどる




「すると陛へい下かは」

　御ご前ぜんに畏かしこまった髭ひげ面づらの巨漢が、アザリンことルッチナ一世に向かって二つの大きく丸い眼まなこを輝かす。一見してラアルゴンと見まごうばかりの赤毛。体格もそれに劣おとらない。

「このアンドレセンめを、股こ肱こうとも頼むとの、仰おおせでございまするか」

　滅めつ多たなことでは動揺しないこの大男が、感激していた。

「身辺警護の重責を、任まかせられると……」

　惑星連合宇宙軍少将、ラアルゴン駐在武官、タイラーの幕ばく僚りようたちの中でもその勇気と豪ごう放ほう磊らい落らくな性格で知られた猛将カール・ビョルン・アンドレセンは、ただ皇帝陛下の前では、借りてきた仔猫のようであったと、後の世の史書である『ラアルゴン正史』は伝えている。

「これ」

　見かねたアザリンが、声をかける。

「そう大おお仰ぎように恐きよう縮しゆくせんでもよかろう、アンドレセン。そちとはそのような堅かた苦くるしい仲でもなし──」

「いえ」

　アンドレセンは感激し、

「駐在武官として、これは最高の名誉。なによりかつての敵将を、ここまで信頼なされる、陛下の君くんとしての度量の広さ。軍人として、心から感服しているのです」

「感服されてばかりでも困る」

　笑いながら少女皇帝は言う。

「そちには朕ちんの身辺を、つつがなく警護してもらわねばな」

「それは……」

　再び畏まり、しかしさすがにそこは軍人らしくきっぱりと、アンドレセンは言った。

「不ふ肖しようアンドレセン、命に代えましても」

「信じておるぞ」

　かくしてアザリンの身を案ずるティン・シュンの憂慮は、ひとまず除かれはした。しかし全人類の懸け念ねんが拭ぬぐい去られるまでには遠かった。銀河の情勢は、まさに風雲急を告げていたのである。

「さて」

　陛下は錫しやく杖じようを手に、玉ぎよく座ざから立ち上がった。

「アンドレセン、宮廷警護隊長としての初仕事だぞ」

「心得ております」

　髭の中に白い歯を見せ、初めていつもの彼らしい表情で、〝赤毛のエイリーク〟はうなずいた。

「そちに会議場までの、警護申しつける」

「しかと」

　１９０センチという長身のアンドレセンと並ぶと、陛下もまるで子供である。皇帝陛下の傍かたわらに並ぶという名誉に浴したのは、アンドレセンが地球人としては二人目であった。正式に官職を授さずかり、人間扱いされているということでは史上初の快かい挙きよとも言えた。

　日頃なら、陛下の右手やや後方という誉れある位置ポジシヨンには、かのル・バラバ・ドムの姿が廷臣たちには見慣れた光景としてあるのだが、威い風ふう堂どう々どうとしたアンドレセンの巨体は、少しもそれに見劣りするものではなかった。

　緋ひの毛氈ビロードの敷かれた長い長い廊ろう下かを、侍じ従じゆうに先導され、二人は連れ立って歩く。やや遅れて、武装したラアルゴンの衛兵たちが、二列縦隊で続く。さらにその後方には、宮女たち。

「長い監禁生活、難なん儀ぎであったな」

　歩きながら、アザリンがアンドレセンにねぎらいの言葉をかけた。

「悪気があったわけではない。許せよ」

「なんの」

　笑ってアンドレセン、

「あれは私が事情を知っては、話がややこしくなるとのドム長官の御配慮。他意なきゆえにこちらも含むところはいささかもございません。むしろ、いい骨休めになりました」

「そうか」

「かえって前よりも髭が伸びて、警護隊長としての風格がつきました」

「ますますラアルゴン人に似てきたな」

「私もこの頃ごろでは、地球人であったことを忘れつつあります。陛下の赤せき子しとして……」

「そちも言うな。世せ辞じのうまさは、パコパコ譲りか……」

「まだその域には、達しません」

「そうだろうそうだろう」

　やはり陛下は、今でもタイラーを慕したっているのだなとアンドレセンは思った。パコパコという言葉を嬉うれしそうに話すとき、彼女の目の輝きが違うのである。アンドレセンは無ぶ骨こつで粗そ野やな男には違いないが、木ぼく石せきではないから、わかるのだ。

「ただ、監禁中の運動不足は、まいりましたぞ」

「そちらしいな。だが、これからは運動不足どころか、思う存分に暴れられるのではないか」

「実のところ、それが楽しみでしてな」

　今にも指をポキポキと鳴らしたそうな様子で、アンドレセンは言った。

「しかも陛下の御おん為ためという、大義名分がございますからなあ……。まあシード教徒とやらも、よくは存じませんが、このアンドレセンが相手では、いささか気の毒というか、役不足ではございませんか？」

「ふ」

　アザリンは、無量大数ギガタイラスの笑みを漏もらした。

「頼もしいぞアンドレセン」

　事態はそれほどたやすくはないことは、二人とも重々認識している。

　そも、シード教とは、いかなる邪じや宗しゆうか──。

　それはひとまず、置くとして──、

「皇帝陛下、御着席」

　会議場、いちばん上座の席にアザリンは着く。臣下ならびに出席者の面々は直立不動の姿勢をもってこれを迎え、一礼した後、それぞれのテーブルに着いた。

　ただ、警護隊長たるアンドレセンだけは、陛下の背後に油断なく立つ。

「これより」

　一種荘そう厳ごんな雰囲気の中、アザリンが口を開いた。

「銀河を脅おびやかす颱宙ジェーンの対策説明会議を執とり行ないたいと思う」

「では」

　代わって、参議筆ひつ頭とう、ペトロ・デ・ニムが言った。

「まず会議に先立ち、ジェーンに関する説明を」

「はい」

　立ち上がったのは、ジェーン対策本部長である、あのヘギョン・カン少佐である。『メルバ』に乗り込み辺へん境きよう宙ちゆう域いきで首席観測員を務めていたのだが、この会議のため、急きゆう遽きよ銀河に取って返したのであった。

「ジェーンの脅きよう威いは、予想以上であります。規模、速度、コース、すべての点で我われ々われの予測を遥はるかに超えて、銀河に迫りつつあります」

　まず、言わずもがなのことを言っておいて、

「予想される銀河への到達日数は、最短の場合でおおよそ八か月」

「八か月……」

　満座が唸うなった。当初の予測が、二か月以上も早まったのだ。

「八か月で、数億光年を来てしまうのか……」

　ため息が漏もれた。

「ですが、早ければ半年で、銀河の辺境にある星々は、影響を受け始めます。我々に残された時間は、六か月、わずかに六か月しかないのです。しかも、今後ジェーンの侵攻速度がさらに早まらないという保証はどこにも……」

「もういい！」

　ついに我が慢まんしきれなくなった出席者から、罵ば声せいにも似た声が上がった。

「ジェーンの脅威はもう十分にわかったから、早いところ、対策会議を始めてくれ！」

　はからずも彼の意見は、その場にいたほぼ全員の気持ちを代弁していた。

「では」

　銀縁眼鏡めがねの奥で一瞬笑ったような表情を浮かべ、カン少佐は言った。

「対策手段の説明を、大統領閣かつ下かが直じき々じきに……」

　紹介されて壇上に進み出たのは、他ならぬ汎はん銀河共和国初代大統領、ジャスティ・ウエキ・タイラーその人であった。

「こほん」

　まず軽い咳せき払ばらいをひとつすると、彼は笑顔を作った。

「おお、タイラー」

　思わず声が漏れた。あまりにも暗く、声を聞いているだけで陰いん鬱うつになるカン少佐と比くらべて、彼の足取りは軽かろく、笑顔はあくまでも爽さわやかであった。政策のほうでは無む節せつ操そうなインフレが槍やり玉だまに挙あげられ、政治家としての評価はさんざんのタイラーだが、やはり寄せられる期待は大きい。かつて何度となく銀河を、人々を救ったこの男なら、ジェーンをなんとかしてくれるのではないか。そういう無言の期待があった。

　また、そのプレッシャーに負けるような彼ではない。

　壇上に上のぼる一瞬、タイラーはアザリンと、さらにその横に立つアンドレセンと、目が合った。軽い笑みと笑みとがこぼれる。

「大だい丈じよう夫ぶです、陛下」

　アンドレセンが畏おそれ多くも陛下の耳元に顔を近づけ、小声でそっと囁ささやいた。

「タイラー閣下なら、必ずなんとかしてくださいます」

「そのようなこと、わざわざそちから説明されなければわからぬとでも思っておるのか」

　振り向いて、笑顔を返しながらアザリンは言う。

「朕ちんとパコパコとの付き合いは、そちよりも長いのだぞ」

「失礼。これは釈しや迦かに説せつ法ぽうでした」

「ええと」

　まだ似合わない大統領の正装で、タイラーは話し始めた。30歳にして、しかも歴れつきとした大統領なのに、これほど威い厳げんや風格と無縁の人間も珍めずらしいだろう。彼を知らない人間が見れば、場違いな印象さえ拭ぬぐえないに違いない。その様子はさながら、国会にまぎれ込んだサラリーマンといった風ふ情ぜいである。

「とりあえず、これを見てもらおうかな……」

　会議場の中央、巨大なテーブルの上に三次元スクリーンが出現した。さすがにラアルゴン帝国時代は御ご前ぜん会議にも使われたという場所だけに、設備はすごい。それ以前に調度としてもみごとだ。

「これは……？」

　アザリンが訊きいた。

「探たん査さ艦かん『メルバ』の電波望遠鏡が捉とらえた、ジェーンの中心部です。もっとも、実像ではなくて、観測データをもとに描いたグラフィックスですが、このほうがわかりやすいでしょう」

　実像ではないにせよ、その画像は臨りん場じよう感かんに溢あふれていた。吞のみ込まれてゆく恒星や惑星の崩ほう壊かいするありさままで、これがグラフィックスかと思えるほど、リアルだ。

「まるで、地じ獄ごくの釜かまの中だな……」

　地球人出席者の誰だれかが言い、皆が一いつ斉せいに無言で賛同する。

「超重力で引き寄せられた星間物質が、中央部分ではさながら風のようになり、巨大な渦うずを巻きながら最後には消しよう滅めつしてしまうんだ。そして、中央部分は巨大な空くう洞どう、文字通りの真空だね。台風なら目に相当するこの部分で、物質は純粋なエネルギーに変換されているらしい。僕ぼくにはよくわからないが、そのエネルギーこそが、ジェーンの力の源みなもとだということだね」

「ううむ」

　ラアルゴン人の科学者が唸うなった。

「颱たい宙ちゆうという呼称も、あながち根拠のないことではないのだな……」

「中心部分の最大瞬間風速は……」

　さらにタイラーは言った。

「計測によれば、毎秒35ないし、40光年」

「むう……」

「風速40光年ですか……」

「信じられん」

「タキオンでもない物質が、光より早く加速されるなんて……」

「[image: ]のはずだ」

「所しよ詮せん、理論は理論か……」

　ハードＳＦでないのをよいことに、好きなことを言う。

「で、どうするのだ？」

　あのラアルゴンの宮廷科学者が、タイラーに向かって言った。

「かような恐るべき自然の猛もう威いを相手に、そちはいったい、どのような対策があるというのだ」

「はい」

　タイラーはけろっとした顔で、言った。まるでいつもの彼と、変わりのない口調で。

「逃げます」

　満座が、ざわついた。

「だから逃げしかないのはわかっている」

　呆あきれ、かつ、いらついた顔で、御用科学者は言った。

「どこへ逃げるというのだ。いちばん近い別の銀河でも……」

「そこまでは逃げる必要はありません」

　タイラーは言った。

「ちょっと逃げればいいのです。そう、逃げると言うより、かわすと言ったほうが、近いでしょうなあ……」

「そんな場所がどこにある！」

「ですから我われ々われが逃げるのではなくて」

　声の調子ひとつ変えず、タイラーは言った。

「銀河が逃げるのです。当然我々も、銀河と一いつ緒しよに逃げます。ジェーンの進路から……」

「なんと！」

「正気か？」

　満場、轟ごう然ぜんたる怒ど号ごうの嵐。まあ当然と言えば当然であろうか。

「どうやって逃げる？」

「いや、それ以前にどうやって、この銀河を動かせるというのだ」

「正気の沙さ汰たとは思えん」

「大統領大だい丈じよう夫ぶか？　まさか激務のあまり……」

　タイラーを狂人扱いする声まで出る始末。それもまあ、当然ではあった。

「静かにせい！」

　一瞬、満座は水を打ったようにしんと静まった。鶴の一声、皇帝陛下の一いつ喝かつである。

「まだタイラーは、説明の途中であるぞ」

　さすがは名誉皇帝とはいえ、少女とは思えぬ威い厳げんである。ひとまず火口に蓋ふたはされた。だがそれは、必ずしも火山活動の休止を意味するものではない。

「ありがとうございます、陛下」

　タイラーはアザリンの方を見て、ぺこっと一礼。

「礼はよい、続けよ」

「はい」

　再び軽く、咳払いしたタイラーは、

「銀河は動かせます」

　と一声。

「いえ、すでにして動いています。銀河の渦を中心に、ゆっくりと回転しているのです。もっとも、実際にはたいしたスピードなのですが……。とにかく、静止しているのならともかく、すでに動いている物を動かすのは、さほど難むずかしいことではないと思う……」

「詭き弁べんだ！」

　あのラアルゴン人の御用学者が叫んだ。

「セトラ！」

　間かん髪はつを入れず、アザリンの一喝。

「そちは黙っておれ！」

「ははっ……」

　セトラと呼ばれた御用学者は押し黙った。だがおとなしく引きさがったのでないことは、タイラーを睨にらむ目つきからも明らかだ。

「続けよ」

「はい。とにかく、僕の提唱するのは、銀河を動かして、ジェーンをよける。というか、やりすごす作戦なんだ」

「恐れながら大統領閣下にお尋ね申し上げる」

　挙手して発言を求めたのは、丞じよう相しようニムだ。

「どうぞ」

「口で言うのはたやすいが、銀河を動かすなどと途と方ほうもないこと。閣下には根拠がおありか？　それとも……。単なる思いつきでこの対策会議、徒いたずらに貴重な時間を浪費しているだけではないのか？」

「それに関しては、心配御無用」

　カン少佐が助け船を出した。

「詳しよう細さいは後で申し上げるが、この作戦は確かにタイラー閣かつ下かの思いつきにヒントを得てはいるが、ちゃんとした科学的な裏付けがあります」

「しかし……」

　ニムの表情はなお、釈しやく然ぜんとしない。

「ジェーンは、銀河が少々動いたからといって、みすみす美味おいしい餌えさである我われ々われの星々を見過ごしてくれるであろうか？　今までにわかっているジェーンの習しゆう癖へきからして、動いた銀河を追いかけて来るであろうことは必ひつ定じよう……」

「それです」

　すかさずタイラーは言った。

「確かにジェーンがコースを変更するであろうことは、十分予測できる。だから、ぎりぎりまで引きつけておいて、必要最小限の動きで、ジェーンをかわす。そう、闘とう牛ぎゆうのようにね……」

「簡単に言われるが……」

「丞相」

　タイラーは、やや真ま顔がおで、

「ジェーンのスピードを、考慮願いたい」

「は？」

　一瞬なにを言われたのかわからず、ニムは首をひねった。

「ジェーンのスピードだと？」

「はい」

「恐るべき、速さだということしか……」

「それこそが、こちらのつけ目です」

　タイラー、ここぞと磐ばん石じやくの自信をもって、

「僕はこれを『ジェーンは急に止まれない』作戦と名づけた」

「なんですと……」

　末席のほうから、思わず嘲ちよう笑しようが漏もれた。緊きん迫ぱくした雰囲気には、あまりにもそぐわない作戦名だったからだ。

「閣下らしい……」

　アンドレセンも、思わず小声でくすっと笑う。

「なんというセンスだ……」

　思わず漏もらすニムに、

「そうかなあ……」

　と、タイラーは首をひねる。

「僕としては、『宇宙の嵐』作戦などというよりも、よほどセンスのある、いいネーミングだと思うんだが……」

「それでよい」

　アザリンが、さすがにこれには苦笑しながら言った。

「だがタイラーよ。それで本当に、ジェーンはかわせるのか？」

「一時的には」

　タイラーはうなずいた。

「カン少佐の試算によれば、やりすごされたジェーンは、また戻って来ます」

「そうれみろ」

　勝ち誇ったように、セトラが言った。

「所しよ詮せんはその場しのぎの、一時の奇策」

「そうだよ」

　悪びれもせずに、タイラーは言った。

「これは本当に、その場しのぎの、思いつきの、一時の奇策でしかない。言ってみれば、姑こ息そくな時間稼ぎだ」

　再び、満座がどよめいた。

「で、タイラーよ」

　セトラが口を開いた。

「その作戦が一時的に成功したとして、怒りに燃えたジェーンが、再び銀河にＵターンして戻ってくるまでに、はたしてどれほどの時間が稼かせげるというのだ？」

「うん」

　タイラーはうなずいた。

「実は、あまり時間は稼げない。たったの一万年ほどだ」

「それみろ、たったの一万年とは。底が見えたわタイラー……」

　言いかけたセトラだが、思わず、

「なにっ！」

　と叫んだのはだいぶたってからであった。

「一万年だとお？」

「はい」

　タイラーに代わって、カン少佐が答えた。

「たかだか、一万年です。ジェーンが減速し、戻って来るのは……。試算の結果、そう出ました。どんなに早くとも、一万年かかります。ジェーンの尋じん常じようでない、速度をもってしても。否いな、なればこそ……」

「それだって、悠ゆう久きゆうの銀河の営みからすれば、ほんの瞬またたきするほどの時間でしかない」

　タイラーが補足した。

「たったの一万年。この一時しのぎの作戦で稼げる貴重な時間だ。ジェーンも、今度来るときは用心しているだろう。同じ手は二度と通用しないかも知れない。つまり、一度こっきりの、本当に姑息な作戦なんだ。僕の奇き抜ばつな発想をもってしても、これ以上の作戦は思いつかなかった。笑ってくれていいよ」

　誰だれも笑わなかった。

「一万年……」

「そ、それだけあれば……」

「少なくとも、我われ々われには関係ない脅きよう威いですな……」

　あちらでこそこそ、こちらでざわざわ、無数の囁ささやきが漏もれたが、その意い図とするところはどれもみな、だいたい同じであった。

「そうなんだ」

　タイラーは言った。

「これは考えようによっては、実に無責任な作戦なんだ。我々の苦労を、一万年後の子孫に押しつけて、我々はしばしの太平の眠りを貪むさぼろうというのだからね。でも、たかだか半年で、他に打つ手はない。ほんの一万年の安息。それから先は、俺おれァ知らない、だ」

「なるほど……」

　丞相ニムは唸うなった。

「まことに無責任大統領の、面めん目もく躍やく如じよたる作戦じゃ」

「一万年後、人類は今より遥はるかにすぐれた叡えい智ちと技術力をもっていると信じたいね。いや、信じるしかない」

　タイラーは笑って、

「ジェーンを消しよう滅めつさせるか、それとも遥か別の新天地に移住を完了しているかな。もっともそうなる前に、別の理由で滅ほろんでいる可能性のほうがよっぽど濃厚だが、それだって別に我々の責任というわけじゃないからね。知ったこっちゃない。とにかく、笑ってくらそう一万年。あとは野となれ、山となれだ」

「あっぱれ！」

　アザリンが叫んだ。

「さすがは朕ちんの、パコパコじゃ！」

「痛み入ります、陛へい下か」

「だ、だが……」

　頰ほおをプルプルと震わせ、御用学者のセトラは唸った。ぶよぶよに太った、見るからに陰いん険けんそうな外見の男だが、実際の中身は遥かにそれを上回る。聞けばあの、ワングの遠縁にあたる男とか。体格こそ対照的だが、性格は似ている。

「タイラーよ、それにしても、銀河を動かすなどという絵え空そら事ごとが、本当に可能なのか？」

「絵空事では、ありません」

　カン少佐が、猛然と反はん駁ばくした。

「今からその作戦を、技術的に御説明申し上げる」

「しかと、聞かせてもらおうか」

　ここまで来てはセトラも引きさがれない。

「まず」

　テーブル中央の三次元スクリーンに、再び映像が出現した。今度は誰だれの目にもはっきりとわかる。銀河だ。人類の、いまのところ唯ゆい一いつの、生活の場だ。

「銀河の中央部分に、ひとつの巨大なフィールドを建設します。言ってみれば、銀河移動のためのエネルギーを供給する、心臓部分です。つまり銀河をひとつの宇宙船に見立てれば、そのエンジン部分ということになりますね。細こまかい説明は省はぶきます。どうせ、言っても皆さんには理解できないでしょうから……」

「動力源は、なんだ？」

　嚙かみつくような調子で、セトラが訊きいた。

「銀河を動かす、動力源は？」

「星です」

　涼すずしい顔で、カン少佐は言った。

「星？」

「正確には、超新星です。スーパーノヴァですね。人工的な超新星をいくつか人工的に発生させ、それをエネルギー源といたします」

　なんとも野の放ほう図ずな、作戦であった。

「どうやって？」

「まず」

　カン少佐の説明は続く。

「末期の赤せき色しよく巨きよ星せいを何個か集め、ワープフィールドで包んで銀河中央に運びます。そして、集めた赤色巨星に向けて、無限粒子砲を撃うち込みます。あとは星の重力崩ほう壊かいが加速されて、自動的に……ボンです」

「簡単に言ってくれる」

　セトラが毒づいた。

「ええ、簡単に言っています」

　カン少佐は、意に介かいさない。

「実際には多大な手間がかかりますが、技術的にはすべて可能なことです。そのためのプロジェクトチームも、すでに動いております」

「ワシはそんなこと、全然知らなかったぞ」

「ほとんどの人類は、気づいておりません。それどころか、ジェーンの存在すら。なにせタイラー閣下が、苦肉の策の法外なインフレ政策で、汎はん銀河共和国国民の目を、すべてジェーンからそらしておしまいになりましたからね。みごとな隠いん蔽ぺい策さくです」

「そうだったのか……」

「しかしどこまでも、無責任な」

「後あとの収しゆう拾しゆうを、全然考えておられぬ」

「そこがまあ、タイラー大統領らしいというか……」

「あとは……」

　カン少佐の説明は続く。

「発生した膨ぼう大だいな超新星の爆発エネルギーを、コンバーターフィールドで転換して、銀河移動のエネルギーといたします」

「できるのか？」

「できるから、言っております」

　カン少佐の自信は、揺るぎない。

「銀河の頭脳を、結集すれば……」

「察するところ」

　どこまでもひがむ、セトラであった。

「その頭脳の中に、ワシは含まれておらんようだな……」

「セトラ」

　アザリンがたしなめた。

「いいえ、申します。言わせてください、陛へい下か」

　セトラは譲らない。

「いかにタイラー大統領が地球人でも、今回の作戦、あまりに地球人が主導権を握りすぎではないでしょうか？　こちらには一言の相談もなく、すでに計画は進行中という。これぞまさしく事じ後ご承しよう諾だくの極きよく致ち。ラアルゴンの科学者として、これは納なつ得とくしかねます。ラアルゴンの頭脳が、ここまでコケにされて……。ラアルゴン皇帝として、陛下は歯がゆくはないとおっしゃるのですか？」

「セトラ」

　嚙んで含めるように、アザリンは言った。

「もはや、惑星連合もラアルゴンもないのだ。ともに、手をたずさえ、一致協力しなければ、この危機は……」

「私は」

　セトラは席を蹴けって立ち上がった。

「私は、誇り高きラアルゴンの科学者として、このような一方的なプロジェクトには、協力しかねる！　いくら陛下のお達しでも……」

　そのまま後も振り返らずに、憮ぶ然ぜんとした表情で会議場を立ち去る。取りつく島もないとはこのことだ。

「狭きよう量りような……」

　アザリンが歯ぎしりした。

「陛下……」

　タイラーが、アザリンを見た。

「よい」

　吐き棄すてるように、アザリンは言った。頰ほおが紅こう潮ちようしている。握った拳こぶしが微かすかに震えた。

「あのような協調性のない漢おとことは思わなんだ。顧かえりみずともよいぞ」

「ですが、セトラ博士は、名にし負うラアルゴン学会の重じゆう鎮ちん。彼の協力が得られねば、我われ々われは文字通り片方の車輪を欠くことになってしまいます」

　カン少佐が言った。

「残念ながら、我々惑星連合の、技術陣だけでは……」

　憂ゆう慮りよしていた事態が、早くも起きてしまった。計画開始早そう々そうにこれでは、先が思いやられるというもの。しかし、この局面にもタイラーは、いたって平静。というか、いつもとまるで変わらない。

「いいじゃないか、カン少佐」

「しかし……」

「陛下もああおっしゃっておられるし、やりたくないという人を、無理に誘う必要もない」

「でも……」

「だいたい、いま追いかけてって説得しても、あの調子じゃこじれるだけだと思うよ」

「ええ、まあ……」

　確かにその通りなので、カン少佐も黙ってしまった。もともと彼も、あまり協調性のあるほうではない。というか、科学者という人種は誰だれでも自分が宇宙でいちばん偉いと思っているので、協調性など端はなから期待するほうが無理という話もある。

「困りましたな……」

「ところで、タイラー大だい統とう領りよう」

　丞じよう相しようニムが訊きいた。

「さきほどの、超新星の話だが……」

「はい」

「銀河を動かすほどのエネルギーだ。そうおいそれと得られるはずもない。よほど大きな質量の恒星が必要になると思うが、末期の赤せき色しよく巨きよ星せいなど、そういくつも存在するのかね。なるほど銀河に星は無限にあるが、条件に合った星をいまから探すとなると……」

「その点でしたら、御心配なく」

　タイラーはけろっとして言った。まるで心配していない。

「ちょうど手て頃ごろな赤色巨星でしたら、ほれ、この近くにもひとつありますし……」

「なに？」

　ニムは一瞬、我が耳を疑った。

「この近くじゃと？」

「はい」

　うなずくタイラー。

「目と、鼻の先です。質量も、色温度も申し分ない。無限粒子砲を打ち込んで重力崩ほう壊かいを促進してやれば、今すぐにでも立りつ派ぱな超新星になるでしょう。こいつは立派な、銀河移動のためのエネルギー源になりますぞ」

「そ、それはまさか……」

　唇くちびるを震わせ、ニムは言った。

「我が母なるラアルゴンの緋あかき太陽、ＡＲＡ─[image: ]のことを言っておるのではあるまいな」

「ピンポーン！」

　タイラーは叫んだ。

「さすがは丞相閣下、よくぞおわかりで」

「ぐ……」

　ニムは一瞬押し黙った。怒りでものが言えなくなったのだ。

「許せん！」

　やがて、そう一言。

「我が神聖なる太陽を、そのような目的のために使うなどと……」

「ええ、でも」

　場の雰囲気が次し第だいに険悪になるのにも気づかず、タイラーは言った。

「そんなこと言ってたら、銀河は滅ほろんでしまいます。背に腹は代えられませんよ、ネッ！」

「わ、我々ラアルゴンに、母星を持たぬ、流る浪ろうの民たみになれとおっしゃるか！」

「な～にをおっしゃる」

　タイラーは丞相の深刻な表情を笑い飛ばした。

「もともとＡＲＡ─[image: ]はとっくに寿じゆ命みようのきた不安定な星。そうでなくとも膨ぼう脹ちようが著いちじるしいので、移住先を捜さがしておったのでしょうが。それが、華はな々ばなしく最後を迎えられる上に、銀河のお役に立つのですよ。こ～んないいことがありますか。まさしく渡りに船」

「ち、地球人などに……」

　ニムは抑おさえた声で言った。目が完かん璧ぺきにすわっている。

「我々の、母なる星に対する愛着が、わかってたまるか」

　ニムのその台詞せりふが、契機であった。

「そうだそうだ！」

「これはラアルゴンに対する冒ぼう瀆とくである！」

「タイラー、許すまじ！」

　会議場の半分が騒そう然ぜんとした。罵ば声せいに近い、いや、もはや罵声そのものの絶ぜつ叫きようが乱れ飛ぶ。

「タイラー大統領を、罷ひ免めんせよ！」

「全権を剝はく奪だつ！」

「いや、まだ生ぬるい。国家侮ぶ辱じよく罪ざいで死刑に処すべきだ！」

　どうにもこうにも、収しゆう拾しゆうがつかない。

「黙れ！」

　そこへ再び、雷かみなりの如ごとき一いつ喝かつ。

　今度は宮廷警護隊長の、アンドレセンから発せられたのであった。

　テーブルを、ドンと叩たたく。

「みんな」

　一瞬、気を抜かれた会議場の中、アンドレセンは言った。

「気持ちはわかる。だが、ここはひとつ、皇こう帝てい陛へい下かの意見を聞こうじゃねえか」

　誰だれもが呆あつ気けに取られて、思わずアザリンのほうを見た。

　一様に、何かを求め、訴えるような目だ。

「朕ちんの……」

　アザリンは静かに言った。

「朕の気持ちなら、最初からはっきりしている」

　ごくんと、数十の喉のどが一いつ斉せいに鳴ったかのようであった。

「タイラーを大統領に任命したときから、彼にはすべてを任まかせておる」

「し、しかし……」

　ニムが慌あわてて、アザリンにすがった。

「言ったはずだ。タイラーとも約束した。なにがあろうとも大統領の任期は一年。それだけは全まつとうさせるとな。それが聞けぬというのなら、諸しよ卿けいらは朕をも敵に回すことになるぞ」

　今度はぐっと、悔くやし涙をこらえる声が、会議場に充満したかのようであった。

「し、しかし、それではあまりに……」

「朕とて、あの緋あかき太陽に愛着がないわけではない」

　毅き然ぜんとして、皇帝は言った。

「むしろ、惜おしむ気持ちは誰よりも強いと自負しておるわ」

「陛下……」

「しかし、民たみ草くさの命には代えられぬ。そうであろう。もし、タイラーめにその責めを負わせようというのであれば、彼を任命し、全権を委ゆだねた朕こそ糾きゆう弾だんされねばならぬ」

「…………」

「朕は、その責任を負ってもよい。しかし、それはジェーンの脅きよう威いが去って後だ。それまでは、朕は名ばかりの皇帝ではあっても、銀河に生きとし生ける、すべての生命に対して責任がある。いちばん大たい切せつなのは、そちらの命と、そちらの子供らの未来。そうでなくてはならぬ」

「御ご立りつ派ぱです、陛下」

　うなだれたまま、ニムは言った。

「臣は今ほど、立派な君主を仰あおいで誇らしいと思ったことはありませぬ。それに比くらべて臣らは、器うつわが小そうございました」

「では」

　アザリンは晴ればれとした顔で、言った。

「この計画の件は、今まで通りタイラーに一任してよいのだな」

「御ぎよ意い」

　その場にいたすべてのラアルゴン人が畏かしこまったことは言うまでもない。

「そうか」

　ここでアザリン、会心の笑みを漏もらし、

「では、これにて閉会とする──」

　そう、言おうとした直後であった。

　不意に、会議場のテーブルの下で、なにかが閃せん光こうを発した。

　爆弾テロであった。

「陛下──！」

　咄とつ嗟さに、傍かたわらにいたアンドレセンはその力強い腕に、陛下の玉ぎよく体たいをかき抱いだいた。

「危あぶねえ！」

　その直後に、無数の破片と爆風とが満座を襲おそった。










　第七章　想いそれぞれ




　戦争には、金がかかる。

　膨ふくれ上がった艦隊に補給物資を施ほどこし、数十万の乗組員に食わせるだけでも、実は大変なことなのである。

　イサムは今、兵へい站たんの難むずかしさということを、身をもって痛感していた。数十万人の兵力はまた、数十万の胃袋でもあるのだ。食糧の残量と、今後の食事配給量とを『揖い斐び』ブリッジのコンピューターでシミュレートして、暗あん澹たんたる気持ちになった。どう計算しても、食糧はあと一週間ともたない。すでに生鮮品、特にビタミンとミネラルには不足をきたしていた。就中なかんずくジャン・ジスカール・ガロワが連れてきた名ばかりの艦隊にはことのほか婦女子が多く、赤ん坊のミルクは特に足りない。

「どうやら」

　首っぴきでやりくり算段していると、冷やかし半分でスナガ大佐が覗のぞきに来た。

「フォーマルハウト侯こうは艦隊司令官よりも、輜し重ちよう兵のほうが天職のようですな」

　そのへんの主しゆ計けい将校よりも、よっぽど熱心に計算に没ぼつ頭とうしていたイサムは、思わずムッとして振り返る。

「どうやらその苦労も、報われそうにないよ」

「弱よわ音ねを吐くな」

　スナガはイサムの肩を叩たたき、

「タイラー閣かつ下かも、同じ苦労をしてきたんだ」

「閣下には、もっと有能なブレーンがついていましたからね……」

「悪かったな」

「それに、全人員の七割が非戦闘員なんていう軍隊を指揮したことは、おそらく閣下もないでしょう。戦力の割に、食う量だけはすさまじくて……」

「そこがまあ、おまえさんの将としての器うつわが問われるところだ」

　内心イサムに同情しながら、スナガは苦笑した。

「連中の面めん倒どうをきちんと見て、最後まで飢うえさせないでいられれば、それだけで評価はぐんと高まるからな」

「どうやって、飢えさせないっていうんですか？」

　イサムは嚙かみついた。

「艦隊の食糧再生プラントを総動員しても、あと一週間分の確保が精せい一いつ杯ぱいなんですよ」

「そこをなんとかするのが、おまえの……」

「秘ひ訣けつがあるなら、勿もつ体たいぶってないで教えてくださいよ」

「そんなもんがあれば──」

　スナガもついに、馬ば脚きやくを現す。

「あれば、とっくに教えている」

　二人は顔を見合わせ、しばらく悩んだ。

「こんなときに、悩まないでいられるなんて……」

　イサムは心底思った。

「タイラー閣かつ下かは、つくづく偉大だったんだなあ……」

　自分がやってみてわかる、先人の偉大さというやつである。

「で、どうする？」

「そうですね……」

　イサムは投げやりに言った。

「あとはもう、略りやく奪だつでもするしか……」

「俺おれはタイラー閣下ほど偉くも、ヤマモト閣下ほど有能でもないが、これだけは自信をもって言える」

「なんですか？」

「いくら兵ひよう糧ろうが不足したからといって、略奪はいかん。有史以来幾いく多たの英雄は、それで兵と民衆の支持を失っている」

「そんなことに、自信をもってもらっても……」

「どこかに、食糧の調達できる惑星があればいいんだがなあ……」

「無理ですよ」

　モニター画面を星系図に切り替えながら、イサムは言った。

「このあたりの惑星は不ふ毛もうな惑星ばかりで、本当の辺へん境きようなんです。だからこそ、ほとんど抵抗らしい抵抗も受けず、ここまで来られたんですが……」

「それだ！」

　スナガがポンと、手を叩たたいた。

「敵だよ！」

「敵が、どうかしたんですか？」

「だから、食糧だよ」

「敵が、食糧をくれるわけがないでしょう」

「くれはしない。ただ、運んで来てはくれる」

「なるほど！」

「略奪も、相手によりけりさ。非戦闘区域から調ちよう達たつするのは略奪だが、敵の軍隊と戦ってこれを分ぶん捕どるのは略奪とは言わん。立りつ派ぱな作戦だ。そうだろう」

「でも……」

　すぐにイサムは、暗い表情に戻ってしまった。

「そう調子よく、敵が現れてくれるでしょうか？」

「フジ准じゆん将しよう！」

　オペレーターが叫んだのは、そのときであった。

「敵です！」







「前方に敵艦隊。数およそ三千！　広範囲に展開しています」

「待ち伏せか」

　オペレーターから報告を聞いたとき、イサムは思わず唸うなった。数ではこちらが二倍以上の優位にあるが、その内情はほとんどが非戦闘艦なのである。おまけに弾薬も不足しがち。乗員の練れん度ども、士気も低い。

「まともに戦って、勝ち目はないな……」

「ですからそこは、司令官の腕で」

　スナガがけしかける。

「この一戦に勝てば、司令官の将としての名声は、不動のものとなるでしょう」

「勝てればね」

　イサムはため息をついた。

「もしも負ければ？」

「もちろん地に墜おちます」

「だろうな……」

　現実は常に厳きびしい。

「ま、やってみるか」

　実際には選択の余地はなかった。イサムは目の前のこの艦隊に、戦って勝つしかなかったのである。

『盟めい主しゆフォーマルハウト侯こう』

『同志イサム・フジ』

　右側の通信スクリーンに艦かん隊たい奉ぶ行ぎようのガルグル・ド・ランゲ、左側に革命闘志のジャン・ジスカール・ガロワが、ほとんど同時に現れた。

『ここは断だん固こ、中央突破あるのみですぞ』

　ランゲが言えば、

『逃げよう、イサム。ここは逃げるしかない』

　と、ガロワは主張する。

『断じて行えば鬼き神しんもこれを避く。戦って勝利を勝ち取るためならこのランゲ、命は惜おしみません』

『イサム、わかっているだろうが君には、本艦隊の非戦闘員である婦女子を守る義務がある。無む謀ぼうな戦闘は極きよく力りよく避さけ、逃げるのだ』

『侯、敵は賊ぞく軍ぐんです。天の利はこちらにあります。負けるはずがございません。どうぞ御決断を……』

『いいか、イサム。市民革命という遠大な理想を達成するためには、目先の名誉にばかり捕とらわれてはいけない。ここは、明日の栄光のために、甘んじて逃げるのだ。戦うことも勇気だが、逃げることも、ときには勇気だということを、忘れてはいかん！』

　ランゲとガロワ、生まれも育ちも、ポリシーも、イデオロギーも主義主張も、ことごとく対照的な二人である。その二人がイサムの下で、左右の幕ばく僚りようを務めていること自体、偶然とはいえひとつの奇跡のようなものだった。呉ご越えつ同どう舟しゆうどころの騒ぎではない。

『明日のために、今日の屈くつ辱じよくに耐えるのだ。それが男だ！』

『侯、漢おとこだったら戦って戦って戦い抜いて、ひとつでも多くの敵をやっつけて、死ぬべきじゃないんですかい？』

「うるさいぞ！　おまえら！」

　ついにイサムは、キレた。

「左右で好き勝手なことを、ギャーギャーわめきやがって！　これは僕の艦隊だ。僕がやる。僕が好きなようにやる！」

「司令官……」

　オペレーターが、恐るおそる言った。

「いちいちうるさいぞ、今度はなんだ？」

「敵艦隊の司令官が、交信を求めています」

「またか……」

　イサムはいささかげんなりした口調で、

「で、今度は誰だれだ。どうせすんなり勝たせてはくれないだろうな。タイラー閣かつ下かの幕僚には、人材は掃はいて捨てるほどあるからな。だが僕にだって覚悟はある。もう誰が来たって驚くもんか。今度は誰だ？　ヤマモト閣下か、それともドム提てい督とくか？」

「それが……」

　オペレーターの声が、くぐもった。

「そのう……」

「いいから繫つなげ！」

　癇かん癪しやくを起こすイサム。

「これは命令だ！」

「では……」

　次の瞬間、正面スクリーンに巨大な顔が映った。

『イサム～！』

「あちゃ～！」

　覚悟はできていた。しかし正面スクリーンの中年男は、その覚悟すら遥はるかに上回る存在であったのだ。

『なんということを……。さあ、今からでも遅くない。さっさと降こう伏ふくするのだ。このワシが、一いつ緒しよに皆に頭を下げて回ってやるから』

「親おや父じ……」

　なんと敵の艦隊司令官は、イサムの父親、ススム・フジ大将であったのだ。参謀総長自みずからの出陣である。

「まいった……」

　はっきり言ってこれは、イサムにとってはヤマモトやドム以上に戦いづらい相手であった。意味こそ違うが、もっとも戦いたくない相手であった。ひょっとすると、タイラーやアザリン以上に──。

『さあ、イサム。悪いことは言わん。すぐに降伏するのだ。うまくすると、降格と謹きん慎しん処しよ分ぶんくらいで許してもらえるかも知れんからな』

「こ……」

　イサムは思わず唸うなった。

「姑こ息そくな！」

『なにをしておる。これ以上ワシに、迷めい惑わくをかけんでくれ。世せ間けん体ていが……』

「お、親父」

　ふと、ある考えがイサムの脳のう裏りに浮かんだのは、その瞬間であった。

「もしかして……」

　怖こわ々ごわ、訊きいてみる。

『なんだ？』

「もしかして、親父をここに来させたのは……タイラー閣下じゃあ」

『ど、どうして！』

　その瞬間の、フジ大将の表情こそ見ものであった。

『どうして、それがわかったのだ？　イサム』

「やっぱり……」

　イサムは思わず顔を押さえた。メゲつつも、タイラーの采さい配はいの妙みようを再認識せざるを得なかった。タイラーはキラ星のごとき宿将たちの中から、わざわざ作戦指揮官としては無能に近いフジ大将を選んでよこしたのだ。イサムがもっとも苦にが手てとする相手と見越して……。

「怨うらみますよ、タイラー提督……」

　まさにタイラー、恐るべしであった。

『さあ、イサム』

　フジ大将は性しよう懲こりもなく、呼びかける。

『降伏しなさい』

「嫌いやだ！」

　イサムは叫んだ。

「断じて降伏などしない！」

『な、何を言う！』

　フジ大将は狼ろう狽ばいした。

『イサム、父さんにはわかっているんだ。おまえが悪い仲間にそそのかされて、無理やり叛はん乱らんに結けつ託たくさせられたのを……。おまえは本当はいい子なんだ。怒ったりしないから、帰ってきなさい』

「父さん」

　確たる決意をその表情に漲みなぎらせ、イサムは言った。

「あなたからその言葉を聞かされるのは、何回目でしょうね」

『なに？』

「前に、アシュラン事件のときも、似たような放送を聞きましたっけ。それから、そうそう、それ以前に、今とまったく同じ台詞せりふを聞いた覚えがありますよ。あれはまだ僕が、中学時代だった」

『な、何を言っているのだ……』

「僕が家にいづらくなって、家出したときです。フジ家の義母おかあさんと、折り合いが悪くて、しばらく友だちの家に厄やつ介かいになったことがあったでしょう」

『そ、そんなこともあったっけな……』

　しどろもどろで、フジ大将は言った。

「ごまかさないでください。あのときも父さんは、同じことを言ったのですよ。怒ってないから、帰って来いと。それを信じて帰った僕が、どれほど怒られたことか……」

『そ、そうだったか……』

「あれで僕も、少しは利り口こうになりましたからね。二度とあなたの言うことを、真まに受けたりはしませんよ」

「確かに……」

　横でクスッと笑ったのは、スナガ大佐である。

「今から帰ったら、怒られるのはそのときの比ではあるまいな」

『こ……』

　血管の浮いた表情で、フジ大将は叫んだ。

『このワシに向かってそんな偉そうな口をききおって！　いったいおまえは、このワシをなんだと思っているのだ？』

「父親です」

　しれっとして、イサムは言った。

「それ以上でも、以下でもありません」

『言うたな！』

　烈れつ火かの如ごとく怒り、フジ大将は吠ほえた。もっともイサムにとっては、見慣れたせいもあるがそんな父親の怒りなど、怖くもなんともない。怖いものなら、もっと他にいくらでもある。

『もう貴き様さまとは、父でもなければ子でもない。銀河が火急のこの時期に、不ふ埒らちな狼ろう藉ぜき三ざん昧まいをはたらく不届き者め！　銀河万民になりかわり、このワシが成せい敗ばいしてくれん！』

「どうぞ」

　イサムはそう言って、こちらから一方的に通信を切った。

「できるものなら──」

　イサムの肚はらは、不思議にすわった。

　あるいは──、

　フジ大将をよこしたタイラーは、この親子の交こう渉しようが決裂することも、事前に予想していたかも知れないなとイサムは思う。それとともに、彼にとっても苦肉の采さい配はいであったかも知れない。なにしろジェーンの脅威は刻一刻、銀河に迫りつつあるのだ。いくら人材が豊富とはいえ、辺境の叛乱にまで、そうそう有能なブレーンを割さいてはいられない。フジ大将あたりが、せいぜいか──。

　とにかく、

　やるしかない。

「敵艦隊、左右に展開します！」

　オペレーターが悲ひ鳴めいを上げた。

「こちらを一いつ挙きよに包ほう囲い殲せん滅めつするつもりのようです」

「愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

　イサムは鼻で笑った。

「徒いたずらに兵力を分散させて、なんになる」

　息子であるイサムの目から見ても、フジ大将は三流の用兵家である。せいぜいが、アンダーソン長官の下でヨイショに明け暮れ、たまに意見を求められても、

「おっしゃる通りです」

　とか、

「さすがは長官、到とう底てい私どもの考え及ぶところではありません」

　とか言って、適当にお茶を濁にごしているのが関の山の参さん謀ぼうなのである。

　言わば、恐怖の〝うなずき参謀〟なのであった。外見にこそ少々威い厳げんはあるが、底は知れている。ましてそんな父のすべてをすでに少年時代に看かん破ぱしてしまった、イサムであった。

　その点タイラーはおちゃらけてはいても、自分の作戦はきちんと通す。そこがイサムから見て、父とタイラーとの、決定的な差であった。

　確かに戦いにくい相手ではあるが、単純に敵として見るならば、恐ろしくもなんともない。クローンが十人ほど束たばになってかかってきても、鼻息で吹き飛ばしてみせる。

「問題は、こちらの艦隊が、僕のいうことを聞いてくれるかだな……」

　いちおう分散した敵には、一点集中突破というのが、幼年学校でも教えてくれた、用兵の定じよう石せきであった。だがそれは、よく訓練された艦隊を用いてこそ初めて、効果を発はつ揮きする。自分で言うのも情けないが、イサム艦隊は文字通り烏合の衆の寄せ集め。とてもまともな艦隊とは言えないのだ。優まさるのは数だけ。

　そう、数だけの艦隊と言っても過言ではなかった。

「数、か……」

　イサムはつぶやく。じっと考えるときに椅い子すに軽く腰掛け足を組み、やや前かがみの姿勢で親指の爪つめを嚙かむのは、彼の癖くせである。

「やってみるか……」

　突とつ拍ぴよう子しもない作戦を、彼は思いついた。あとは決断を下くだすかどうかである。成功の確率は、自分でも五分五分といったところだ。まともな参謀や、幼年学校の教官なら、頭ごなしに反対するに決まっている。そんな作戦だ。奇計である。成功すれば、イサムの名は高まる。しかし、失敗すれば、後のちの世までも笑い飛ばされるであろうことは必ひつ定じようの作戦であった。

『ままよ！』

　イサムは決意した。

『もしここで失敗したら、僕はここまでの人間だ』

　これは傍はたから見ると豪ごう胆たんで、カッコいいように見えるが、実は一種の思考停止なのである。運を天に任まかせることもまた、考えようによっては無責任の極きよく致ちなのであって、決して褒ほめられたことではない。まして多数の命を預かる身には、なおさらである。

　しかし──、

　イサムは賭かけた、勝利の可能性に。

　この局面で勝たねば、それも派は手でに勝利せねば、彼の目もく論ろむ計画は、到とう底てい実現不可能なのであった。

　彼は命じた。

「全艦、エンジン停止！」

「え、エンジン停止？」

　操そう舵だ手しゆが、思わず振り返る。

「本気ですか？」

「本気だとも！」

　イサムに代わり、そう答えたのはスナガである。

「いちいち訊きくな。提てい督とくの命令は絶対だ」

「は、はい……」

　もうどうにでもなれという表情で、操舵手は叫んだ。

「全艦、エンジン停止！」

『なんと！』

『正気か？』

　左右のスクリーンでは、ランゲとガロワとが、それぞれの流りゆう儀ぎで驚いた。

『狙ねらい撃ちされますぞ』

『敵に捕つかまってしまう！』

「いいから！」

　イサムは叫んだ。

「言われた通りにしろ」

『どうなっても、知りませんぜ』

『我われ々われを軍に売ったら、承知しないぞ！』

「そのときはそのときさ」

　イサム艦隊の全艦が、一いつ斉せいにエンジンを停止する。訓練されていないので、いささかのタイムラグはしかたがない。

「まずは、すんなり言うことを聞いてくれたか」

　安あん堵どの表情のイサム。

「いやいやですけどね……」

　スナガはどこまでも口さがない。

「上じよう出で来きさ」

　イサムの対応も、慣れてきた。

　それからやおら、通信手に向かい、

「これから言う内容を、麾き下かの全艦に通達してくれ。敵に傍ぼう受じゆされないように、レーザー通信で……」

「はい」

　通信手はうなずいた。

「なんと伝えますか？」

「うん」

　二分後──、

　イサムから作戦内容を聞かされた通信手は、口をあんぐりと開あけたまま、返す言葉がない。

「そんな……、うまくいきますか……」

「一歩間ま違ちがえば、全ぜん滅めつだ」

　イサムは言った。笑ってはいたが、さすがに口元がひきつっている。

「無む謀ぼうです」

　オペレーターも、通信手の肩をもつ。

「無謀もなにも、やるしかない。他に手があるか？」

　一同、黙って首を振る。

「すでにエンジンは切っちまった。もう遅いぜ」

　スナガが言った。珍しく顔色が蒼そう白はくだ。

「さあ、提督の作戦が裏と出るか表と出るか、賭けるぞ」







「敵艦隊が一いつ斉せいに機関を停止しました」

　オペレーターの報告に、

「なにっ？」

　と、フジ大将は椅子から腰を浮かした。

「イサムめ、何をやるつもりなのだ？」

「砲撃しますか？」

　そう聞いたのは、アキヒコ・ヒラカワ中将である。

「絶好のチャンスですが……」

「ま、待て！」

　フジ大将は慌あわてて制した。

「撃ってはいかん！　罠わなかも知れん」

「しかし……」

「あいつはタイラーの弟で子しを吹ふい聴ちようしておる。どんな奇策を弄ろうしてくるかわからんぞ」

　そうは言ったもののフジ大将、実はさすがに息子を撃つのはためらわれたのである。

　ところで──、

　もし仮に、ここで発砲していたとしたら、イサム艦隊の被害はただではすまなかったのである。全滅とは言わないまでも、多大なる損害を出し、勝敗の行方は一瞬で決していたに違いない。

『なぜ撃たなかったのか？』

　とはこの戦いのあと、フジ大将に集中した当然の非難である。

『我が子とはいえ、決断が甘い。絶好の勝機を逸いつした。フジ大将は艦隊司令官失格である』

　と、もうさんざんである。中には、

『銀河を股またにかけた馴なれ合いの親子茶番』

　という辛しん辣らつな評さえある。それもあながち、根拠のないことではない。

　なぜなら──、

　イサムの作戦の中なかに、父親は撃たないだろうという目論見も、当然含まれていたのである。否いな、それどころか、作戦自体の根拠が、そこにあった。もしフジ大将が発砲を命じていたら、文字通り銀河の歴史は変わっていたのである。もしかしたら、イサム・フジの生涯さえ、ここで終っていたかも知れないのだ。

　ともあれ、

　彼の狙ねらい通り、フジ大将は撃たなかった。この時点でイサム・フジの奇き抜ばつな作戦は、半分成功したも同じであった。







「冷や汗もんだぜ……」

　ひとまず虎こ口こうを脱し、本当に汗を拭ぬぐいながら、スナガは言った。

「しかし親おや父じさん、よく撃たなかったもんだぜ。感心すらあ。それにしても提督、よくわかったな」

「ええ、まあ……」

　イサムは言葉を濁にごした。自信があったとはいえ、彼もほっと胸をなでおろしている最中である。

「長い付き合いですから……」

　当然、そう言う口の下では、

『あの人が、ああいう人で助かった』

　と、生まれて初めてイサムは父の性格に感謝したのである。

「さてと」

　作戦は第二段階に移行する。

「打ち合わせ通りにいこうか」

　エンジンを停止したとはいえ、宇宙空間である。イサム艦隊は当初の方向ベクトルとスピードのまま、慣性で前進を続けていた。フジ大将の討とう伐ばつ艦隊との相対位置は、やがて敵の絶好の射撃位置から死角に入らんとする。

「い、いかん！」

　このときになって、ようやくフジ大将もうろたえた。まさにイサムの、予測した通りの反応である。

「逃がすな！　追え！」

　これほど泥どろ縄なわな対応も珍しい。とにかくフジ大将の艦隊は、イサム艦隊を追う形で方向転換する。

「イサムめ。エンジンを切って忍び足で見み逃のがしてもらおうというわけか。甘いわ！」

　甘かったのは、フジ大将のほうであったのだが──、

「そろそろいいだろう」

　敵の回頭を十分に見届けた上で、イサムはうなずき、命令した。

「総員退たい去きよ！」

「了解だ」

　すでに簡易宇宙服に着替え終っていたスナガがうなずく。

「総員退去！」

　命令一下、『揖い斐び』の乗組員は艦かん載さいの内火艇に移乗する。

　いや、『揖斐』だけではなかった。イサム艦隊の全艦が、それに倣ならった。

「退去！」

　それは、壮そう観かんであった。七千隻の艦隊から、数万隻の内火艇が、一斉に離脱し、虚こ空くうに散ったのである。ちょうど蜘く蛛もの子を散らすようにという表現が、ぴったりだった。

「なに！」

　フジ大将は、その光景に一瞬目を奪うばわれた。

「損傷もしていないのに、艦を捨てるのか！」

　まさに軍人なら、考えもしないことであったろう。船乗りは艦と運命を共にすべしという、大原則にもとる。

「い、いかん。連中を逃がすな！」

　我われに返ったフジ大将が叫ぶ。

「あの内火艇を残さず捕えろ！　一いち網もう打だ尽じんにしろ」

　命令を受け、追討艦隊前衛の駆く逐ちく艦かん群が、殺さつ到とうする。

　その刹せつ那なであった。

　それまでエンジンを停止し、慣性で動いていただけのイサム艦隊の各艦が、一斉にエンジンに点火したのは──。

「なんと！」

　そして、動き出した無人の艦隊が、一斉に回頭する。その艦首は、槍やりのように追討艦隊に向けられた。七千本の、槍である。

　その意い図とに、フジ大将以下追討艦隊の首脳陣が気づいたときには、すでに手遅れであった。あらかじめプログラミングしてあった行動パターン通り、七千発の巨大なミサイル群となった無人艦隊は、最大加速で追討艦隊に向け、ぶちかましをかけたのだ。

「たっ」

　誰だれもが完かん璧ぺきに意表を突かれた。とりわけフジ大将の狼ろう狽ばいぶりたるや、余よ人じんの想像を絶するものがあった。息子に苦もなく、してやられる腑ふ甲が斐いなさ──。

「退避～っ！」

　そう絶ぜつ叫きようするのが、精せい一いつ杯ぱいであった。

　三千の艦隊は、七千の巨大ミサイルを避さけるために、あらん限りの回避運動を試みたが、それはかえって徒いたずらに混乱を招いたにすぎなかった。中には味方艦同士衝突し、無人艦隊に激突されるまでもなく果てる艦もある。

　爆発が、連鎖反応的に爆発を生んだ。さっきまでなにもなかった辺へん境きようの宇宙空間に、大輪の花が撩りよう乱らんと咲き誇る。

　ようやく難を逃のがれたのは、フジ大将の旗き艦かんである戦艦『常陸ひたち』ほか、ほんの数隻にすぎなかった。後はことごとく、無人艦隊の爆発に巻き込まれ無に帰したのである。

「ぜ、全滅……」

　そう言ってよい被害であった。実に全兵力の99パーセント以上を失ったのだ。

「か、完敗……」

　そう言うとフジ大将は、へなへなとブリッジの床にへたり込んでしまった。

「か、閣かつ下か……」

「負けた」

　助け起こそうとするヒラカワ中将の耳に、その情けない声ははっきりと聞こえた。

「い、イサムに、倅せがれめに乗り越えられた……」







「前方宙ちゆう域いきに、巨大なエネルギー反応が観測されます」

　戦場から少し離れたあたり、フジ大将の艦隊の後方には、数隻の護衛駆逐艦とフリゲート艦に守られた補給船団が布ふ陣じんしていた。護衛艦隊の司令官であるアンドリュー・バーミンガム大佐は、駆逐艦『サンダー・チャイルド』のブリッジで鼻歌を歌いながら、のんびりと遠い戦闘を眺ながめていた。

「おう、始まった始まった」

　激烈な戦闘も、遠くから見るとまるで花火である。

「派は手でにやりよる。ま、この忙しいのにご苦労さんってところかな」

　護衛艦隊の任務はおおむね退たい屈くつで単調なものだ。もっともバーミンガム大佐のようなマイペースの軍人にとってはそれがいいところでもある。口ずさむ豊かなバリトンのハミングは、『地球の緑の丘』であろうか。どうせ火の粉はここまでは飛んでは来ないだろうと高をくくっていたバーミンガム大佐であったが、その悠ゆう長ちような計算はあっさりと覆くつがえされることになる。

「大佐！」

　副官が、血けつ相そう変えて叫んだ。

「どうした？」

　くわえパイプで振り向いたバーミンガムは、そこにとんでもないものを見た。

　レーダースクリーンを埋め尽くす、無数の光点を──。

「い、いつの間にか包囲されてます！」

「数は……」

「や、約二万！」

「に、二万……」

　それだけでもう、戦う気も萎なえたバーミンガムである。

　実はその二万隻というのは、言うまでもなくイサム艦隊から脱出した内火艇なのだが、事情を知らない護衛艦隊は、とにかく数に圧倒されて、すっかり度ど肝ぎもを抜かれてしまった。

　そこへ折よく、二万の敵艦隊からの通信が入る。

『こちらはフォーマルハウト侯こうイサム・フジ准将の銀河解放艦隊だ。おとなしく物資を渡し、降こう伏ふくせよ』

「どうします？」

　副官がバーミンガムの顔を見た。

「どうもこうもあるか」

　パイプをくわえたまま両肩をすくめ、バーミンガム大佐は言った。戦う気はさらさらない。

「降伏だ」

「よろしいので」

「構わんさ」

　どうせ雇やとわれて来た戦争さと、宇宙軍予備隊の出身であるバーミンガムは言った。平時には一いつ介かいのタンカー乗りだが、いざ戦争となれば予備士官として駆かり出されるのが彼らの悲しさだ。

「連中の欲しいのは、補給物資だ、我われ々われの命じゃない」

「しかし……」

「いいじゃねえか」

　怒ったような顔で、彼は言った。

「命は俺おれたちのもんだ。しかし、物資はそうじゃない。文句があるか？」

『銀河解放艦隊より船団に告ぐ』

　張りのある太い声が言った。

『これから拿だ捕ほのため、戦闘員を転送する。変なマネをすると、ただじゃおかねえぞ』

「おい！」

　その声にバーミンガムは、弾はじかれたように反応した。

「ミツル！　その声はもしかして、ミツル・スナガじゃないか」

『そう言うおまえは、誰だれだ？』

「忘れたか。俺だよ、アンドリューだよ、巡じゆん洋よう艦かん『ダブリン』で一いつ緒しよだった……」

『なんと、バーミンガムか！』

　スナガの声は弾はずんだ。

『この野郎、まだ生きていやがったか！』

「ああ、あいにくと俺たちは、そう簡単には喧けん嘩か友だちを解消できそうにもない……」

　バーミンガムはパイプに入れたマイミクスチュアに火をつけ、うまそうに煙を吐き出した。

「とにかく来い、どういう経緯いきさつかは知らんが、大歓迎だ！」










　第八章　銀河胎動す




「陛へい下か！」

　爆風に一瞬視界を奪うばわれた大統領タイラーが、開口一番、声振り絞しぼった言葉がそれであった。

「陛下、御ご無ぶ事じか！」

　硝しよう煙えんの臭においが鼻を突き、熱波が髪の毛を焦がす。それでもタイラーは叫んだ。叫び続けた。

「陛下ァ～！」

　口の中に、灰が飛び込んで来る。ようようにして目を開いた彼が、そこに見たものは、再び目を覆おおいたくなるような、会議室の惨さん状じようであった。

「陛下！」

　タイラーでさえ、最悪の事態が一瞬脳のう裏りを過よぎった。どうやら爆弾は相当に強力なもので、少なくとも過激派が作ったようなチャチなものではなく、軍用と言ってもいいほどの破壊力を秘めていたらしい。かつてテーブルであったものが粉々になり、部屋中に散乱していることから見ても、それは明らかであった。

　しかも──、

　爆弾は、ある明確な意い図とをもって、万全の位置にセットされていた。

　爆発の中心は、もっとも上かみ座ざの、テーブルの真下であったのだ。

「陛下！」

　タイラーは爆発の中心部を、見み極きわめようとした。しかし濛もう々もうたる黒煙に遮さえぎられ、果たせなかった。充血した眼めから、ポロポロと大粒の涙があふれ出す。それはあながち、黒煙のせいばかりでもあるまい。

「ま、まず火を消せ！」

　そう叫ぶ声が、すぐ近くであった。丞じよう相しようペトロ・デ・ニムであった。衣装こそ黒焦げだが、怪け我がのほうはたいしたことはなさそうだ。彼は爆発の中心からは、ずいぶんと遠い位置にいた。そう、タイラーのすぐ近くに──。

　たとえ重傷だったとしても、彼は自分の怪我にも気がつかなかったに違いない。もっとずっと気き掛がかりな理由は、タイラーと同じである。

　ようやく、消火器を持った廷てい臣しんの一団が、会議場に駆けつけてきた。白い消火液が炎と煙を消し去るのを、タイラーとニムは、イライラしながら眺ながめやる。

「へ、陛下にもしものことがあっては……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　タイラーは言った。

「し、しかしタイラー……」

　うろたえながらニムは、タイラーを見やる。

「この爆発では……」

「大丈夫です！」

　強い調子で、タイラーは断言した。

「絶対に」

「そ、そうであったな……」

　消火作業そのものは、順調であった。煙が完全に消え去る間ももどかしく、タイラーは飛び出している。

「陛下！」

　出会ったのは５年前。さまでに長い付き合いではない。

　しかし──、

　その絆きずなは、一言では言えぬほど深い。いや、言葉にすればそらぞらしく聞こえるほどに、深かった。

「陛下！　返事をしてください、陛下！」

　いつしか必死に叫んでいる、タイラーであった。

　彼とても、なりふり構わず懸命になることはあったのである。

「陛下！」

「うるさいなあ……」

　瓦が礫れきの下から、微かすかな声が聞こえた。

「そんなに大声を出さずとも、聞こえておるぞ……」

「陛下！」

　雷かみなりに撃たれたように、タイラーは反応した。銀河を預かる大統領の行動だとしたら、軽けい率そつに過ぎたかも知れない。

「どこです、陛下！」

「そちのすぐ横だ。そちの唾つばが、朕ちんの顔に降って来るわ」

「こ、これは失礼……」

　思わず足元を見る。

　そして──、

　タイラーは絶句してしまった。

「アンドレセン……」

　つい本日、宮廷警護隊長を仰おおせつかったばかりのかつての部下が、彼の足元に横たわっていた。

「おう、そうか……」

　思い出したようなアザリンの声。

「アンドレセンが、咄とつ嗟さにかばってくれたようだな。もしそうでなかったら、朕はどうなっていたかわからぬ。まこと、彼にはどう感謝してよいかわからぬ。しかし、重いな……。体が動かぬ」

「そうでしょう」

　ひどく沈んだ声で、タイラーは言った。

「アンドレセンの巨体が覆おおい被かぶさっています。畏おそれ多くも、陛下の玉ぎよく体たいの上に……」

「道理で……」

　アザリンは苦しそうに笑った。

「これは不敬よな。命を救ってもらって悪いが、どいてもらわねば。これ、アンドレ、どかぬか……。いつまでも無礼であろう」

　別に怒っているわけではない。笑いつつアザリンは言った。

「これ、どかぬか。どけと申すに」

「どけません」

　アンドレセンに代わり、タイラーが答えた。

「もう彼は、自分では……」

「なに？」

　冗談であろうと、一瞬アザリンは思った。

「戯たわむれを──」

「戯れでは、ございません」

　タイラーは言った。

「アンドレセンは、もう動けぬのです、自分の意志では……」

「まさか！」

「陛下！」

　タイラーは脆ひざまずき、アザリンの手を握った。

「陛下には、見えていらっしゃらないのですか。アンドレセンが……」

「うん」

　アザリンはうなずいた。

「これはそちの手だな、パコパコ……。この感触は確かにそうだ。しかし、声はすれども、姿は見えぬ。ひどい煙だな。早く火を消さぬか」

「陛下」

　ぎゅっと手を握りながら、タイラーは言った。

「煙は遠とおに、晴れております」

「ああ、そうか。道理で息は苦しゅうないな。では、この目の前のこれはなんだ？　暗いな。パコパコ、そちは、どこにおる」

「陛下……」

　タイラーの眼めからこぼれたそれが、アザリンの頰ほおの上にポタポタと落ちる。揃そろいもそろって、不敬の極きわみ。

「私は、ここにおります。陛下の目の前に……」

「ああ、そうか」

　アザリンは安心したようにうなずいた。その目は見開かれたまま。しかし、かつて大粒の紅こう玉ぎよくのようであった瞳ひとみは、灰色に濁にごっていた。

「よかった……」

「陛下！」

　そこへ、遠巻きにしていた廷臣たちがわらわらと駆け寄ってきた。

「どかしてさしあげろ」

　ニムが命令した。

「警護隊長殿は、救きゆう国こくの英雄であるぞ！」

　数人がかりで、アザリンは巨体の圧迫から解放された。作業の間中、タイラーはずっと横を向いていた。見えないほうがよいこともある。

「パコパコ……」

　担たん架かに乗せられたアザリンが、タイラーを呼んだ。

「はい」

　寄り添うタイラー。

「アンドレセンが動けるようになったら、ようく礼を言っておいてくれ。朕から勲章も授けたい。できれば、直じき々じきに……」

「はい」

　タイラーはうなずいた。今の自分の表情を、アザリンに見られなくてよかったと思った。

「確かに承うけたまわりましょう」

「それと……」

「はい？」

「イサムに、逢あいたい……。すぐにでも。呼んできてはくれぬか、パコパコ」

　見えぬ目から、涙が溢あふれた。







「まったくたいした艦隊だぜ」

　大粒マスタードをつけた荒挽びきソーセージを手摑づかみでほおばりながら、スナガは悦えつにひたっていた。野戦食レーシヨン以外の食事は、実に一か月ぶりだったのだ。

「食料品の豊富なこと。ニシンの缶かん詰づめだけで十三種類もありやがるしよ、新鮮な果物も、牛乳も、卵も、おまけに酒までありやがら。こないだまでの俺おれたちとは、天と地ほどの差だぜ」

「フジ大将は、グルメだったからな。その点、おこぼれに与あずかれて俺も嬉うれしい」

　バーミンガム大佐が、スコッチの12年ものをラッパ飲みしながら笑う。

「それにしても、まさか叛はん乱らん軍ぐんの副官が、おまえさんだったとはな……」

「解放軍と言え、解放軍と！」

「いいや、どこから見ても叛乱軍だね。特に、物資を強ごう奪だつしての、この狼ろう藉ぜきぶりは」

「まあいい」

　スナガは笑って、

「だがその俺たちに結けつ託たくした以上、おまえだって立りつ派ぱな叛乱軍だぜ。特に正規軍の補給部隊でありながら、俺たちに呼応したぶん、罪は重いぜ」

「俺はもともと、自分を正規軍だなんて思っちゃいねえよ」

　スコッチをあおり、バーミンガムは一瞬寂しそうに笑った。

「予備隊出身だと、なにかと邪じや険けんにされてよ、面おも白しろくねえ。ここらでいっちょ、派は手でにやるのも悪くはなさそうだな。というか、もう選択の余地はそれしかなさそうだ」

「わかってるじゃねえか」

　スナガは笑い、ボイルしたソーセージをかじる。

「しかし、大佐の旧友だったとはな」

　側そばで聞いていたイサムが、嬉うれしそうに言った。

「しかも補給船団の護衛艦隊司令だったとは……。なんとも幸さい先さきがいい」

「でしょう」

　バーミンガムはうなずいた。

「フォーマルハウト侯こう、どうぞ大船に乗ったつもりで。このバーミンガムが幕ばく僚りように加わった以上は、少なくとも補給の不安だけは無縁です」

　自じ画が自じ賛さんである。

「それは頼もしい」

「准じゆん将しよう……」

　スナガがイサムにだけ聞こえるように、そっと耳打ちした。

「この男の言うことを、真まに受けちゃいけません」

「どうして？　親友だろう？」

「悪友です」

　スナガはきっぱりと言った。

「聞こえたぞ」

　愉快そうにバーミンガムが言う。

「確かにこいつは、物資調達の天才です。別名、〝ちょろまかしのバーミンガム〟と呼ばれていました。艦隊護衛司令官の地位をいいことに、軍需物資の横流しでだいぶ私腹を肥やしては女に貢みつぐ、そういう奴やつですからね」

「俺なんか、まだかわいいもんだ」

　バーミンガムは言った。

「どうせ人殺しに使う物資だ。女を喜ばすのに流用して、なにが悪い。立派な善行じゃないか」

　開き直りもここまでくれば、立派である。

「しかし、少なくともこれで、補給物資の問題からは解放されたわけだ。全員の口を潤うるおして、なお余りあるほどの……」

「その代わり、今度は艦ふねがありません」

　深刻そうに、スナガは言った。

「全部派手に燃やしてしまいましたからね。ま、食糧と引き換えだから誰だれも文句は言いませんが、戦える艦は、わずかに駆く逐ちく艦かんとフリゲートが二十隻ばかり。せめて、護衛空母でもあればいいんですがね……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　胸を張って、イサムは言った。

「なんとかなる。まかせろ。だまって僕ぼくに、ついて来い！」

　このところますます師し匠しように似てきた、イサム・フジであった。







　銀河はいま、かつてなかったほどに慌あわただしい。

　市民を惑まどわす、恐怖のインフレ。

　あいかわらず、何を考えているのかわからぬ大統領──。

　皇こう帝てい陛へい下かの受難と、その陰で暗あん躍やくするシード教徒……。重ねて叛乱軍。

　そして──、

　なによりも颱たい宙ちゆうジェーンの脅きよう威いがあった。

　ジェーン接近による人類絶ぜつ滅めつと呼ばれる日まで、あと１８３日。

　あと１００と83日しかないのだ。










　最後のなかがき




　あと、一冊。

　そう、あと一冊です。

　あと一冊で『宇宙一の無責任男』シリーズの、本編は大だい団だん円えんを迎えます（実は『ＳＯＭＥ─ＬＩＮＥ』も、あと一冊だったりしますが……）。

　長かった。

　いや、長かったなどと言ってはいけない。百里の道を行く者は九十里をもって半なかばとするのたとえ通り、ここからが実は正念場なのですから。でも、さすがにあと一冊を余すのみということになると、それなりに感慨深いというか、いろいろな場面が走そう馬ま燈とうのように……あ、俺おれはまだ死なない。死なないんだってば！

　思えばタイラーでは、いろいろな方からごひいきキャラをヨイショしていただきまして、その御ご期き待たいに応こたえねばと、キャラクターの見せ場を次から次へと作ったことが、作品をここまで引っ張ってこれた、ひとつの大きなパワーでした。言わば、怠なまけもんの作者（怠けもんが年に十冊も本を出すかと言われそうですが、実際僕はひどい怠け者なのだからしかたありません。本当は、もっと怠けたいんだよおおお！）に、ここまで作品を書かせてくださったのは、読者の皆様です。

　なんて書くと、偉そうですね。まるでプロの作家になったみたい（いやいや、冗談でなく、おまえなんぞはまだ作家ではないと言ってくださる、ありがたい方も世の中にはいらっしゃるので……）。ま、人間謙けん遜そんするに越したこたあねえか。

　かように傲ごう慢まんで自己主張の激しい作者の作品に、ここまで付き合ってくださって、皆様にはお礼の言葉もございません。それもあと一冊です。ご辛しん抱ぼうください。

　と、堅かた苦くるしい話はここまでにして、と。

　本編が終わってからも、外伝は出ます。それもあと五冊だ十冊だなどとケチくさいことは申しません。要望さえあれば、何百冊でも無限に──。

　本編の冊数を抜くことは、もはや確実でしょう。

　ですから皆様、どうぞ御安心を。

　いや、実はですね。

　サカイを主人公にした『大おお宇ぞ宙らのサムライ』を書いて以来、ごひいきキャラの外伝を書いてくれという要望が、ひきもきらないのですよ。『続・大宇宙のサムライ』を一日も早くという声はもちろん、特に人気の高いキャラ、つまりアザリン、ドム、カトリ、イサム、ユーミとエィミィのハナー・シスターズ、ヤマモト、シア・ハス、フジ参さん謀ぼう総そう長ちよう、ユリコ、キム女史、それに忘れちゃいけないタイラー御おん大たい。ほうらね、一人一冊としても、もう十冊を超えたでしょう。

　もう、何から手をつけていいのか。まだ本編すら、書き終えていないというのにですよ。しかも、それだけじゃないんだから……。新しいシリーズの話もあるし、某ぼう社で書いた単発のつもりの作品は、勝手にシリーズにされちゃうし……。ああ、お、俺は、本当は仕事なんかしたくないんだあ！　どこにも行かず、仕事もせず、人にも会わず、一日中部屋で、軍艦のプラモデルを作っていたいだけなんだあああああああああああ！

　ピー

　失礼いたしました。

　とにかく今は、目の前の仕事、残された一冊に全力投球いたします。

　果たして銀河はこの未み曾ぞ有うの危機を回避できるのか。

　失明したアザリンちゃんの運命は？　シード教徒とは何者？

　イサム叛はん乱らんの真意は何か？

　そして──、

　誰だれと誰が、死ぬのか（ウソウソ……）

　ともかく、乞こう御期待です！





中東じゃ本当に戦争をやってる日　　　作　者
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